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煌こう帝ていのバトルスローネ！③








井上悠宇
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角川スニーカー文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　プロローグ　Prologue







　その日、Ａ区は破は壊かいされた。




　──己おのれを偽いつわり、〝虚飾〟に満ちた少年と。




　そして、長い銀ぎん髪ぱつに、金色の瞳ひとみ。

　異世界からやってきた、〝憤ふん怒ど〟を司つかさどる種族の王。




　──イラ・エンペルト・ドラゴニカと名乗る少女に。







　第一章　皇座争奪戦　Battle for throne!!







　夏休みを間近に控ひかえたある日。

　日増しに騒そう々ぞうしくなっていく蟬せみの声。

　黒いアスファルトに陽ひ射ざしは容よう赦しやなく照りつけ、熱気を立ち上らせている。

　僕は首元のボタンをもう一つ外して、ひんやりとした電車の車両に乗り込んだ。

　時刻は正午を少し過ぎた頃ころ合あい。

　乗客はそれほど多くはなく、僕と同じ制服の学生たちの姿もちらほらと見られた。僕は短縮授業を終えて、一人で帰宅の途とについている所である。いつも行動を共にしているイラと従姉妹いとこの如月きさらぎ萌もえ花かは学校に用事があるとかで、別行動をしていた。

　座席に腰こしを掛かけて一息つく。

　気温は高く、もう真夏といってもいいくらいだ。

　僕は額に吹ふき出した汗あせを腕うでで拭ぬぐう。

　乗客の誰だれもがうだるような暑さに辟へき易えきしている様子だった。当然僕も例外ではなく、家についたら真っ先に冷たいシャワーを浴びようと固く決心している。乗客が少ないせいか、車両は冷れい房ぼうがよく効いており、とても心ここ地ちよく感じられた。

　少しの間だけだが、小説でも読もうかと鞄かばんを探さぐる。萌花から借りた小説があったはずだ。意識を他ほかの所にもっていかないと、暑さのことばかり考えてしまいそうだった。

　目当ての小説を探り当てると、ふと、誰かに見つめられている気配がして、顔をあげる。

　正面に、毛先に緩ゆるくパーマがかった長い髪かみの少女が座っていた。

　ピッタリとして身体からだのラインが出ている白い開かい襟きんシャツにタイトなスカート。そして、黒い革かわのヒールロングブーツ。大きく開いた胸むな元もとからは豊満な胸の谷間を覗のぞかせている。

　少女は僕と視線が合うと、薄うすく微笑ほほえんだ。

　僕は慌あわてて視線を逸そらす。目のやり場に困ったせいでもあるが、少女が美人だったというのも理由の一つだ。歳は僕とそう変わらないだろうが、凛り々りしい目元に大人びた身体つきは、綺き麗れいなお姉さんという表現がピッタリくる。一いつ瞬しゆん、視線が合っただけで、僕はとても動どう揺ようしてしまった。

　そりゃ、綺麗なお姉さんに見つめられて微笑まれでもしたら、思春期の男子なんてイチコロだ。僕は取り出した小説を開き、ページに視線をやってあまり意識しないように気をつけた。

　しかし、

「結ゆう城き零れい司じ」

　僕の名前が呼ばれる。

　思わず眉まゆを顰ひそめて、小説から視線を上げた。

　いつの間にか少女が立ち上がっていて、僕を見下ろしていた。先さき程ほどから変わらず、その表情に微笑みを湛たたえていたが、目は笑っていない。

　知り合いだっただろうか？

　──いや、知らない人だ。

　他人に不快に思われないために、いつも顔と名前は一いつ致ちさせて憶おぼえるように気をつけている。間ま違ちがいなく知らない人だ。

　困こん惑わくする僕などお構いなしに、少女は自分のスカートの裾すそに右手をやった。

　そして、ゆっくりと、裾をたくし上げる。

　──何をしようとしている!?

　周りにいる乗客も呆あつ気けにとられて、少女に視線を注いでいた。

　少女は挑ちよう発はつ的な視線を僕に送りながら、スカートの裾を徐じよ々じよに上げていく。

　隣となりのおじさんが生なま唾つばを飲み込む、ゴクリという音が聞こえた。

　──ヘンタイだ！

　それに気づいた時、僕の心しん拍ぱく数すうは跳はね上がった。

　この綺麗なお姉さんはきっと、電車の乗客に下着を見せつける事で興奮を覚えるようなヘンタイなのだ。そういえば、服装も普ふ段だん着ぎにしてはセクシー過ぎる。

　異変に気づき始めた乗客たちは言葉を失い、車内は潮が引いたように静まり返る。

　それに反比例してどんどんあらわになっていく、白い太もも。見てはいけないという自制心と、見み逃のがしてはならないという男の本能とが葛かつ藤とうする。

　──それ以上、スカートをたくし上げては危険だ！

　と、思った瞬しゆん間かんのことである。

　スカートの中から現れたのは、太ももにベルトでとめられたガンホルスターだった。

　少女はそのホルスターから、異形な造形をしたリボルバーを素す早ばやく抜ぬくと、僕から視線を外して、隣のおじさんに銃じゆう口こうを向けた。

　──何が起きているのか理解できない。

　銃なんて、小説やテレビや映画にだけ登場する物でしかなく、日常からとてもかけ離はなれた存在だった。僕を含ふくめて乗客の誰もが、本物の銃を見るのは初めてに違ちがいない。

　皆みな、啞あ然ぜんとして事態を見守る事しかできなかった。

　──そして、銃じゆう声せい。

　破は裂れつ音が狭せまい車内に鳴り響ひびき、僕の鼓こ膜まくを乱暴に震ふるわせる。銃のせいで現リア実リ感テイを失いかけた僕の意識を、現実へと無理やり引き戻もどす。

　隣のおじさんは撃うたれた瞬間、ビクッと身体を震わせた。

　そして、小さく呻うめき声をあげると、僕にもたれかかるように倒たおれる。無意識にその体を支えようとした僕の手に生暖かい液体の感かん触しよくが広がった。手を見ると、ヌルリとした真っ赤な血が付着していた。

　頭の中が真っ白になる。

「……え？」

　──悲鳴。

　女性のけたたましい悲鳴を皮切りに、乗客の誰もが蜘蛛くもの子を散らすように我先にと逃にげ出した。しかし、そんな乗客たちの背中に向けて、少女は容赦なく銃を撃つ。

　一発、二発、三発──銃声が連続する。

　撃たれたのは僕と同じ学生服の男子、壮そう年ねんのサラリーマン、そして、大学生らしき青年だ。その誰もが背中に血の赤い花を咲さかせて、次々に倒れた。

　車内はパニックに陥おちいった。

　乗客たちは我先にと隣の車両へ、悲鳴を上げながら駆かけ込んでいく。

　その一方で、僕は動くことができなかった。少女との距きよ離りがあまりにも近くて逃げる隙すきがないのと、リボルバーの銃口が今まさに僕へと向けられているせいだ。

　暑さからではない嫌いやな汗が吹き出す。

　脳は思考を放ほう棄きして、ただ痺しびれるばかりだった。




「私はルクスリア。〝色しき欲よく〟有角種の種族王」




　そう名乗ると少女は空いた手を口元にやり、堪こらえ切れないようにクスリと笑った。

「お前に用がある」

　切れ長の瞳は、ゾッとするほどの冷たい光を浮うかべていた。




　皇位継けい承しよう戦争──異世界である幻想ギル世界テイアを統治する煌こう帝ていの座を巡めぐり、〝憤怒〟〝傲ごう慢まん〟〝暴食〟〝嫉しつ妬と〟〝怠たい惰だ〟〝強ごう欲よく〟〝色欲〟といった七つの種族の王たちがそれぞれのシンボルを奪うばい合う争いである。

　僕は幻想ギル世界テイアからやってきた〝憤怒〟の竜りゆう姫ひめ、イラ・エンペルト・ドラゴニカに命を救われ、その争いに巻き込まれることになった。




　幾いく度どとなく皇位継承戦争を経験した僕だったが、今回の始まりは、あまりにも唐とう突とつで凄せい惨さんな幕開けとなった。




　　　　※




　──なぜ、僕ではなく、乗客を撃ったのだろうか。

　目の前にいる少女が異世界の住人であることを認にん識しきした瞬間、不思議と僕は落ち着きを取り戻していた。本来なら起こるはずもない異常な事態が、起こり得ることとして受け入れられたせいかもしれない。

　まるでスイッチが切り替かわるみたいに、停止していた脳が再び活動を始めた。

　皇位継承戦争の目的は各種族のシンボルを奪い合うことである。

　僕の身体には〝憤怒〟のシンボルが埋うめ込まれていて、もし、それが狙ねらいなのであれば、僕を撃ち殺して奪えば良い話だ。

　そうしないということは、何か他に目的があるのだろう。




「はい。お疲つかれ様」




　声がした方向に視線を向ける。

　いつの間にか、少し離れた斜ななめ向かいの座席に、僕と同世代くらいの少年が座っていた。

　近くにある有名私学の灰色の学ランを着ていて、ズボンのポケットに両手を突つっ込んでいる。色白で色素の薄い顔をしており、柔にゆう和わそうな眼差しをこちらに向けていた。

　銃を持った少女に気を取られていただけでなく、少年が纏まとっている希き薄はくな空気感のせいもあって、いることに気づかなかったようだ。

「僕は入いり都と涼雨りよう。イリトって呼んでいいよ」

　イリトは立ち上がって、つかつかとこちらまでやってくると、対面の席に腰こし掛かけた。

「立っていると疲れるから、リアも座りなよ」

　声をかけられたルクスリアは、リボルバーをクルリと回転させて、ガンホルスターの中に収めた。そして、僕を一いち瞥べつすると、イリトの隣に足を組んで座る。そして、長い髪を搔かき上げ、何も語りたくないといった様子でそっぽを向いた。

「僕は〝怠惰〟の野や獣じゆう種の種族王だ」

　イリトは両手を組んで腿ももの上に置くと、そう名乗った。

「零司君、今日は君と対話をしにきたんだ」

「……対話？」

「そうだよ。無む駄だな浪ろう費ひをせず、やるなら簡潔に。手っ取り早く話し合いで解決したいと思ってね。実に〝怠惰〟らしいだろう？」

　僕は血ち塗まみれの手を見る。心の奥底で何かが揺ゆれた。それはかつて、他人の顔色ばかりを窺うかがって生きていた僕が、ずっと抑おさえ込んでいた感情だった。

「いきなり無関係な人を撃ち殺しておいて、今いま更さら話し合いなんて──」

「殺してない」

　僕の言葉をイリトが遮さえぎる。

「リア、見せてあげて」

　ルクスリアはおもむろに手を胸に突っ込むと、そこから山羊やぎを模した桃もも色いろの駒こまを取り出した。おそらく、〝色欲〟のシンボルだろう。

「〝愛シツクのス・プリ虜ズナー〟」

　彼女の言葉に呼応して、シンボルが淡あわい光を灯ともす。
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「私の囚しゆう人じんたち、起き上がるがいい」

　倒れていた乗客たちがモゾモゾと身体からだを動かして立ち上がった。隣の席のおじさん、それから、学生服の男子、壮年のサラリーマンに、大学生の青年。

　しかし、その目に知性の光は窺えず、まるでゾンビみたいに見えた。

　イリトは自じ慢まん気げに手を広げる。

「撃たれた傷は直すぐに塞ふさがるし、命に支障はない。元にだって戻せるよ。彼らは少しの間、リアに操あやつられているだけさ」

　銃で撃った相手を操る、それが〝色欲〟の能力だということだろうか。

「それじゃ、試ためしに一人、解放してあげて」

　小さく頷うなずいたルクスリアはガンホルスターからリボルバーを引き抜き、弾だん倉そうを横にずらした。すると、その弾倉から桃色をした弾だん丸がんのようなものが一つ零こぼれ落ちて、硬かたい音を響かせて小さく床ゆかを跳ねる。

　最初に撃たれた隣のおじさんが「……うっ」とくぐもった声をあげた。

　正気に返ったのか、困惑した様子で辺りを見回す。

　ルクスリアは、リボルバーの弾倉を元に戻すと、おじさんに狙いをつけて、

「撃たれたくなければ、さっさとどこかに行け」

　と、冷ややかに告げた。

　おじさんは一いつ瞬しゆん身を竦すくませたが、緊きん迫ぱくした空気を感じ取ったようで、何も言わずに慌あわてて隣の車両へと逃げていく。

「他ほかの者は、座れ」

　ルクスリアの言葉に従い、残りの三人は座席に腰掛けた。

　それを一瞥するとルクスリアはリボルバーをガンホルスターへと収める。

　先ほど落ちた桃色の弾丸のようなものは、いつの間にか消えてなくなっていた。

「少しでも警けい戒かいを解いてもらうために、君にこちらの手の内を見せておきたかったんだ。実演した方が理解も早いし、余計な手間が省ける。何事も省エネが大事さ」

　イリトは人当たりの良い笑えみを浮かべる。

「早さつ速そくで悪いけど、用件に入るよ。あまり時間もないことだし」

　不意に大きく電車が揺れた。

「ご覧の通りの〝色欲〟の能力で、車しや掌しようと運転手がリアに操られている」

　窓の外を見ると、停車駅を止まらずに通過したところだった。

「その結果、この電車は乗客を乗せたまま、ノンストップで走り続け、この先の大きなカーブで脱だつ線せん事故を起こす予定なんだ」

　何でもないことのようにイリトは言う。

「おそらく、悲ひ惨さんな事故になるだろうね」

　どうも僕はこのイリトという少年が好きになれなかった。

　なぜだか分からないが、彼の言葉、仕草が僕の心を波立たせる。

「君に理解して欲しいのは──」

　こちらの様子を気に留めることもなく、イリトは余よ裕ゆう綽しやく々しやくとした態度で、

「皇位継承戦争をこちらの世界でするから、こういうことが起きうるということだよ」

　僕はその言い分に、強い反感を抱いだいた。

「脱線事故を仕し掛かけたのはそっちじゃないか。皇位継承戦争は誰だれにも迷めい惑わくをかけないところでだって出来る。対話がしたいと言いながら、結局やろうとしていることは、他人を巻き込んで、脅おどそうとしているだけにしか思えない」

　それに対して、イリトは心外そうに肩かたを竦める。

「こちらの世界に被ひ害がいが出るのは僕たちの本意ではないよ。ただ、わかってほしい。これから起ころうとしている事は、この比じゃないほど大きな被害が出るってことを」

「……これから起ころうとしていることって？」

　イリトはこちらを焦じらすかのように少し黙だまった。

「皇座バトル争奪戦スローネだよ」

　聞き覚えのない言葉だ。

「零司君、僕は最悪の結果を回かい避ひしたい」

　苦く渋じゆうに満みちた表情でイリトは続ける。

「種族王たちがこちらの世界にやってきて何が起きた？　〝暴食〟の蟲むし姫ひめグーラが無関係な人を手当たり次し第だいに襲おそった。〝嫉妬の怪かい物ぶつ〟が夜な夜な人を襲って回った。全すべて、皇位継承戦争をこちらの世界で行うという、身勝手なルールのせいだ。君だって巻き込まれた被ひ害がい者しやの一人だろう？」

〝暴食〟のグーラが現れた時、僕は建物の崩ほう壊かいに巻き込まれて致ち命めい傷しようを負った。

　その傷を癒いやすために、イラは己おのれの力の全てである〝憤怒〟のシンボルを僕の身体に埋め込んだのである。そのせいで、イラが戦えなくなり、僕が代わりに皇位継承戦争に臨のぞむことになってしまった。

「皇位継承戦争はこちらの世界ではなく、幻想ギル世界テイアで行うべきだと思わないか？」

　イリトは立ち上がると、ポケットから狼おおかみを模した黄色い駒を取り出して、こちらに歩み寄ってきた。それは〝怠惰〟のシンボルだと思われた。

「僕の能力は〝天国デツドへリー・のスリー誘いピング〟。眠ねむりと引き換かえに、触ふれた相手の身体を癒すことが出来る。全く戦いには向いていない能力だよ」

　そして、イリトは「そこで提案がある」と人差し指を立てる。

「僕の能力で君の身体を癒して、〝憤ふん怒ど〟のシンボルを取り出す。勿もち論ろん、〝憤怒〟のシンボルは君のパートナーに返すよ。そうすれば、彼女はこちらの世界に留とどまらなくて済むようになるからね。その後、幻想ギル世界テイアに帰って皇座バトル争奪戦スローネを始める。皇座バトル争奪戦スローネが幻想ギル世界テイアで行われれば、こちらの世界にやってきている種族王たちも皆みな引き上げざるを得なくなるだろう」

「……その皇座バトル争奪戦スローネっていうのは？」

「種族王たちの過半数の同意をもって行われる皇位継けい承しよう戦争の最終決戦だよ。ルール無用、何でもありのシンボルの奪うばい合いだ。皇座バトル争奪戦スローネでは、種族王たちはなりふり構わずに感情力エナジーを集め、全力で戦うことになる。もし、それがこちらの世界で行われれば街は──この世界は滅め茶ちや苦く茶ちやになるだろうね」

　正直に言って、それはとても魅み力りよく的な提案に思えた。

　もし、僕の身体が癒せるなら、イラは〝憤怒〟のシンボルを取り戻もどせて、自分の力で戦うことが出来るようになる。

　僕とイラの関係は、本来とても不自然なのだ。〝憤怒〟の竜りゆう種は、種族王の中でも最強の存在であると聞く。しかし、〝憤怒〟のシンボルを失ったために、イラは現状、最弱になってしまったといっても過言ではない。

　イラが皇位継承戦争を勝ち抜ぬいて、煌こう帝ていの座につくためには、その手に〝憤怒〟のシンボルを戻してやるのが、一番いいのだと思う。

　イリトは満まん更ざらでもない僕の反応を見て、満足気に頷いた。

「〝色しき欲よく〟〝強ごう欲よく〟〝怠たい惰だ〟そして、君の知っている〝傲ごう慢まん〟の四人。すでに過半数が皇座バトル争奪戦スローネに同意している。だから、時間がない。皇座バトル争奪戦スローネが始まるのはもう間もなくだ」

「〝傲慢〟のスペルヴィオも？」

「そうだよ。彼は全ての種族王を倒たおして煌帝の座につこうと考えている。何でもありのバトルという、皇座バトル争奪戦スローネのルールは彼にとって、諸もろ手てを挙げて賛成出来るものだ」

　スペルヴィオ本人も前にそのようなことを言っていた記き憶おくがある。噓うそではないように思えた。僕は少し気になった事を聞いてみる事にする。

「君たちはどうして、皇座バトル争奪戦スローネをしようとしているんだ？」

　ずっと黙っていたルクスリアが、イリトを冷たく一瞥した。

　イリトは小さくため息をついて、

「それは僕たちにとっても苦渋の選せん択たくさ。〝憤怒〟の竜種、破壊の化身、竜りゆう姫ひめイラ・エンペルト・ドラゴニカには、種族王たちが一いつ致ち団結して挑いどまない限り、到とう底てい敵かなわないと考えたんだ」

「破壊の化身……？」

　一瞬、聞き間ま違ちがいかと思った。

　僕の脳のう裏りに浮うかぶのは、辛からいものを食べて火を吐はいたり、視線に敏びん感かんで、ちょっとしたことでもすぐに憤ふん慨がいしたりする可愛かわいい少女の姿である。そんなイメージにはそぐわない。

「君のパートナーの事ではないよ」

「……えっ？」

　意味深長な言葉に思わず聞き返すが、

「イリト、時間だ」

　と、ルクスリアがぞんざいに割って入った。

「長話が過ぎたようだね」

　イリトは人の好いい笑みを浮かべ、

「もう一度言うよ。皇位継承戦争は幻想ギル世界テイアで、種族王たちだけで行うべきだ。君がそこに加わるのは間違っている。誤りを正しい道へと戻そう。そのために、僕たちは能力を君にみせるという危険をおかしてまで、ここにきたんだから」

　諭さとすように僕に言う。

「返事を聞かせてもらってもいいかな？　こちらの提案を受け入れるか、否いなか」

　イリトの言うことは正しいのかもしれない。

　初めは胡う散さん臭くさく、信用ならない人間に思えたが、今ではその印象もだいぶ違ちがってきていた。僕はイリトの提案に、少なからず惹ひかれていて、そして、反対するまっとうな理由も持ち合わせていなかった。

　でも──。

「どちらも選べない」

　それが今の気持ちだった。

　イリトは明らかに落らく胆たんの色を見せる。

「判断を遅おくらせれば、手遅れになる。強ごう引いんな手段を使ったのは、もう時間がないからだよ。君一人になるタイミングを見計らったのにも理由がある。ここで、今、君が判断しなければ、必ず後こう悔かいすることになる。それでも決断できないかい？」

　いや、判断に迷っているわけではない。

　イラと出会うまでの僕であれば、イリトの提案を安易に受け入れたと思う。優ゆう柔じゆう不ふ断だんで、事なかれ主義。自分の身にさえ災難が降りかからなければ、それで良いと考えていたから。

　しかし、今は違う。

　胸の中にある〝憤怒〟のシンボルは、イラにとって大事なものだが、僕にとっても命を繫つなぐものとなっている。それを守るために、今までイラと共に戦ってきたのだ。

「これは僕が選択することじゃなくて、僕たちが選択すべきことだと思うから。僕だけでは決められない」

　皇位継承戦争は僕とイラの戦いである。だから、二人で決めなくてはならないのだと思う。僕だけが勝手に逃にげ出すわけにはいかないのだ。

「くだらんな」

　話し合いには口を一いつ切さい挟はさまなかったルクスリアが、

「やはり話し合いなど不要だ。今ここで奪ってしまえば良い」

　不ふ機き嫌げんな表情でぶっきらぼうにそう言うと、ガンホルスターへと手を伸のばした。

　それには僕もじっとしているわけにもいかず、奥の手である〝破壊とレイジ・消イレ去イザー〟を発動しようと──。

「待ちなよ。二人とも」

　イリトが制止の声をあげる。

「ここでやりあうのは、互たがいに得策じゃない」

　こちらを睨にらみつけたまま、ルクスリアは手を止め、僕は発動を思いとどまる。

「零司君、この電車を止めたいのならば、先頭車両にいって床ゆか下したにあるモーターを〝破壊とレイジ・消イレ去イザー〟で破壊すればいい。動力計に異常を感じた時、運転手にはブレーキをかけて電車を止めるように命令してある」

〝破壊とレイジ・消イレ去イザー〟とは、存在、事象、記憶、概がい念ねん、あらゆるものを、一時的に破壊、または消去できるという能力だ。本来は〝憤怒〟の種族王である竜姫イラの能力だが、今は〝憤怒〟のシンボルを身に宿している僕だけが使える能力となっている。

　イリトにはこちらの能力を把は握あくされてしまっているようだ。

「それと、竜の刻印を僕に見せてくれないか？　電車の止め方は教えたんだ。それくらいはいいだろう？」

〝破壊とレイジ・消イレ去イザー〟は感情力エナジーを消費して使用する。

　感情力とは、僕が怒おこることで溜たまるエネルギーだ。僕の胸には竜の形をした刻印があり、その満ち欠けで感情力の残量が分かる。どうやらそのことも知っているらしい。

　僕は素す直なおにシャツをはだけて胸の刻印を見せた。

　竜の刻印は三分の一程度になっている。前回、〝嫉しつ妬と〟のエンヴィアが起こした騒そう動どうで溜まった感情力の残りだ。

「その分だと、一回使えるくらいかな」

　その通り。僕は頷うなずいて答えた。

「……やれやれ、重おもい腰こしを上げて、本気を出した結果がこれだよ」

　イリトはため息をついて、再び座席に腰こし掛かけた。

「良かれと思う事でも、うまくいくとは限らないね。話し合いは最もエネルギーの消費を抑おさえられる方法だと思ったんだけど」

　ルクスリアは何も言わずに、長い髪かみの毛を手で払はらうと瞳ひとみを閉じる。

「早く止めてきた方がいいよ。僕たちの用件はこれで終わりだから」

　僕は立ち上がると、ポケットからハンカチを取り出して、血ち塗まみれの手を拭ぬぐった。このままの状態では乗客に余計なパニックを起こさせるかもしれない。乾かわいてこびりついた血までは取れないが、幾いく分ぶんかマシになった所で、足早に先頭車両の方へと向かうことにした。

「零司君、一つだけいいかな？」

　イリトに呼び止められる。

「今回の件みたいに、物事が君の手の範はん疇ちゆうで解決できる場合なら、その判断は許されるのかもしれない。だけど、これから起きる事態は、次第に君の手に負えなくなるだろう。そうなったら、君は自分が許せなくなる。その時、僕はまた会いに来るよ」

　人の好い笑え顔がおでイリトは言った。

「君を助けにね」

　その言葉、仕草が僕の気に障さわるのは、同属嫌けん悪おのせいかもしれなかった。

　イリトは〝偽ぎ善ぜん者しや〟ぶっていた頃ころの僕に、とてもよく似ている気がするのだ。




　固く閉とざされた運転席に向かって乗客たちが、罵ば声せいや質問の声を口々に浴びせかけていた。後方車両で銃じゆう撃げきがあったことは知れ渡わたっているのだろう。「電車を止めろ」という声が大きく、運転席の周囲に乗客たちは集まり、中にはドアを激しく叩たたいている者もいた。

　そこに少し血で汚よごれた服装の僕が現れると、乗客たちはどよめき、やがて沈ちん黙もくする。

　僕はそれを気にすることなく、〝身体フイジ能力カル・のアド向バン上ス〟を発動させる。胸の刻印が、ドクンと脈を打つ。

　これも〝破壊とレイジ・消イレ去イザー〟同様、〝憤怒〟のシンボルを身体に埋うめ込んだことで、得られた能力の一つだ。感情力を消費して、その名の通り、身体能力をアップさせる。これにより五感が冴さえ渡り、超ちよう人じん的な運動が可能になる。

　聴ちよう覚かくに集中すると、他ほかの車両では聞き取れなかったモーター音がクリアに聞こえた。

「〝破壊とレイジ・消イレ去イザー〟」

　胸の刻印が赤く発光し、ドクン、ドクンと連続して鼓こ動どうする。シャツを透とう過かしてその光が漏もれる。その様子に乗客たちは明らかな警けい戒かいと怯おびえを見せた。

　しかし、本当にモーターを破壊すれば済む話なのだろうか。

　イリトの言葉を鵜う吞のみにするのは危険な気がした。

「あの……すみません。電車の動力源ってなんですか？」

　ダメ元で聞いてみる。

　車内の誰だれもが僕を注視しながら、しかし、誰一人として答える者はいなかった。

　──仕方ない。イリトを信じて、モーターを破壊するしかないか。

「パンタグラフだ」

　吊つり革かわにつかまった初老の男性が口を開いた。

　そのまま天てん井じようの方を指さして、

「この車両の屋根の上についているだろう？　電線からパンタグラフへと電気を得てモーターを動かしている」

　初老の男性にお礼を言って、僕は窓に近づいた。近くに座っていた人たちは、慌あわてて離はなれていく。僕は窓を開けて、そこから頭を出すと、そのパンタグラフとやらを視し認にんした。

　なるほど、あの菱ひし形がたのアンテナみたいなのがそうだったか。

　僕は窓から離れて、床ゆかに手を当てた。

「電車の〝動力〟を破壊する」

　イメージするのは、今見たパンタグラフと、手のひらから振しん動どうが伝わってくるモーターである。両方共、電車の一部だし、〝動力〟ということで、同時に破壊できると思う。

　急速にモーター音が消える。

　すると、運転手がブレーキをかけたのか、電車が大きく揺ゆれた。

　みるみる速度が落ちていき、やがて電車は止まる。

　完全に止まるのを見届けてから、僕は足早に元居た車両へと戻もどろうとする。

「おい、お前なんだよ！」

　背後の怒ど号ごうに振ふり向くと、茶ちや髪ぱつでガラの悪そうな青年が、人をかき分けてこちらにやってくる所だった。

「今、何したんだ？　もしかして何もかも全部、お前のせいか？」

　確かに僕のせいだ。僕が乗っていなければ、こんなことにはなっていなかった。

　僕は乾いた血で赤く染まった右手をその青年に突つき出した。

「そうだとしたら、どうしますか？」

　見るからに青年は動どう揺ようして足を止める。

「厄やつ介かい事には関かかわらない方が賢けん明めいですよ」

　それだけ言うと、僕は踵きびすを返して歩きはじめた。

　青年はそれ以上追って来なかった。




　元の車両には、既すでにイリトとルクスリアの姿は無かった。

　置いていた鞄かばんを手に取り、開け放たれたドアから外へと飛び降りる。

　真夏のような熱気と、蟬せみの声に包まれる。

　外は乗客たちで溢あふれかえっていた。不安げな表情でどうしたものかと立ち往生している者もいれば、近くの駅へと歩き始めている者もいる。

　電車の前方へと視線をやると、大きなカーブが見えた。




　僕はそれとは反対の方向へと歩き始める。

　イラの下もとへと向かわなければならない。




　──学校へ戻ろう。







　第二章　強欲　Avaritia







　如月きさらぎ萌もえ花かにとって、結ゆう城き零れい司じとはどういう存在なのか。




　父に「今日から家族になる」と紹しよう介かいされた時、萌花はまだ人見知りの激しい小学生で、母のスカートにしがみついていたのを憶おぼえている。その少年が血けつ縁えん関係にあるとは理解していたが、もともと親しん戚せき関係は疎そ遠えんで、初めて会うに等しい相手だった。

　恐おそる恐る見た少年は、大人しそうで、どこか遠い目をしていて、萌花が恐れる乱暴な感じは一切しなかった。

　両親を交通事故で失ったという話も聞いており、可か哀わい想そうな子であるという認識でいたせいかもしれない。寂さびしげな少年の様子に、他人を家族に迎むかえ入れる不安はあったが、萌花は何となくうまくやれるような気がした。

　最初は距きよ離り感かんが摑つかめず、接する機会を避さけていた気がする。でも、意外にも気の合う所があって、すぐに打ち解けることが出来たように思う。

　その辺りの記き憶おくは曖あい昧まいだが、とにかく零司は「ごめんね」をよく言う少年だった。

　口くち癖ぐせのように謝るので、「どうしてそんなにすぐ謝るの？」と聞くと、零司は「ごめん」と悲しそうな顔をする。そんな姿が何故なぜか無む性しように腹立たしくて、「謝らなくていいの！　笑って！　もっと笑って！」と、零司が謝る度たびにそう強要した。

　──きっと、そのせいだと思う。

　悲しい顔を見たくないがための、けれども、舌足らずな言葉が、やがて零司に変化をもたらした。零司はよく笑顔を見せるようになったのである。どんな時もニコニコとして、愛あい想そよく、誰からも好かれる少年に変わっていった。

　しかし、その一方で、萌花は複雑な思いを抱いだいていた。

　誰よりも零司の身近にいた少女は、彼が浮うかべる笑みが、偽いつわりのものである事にすぐに気づいたのだ。そして、全すべてが自分の責任ではないのだとしても、その一因となってしまった事に負い目を感じていた。

　零司が偽りの笑みを顔に浮かべる時、萌花は疎そ外がい感を覚えた。

　家族の一員でありながらも、立ち入らせない一線を少年が引いているような気がして、悲しかった。しかし、どうすればいいか分からない。考えに考えた挙げ句、萌花は零司に好かれようと思った。そうすれば、いつか自分にだけは、本当の感情を見せてくれるような気がしたからだ。

　それが家族愛からくるものなのか、それとも、男女の恋れん愛あい感情からくるものなのか、萌花には分からない。幼い頃に生まれた感情だったし、その線引きはたぶん、ずっと出来ないままだと思う。

　結城零司が歪ゆがんでしまった責任が自分にはある。

　それだけは事実で、でも、萌花にはただ見守ることしかできなかった。

　そう、今までずっと──。




「コラー！　試ためしにクリームをぺろっと舐なめたら思いのほか美味おいしくて、いっぱい食べちゃった系女子を見るような目で余を見るでなーい！」

　銀ぎん髪ぱつのロングヘアーに、勝ち気な金色の瞳。異世界からやってきたという、竜りゆうのお姫ひめ様、イラ・エンペルト・ドラゴニカは両手をあげて憤ふん慨がいする。

　イラの一つにまとめられた銀色のポニーテールが小さく跳はねて揺れた。

「だって、イラちゃん、口元にクリームがついてるよ」

　萌花がそう指し摘てきすると、イラは「これはかき混ぜる時に跳ねたのである。クリームがついていたからといって、余がペロリストである証しよう拠こにはならぬ」と、口元を手で拭ぬぐった。

「ペロリスト？」

「うむ。ペロペロしたいという密ひそやかな欲よつ求きゆうに負け、実際にペロペロしてしまう人種のことを言うのだ」

　ほっぺたにまだクリームがついていて、それを見ていると、なんだか、

「イラちゃんペロペロ！」

「ええい、欲よく望ぼうに負けるでないわ！　お主は強い心を持て！」

　抱きつこうとしたが、イラにはね退のけられた。

　家庭科室の窓は全開で、夏の熱気をはらんだ風がカーテンをなびかせている。

　外からは野球部の威い勢せいの良い掛かけ声が蟬の声と共に入り込んできていた。

「それにしても暑いねぇ」

　室温は相当に高く、萌花は汗あせを拭う。

「そうか？」

　一方、イラは涼すずしい顔で、汗一つかいていない。

「余が吐はく灼しやく熱ねつのブレスの方が、もっと熱いぞ。フフン」

「どれくらい？」
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「萌花なら一いつ瞬しゆんにして、消し炭に変わるな」

「それ、ガス代節約の一手として使えるかも」

「コラー！　燃料の要いらないガスコンロを見るみたいな目で余を見るでなーい！　ずっとブレスを吐いていたら、息切れするであろーがー！」

　──そんなに怒おこっていて、身体からだが熱くならないのだろうか？

　萌花は不思議に思う。

　期末テストも終わり、夏休みを直前に控ひかえていた。

　今日は短縮授業で、午前中で授業が終わりだったのだが、萌花はイラの要望で家庭科室の使用許可をもらった。今は家庭科室で二人きり、生クリームを撹かく拌はんしている所だ。

　それはなぜかというと──。

「それにしても、よく知っていたね」

「何をだ？」

「レイジくんの誕生日」

「フフフ、余に抜ぬかりはないわ。誕生日には、ケーキを食べるのであろう？　聞くところによるとケーキとは至福の味わい、天使のほほえみ、悪あく魔まの誘さそいだというではないか。それほど美味なるものを食せる機会を逃のがす余ではないわ」

「悪魔の誘い」

「うむ。太ると聞いた」

「恐るべきカロリーだからね」

「案ずるな。萌花がポヨンポヨンになっても、余は見捨てたりせぬ」

「イラちゃん！」

　──感激した！

「余の膝ひざの上に横たわらせ、ポヨポヨとしたアゴや二の腕うでを思う存分に可愛かわいがってやろう！」

「そんなことには、絶対なりませぬ！」

　──拒きよ絶ぜつした！

　無む駄だ話をしながら、萌花は考える。

　ケーキが食べたいなら買えば済む話だ。それをあえて作りたいというのだから、零司に対する好意めいた何かしらを感じ取れなくもない。

　誕生日にケーキを作ってあげるという、女子力の高い発想が出来る一方で、本人が言っている通り、ケーキが食べたいだけのようにも思え、イラはいつもと変わらない自然体である。

　楽しい時に笑い、腹を立てた時には怒る。

　イラはいつもそうだ。

　己おのれの感情というものを隠かくしたりはしない。

　零司が最近変わってきたように思うのは、間ま違ちがいなく、そんなイラの影えい響きようによるものだろう。イラと出会って、間違いなく零司は変わった。

　それまでの零司は偽りの笑えみを表情に浮かべ、言いたいことも言わず、感情というものを押し殺して生きていたように思える。それが最近、本当に笑っているように見えるのだ。

　笑顔が作り物めいて見えなくなった。

　前に比べて、自分の意見を言うようにもなったし、他人と関わって傷つくことを恐れなくもなった。零司の一番近い場所にいる萌花にはそれがよく分かる。

　自分には出来なかったことを、イラはいとも容た易やすく、ほんの短期間でやってのけた。

　明るく、可愛く、魅み力りよく的なイラに、萌花は一人の女子として、嫉しつ妬とを覚えないわけではない（まったくの余談だが、胸も自分よりある！）。

　だけど、それ以上に、イラには心から感謝していた。

　そう、今までずっと、そんな風に自然に生きてくれることを夢見てきたのだ。

「あっ、イラちゃん、今、クリーム舐めた！」

「フフフ、これは味見という名の誰だれにでも許される必要行こう為い。隠すこともなかろう」

　鼻の頭にクリームがついているのを見ていると、なんだか、

「イラちゃんペロペロ！」

「ええい、抱きつくでない！　暑苦しい！　ペロペロとは舐める行為！　勘かん違ちがいするでなーい！」

　萌花は異世界からやってきたこの、感情表現豊かなお姫様が好きだった。




　作ろうとしているのは、ラズベリーチーズショートケーキ。

　スポンジ生き地じは出来ているものを買ってきたので、焼く必要もない。生クリームにクリームチーズを混ぜて、スポンジ生地の間に果物と一いつ緒しよに挟はさみ、あとは、全体にそのクリームを塗ぬりたくってラズベリーを飾かざれば出来る簡単なものだ。

　それならば、家庭科室を借りなくても良かったのだが、やはり、誕生日といったらサプライズにすべき。こっそりと作って、先に帰宅した零司をびっくりさせるのがいい。

　ケーキ作りも終しゆう盤ばんに入ろうかという頃ころ、それは予期せぬ形で現れた。

「そのケーキ、俺がもらうよ」

　どこからか少年の声がする。

　いつの間に入り込んだのか、野球帽ぼうを斜ななめに被かぶった少年が、実習台に頰ほお杖づえをついて、こちらを眺ながめていた。襟えり付きのシャツにハーフパンツ、白の運うん動どう靴ぐつ。その辺で走り回っていそうな子供だ。

「誰かのために作った物を横から奪うばうのって、最高に気持ちいいよね」

　笑った時に口元から覗のぞかせた、やけに鋭するどい犬歯が印象的だった。

「──萌花！」

　イラに突つき飛ばされるのと同時、少年が何かをこちらに投げつけるのが見えた。

　持っていたボウルが宙を飛び、クルンと回転して落下する。幸いにも中に入っていたクリームは全部使っていたので、中身は空だ。

　少年が放ったものが、窓近くの壁かべに突き刺ささった。

　それは、先が針のように鋭く矢羽がある──真っ黒なダーツだった。

「挨あい拶さつ代がわりだよ。ニセモノ」

「ニセモノとは何だ。いきなり失礼であろうが」

　イラが一瞬にして、赤いマントを羽織った。尻しり餅もちをついた萌花は呆ぼう然ぜんとそれを見る。そのマント、一体、どこから取り出したのだろう。

　相対する少年は、ニヤニヤしながら実習台に飛び乗って腰こし掛かけた。

　二人の距きよ離りは四、五メートルくらい離はなれている。

「今、余はケーキを作っている所である。皇位継けい承しよう戦争なら、日を改めてやろうではないか。ルールならそちらの望むもので構わぬぞ」

　コウイケイショウセンソウ。その言葉には聞き覚えがあった。

　──夜中にこっそり、電波塔とうからの夜景を見に行ったりする羨うらやましいやつだ！

　自分も気づいたら水族館にいたことがあって、それもコウイケイショウセンソウに巻き込まれたせいだと教えられた。あの時は、なぜか体中擦すり傷きずだらけで、大変な思いをした。お風ふ呂ろでだいぶしみた。

「いきなり、無関係な者を傷つけようとするとは、種族王の風上にも置けぬ奴やつよ。お主は何者だ？」

　イラはどうやら怒っているようだ。

「〝強ごう欲よく〟の鳥ちよう獣じゆう種、アヴァリィさ」

　少年が名乗ると、イラは目を細める。

「ほう、幻ギル想テイア世界クライ機危シスのか？　もっと、歳を食っているかと思っておったが」

「幻ギル想テイア世界クライ機危シス！　懐なつかしいねえ。あの頃は楽しかった」

「あの時のように、姑こ息そくで卑ひ怯きようで回りくどくて、薄うす気き味み悪わるく後味の悪い策でも練ってきたのか？」

「言うねえ。でも、今日は皇位継承戦争なんてやるつもりはさらさらないよ」

「では、余に何の用があるのだ？」

　少年はケラケラと笑う。

「互たがいにルールを決めて、その上で戦うのが皇位継承戦争。でも、今日は違ちがう。俺はニセモノなんかと皇位継承戦争はやらない。俺はただ、奪いに来たのさ」

「余はニセモノなどではないぞ」

「〝憤ふん怒ど〟の力、使えないんだろ？」

　グッと身を乗り出した少年から、その姿に似つかわしくないほどの気き迫はくが感じられた。

「それが意味することは、一つだけ。アンタがニセモノだってことだよ」

　イラが黙だまりこむ。その表情は何だか悔くやしそうに見えた。

　──ニセモノ？

　当然のことながら、萌花には全く理解の出来ない話だ。

「もうすぐ、皇座バトル争奪戦スローネが始まるんだ」

「皇座バトル争奪戦スローネ……だと!?」

　イラの瞳ひとみが驚きよう愕がくに見開かれた。

「全すべての決着をつけるには、まだ早すぎるではないか!?」

　少年の手にはいつの間にか真っ黒なダーツが握にぎられている。それをペン回しみたいにクルクルと回転させていた。ふと、先ほど壁に突き刺さった物を見ると、そこに残されたのは穴だけで、ダーツの姿は消え失うせていた。

　少年は鋭い犬歯を見せ、

「最強無比の竜りゆう姫ひめ、破は壊かいの化け身しん、毒を持った荒あらぶる銀の薔薇ばら。彼女の呼び名はいくらでもあるけれど、指すものは皆みな同じ。あの〝憤怒〟の種族王が遂ついに重い腰こしをあげたんだから、仕方ないだろ」

　その辺りのことは、萌花も以前何となく聞いたことがある。

　でも、確か〝憤怒〟の種族王というのは、イラのことを指すのではなかっただろうか。

「だから、俺たちは備えなければならない。種族王が団結して、〝憤怒〟の種族王と戦うのさ。そのための皇座バトル争奪戦スローネだよ。俺は返してもらいにきたんだ。ニセモノのアンタが持っている〝暴食〟のシンボルをね」

「……ニセモノ呼ばわりする割には、聞いてもいないことをベラベラと説明するのだな」

「あはっ」

　少年は愉ゆ快かいげに、

「俺は奪い取られる者の表情が好きなんだ。何も分からずに奪い取られるより、なぜ、奪われるのか分かっていた方がいい表情をする！」

「……下衆め」

　イラはそう吐はき捨てると、赤いマントの内側から何かを取り出して、萌花に放ほうり投げた。

　慌あわててそれをキャッチする。

　それは羽の生えた妖よう精せいの形をした白い駒こまのようなものだった。

「萌花よ、それをレイジに届けて欲しい。ここは余が食い止める」

　真しん剣けんなその様子に、萌花はしっかりと頷うなずく。

「いいねえ、無駄な足あ搔がきって、俺は好きだよ」

　その言葉と同時に、少年は遊んでいるかのようにダーツを投げる。

「きゃ！」

　自分に向かって飛んできたダーツに、萌花は思わず目を閉じて悲鳴をあげた。

　しかし──ダーツは刺さらない。

　萌花が目を開けた時、その眼前にはイラの右手があった。

「これは余の戦い。萌花には傷一つ、つけさせん」

　赤い雫しずくがその華きや奢しやな指先を伝って、床ゆかにポタリと落ちる。

　手の甲こうからは、ダーツの鋭い針先が飛び出ていた。

「……イラちゃん！」

　イラは左手でダーツを引き抜ぬいてその場に捨てると、少年に向かって駆かけ出した。その右手が真っ白に光り輝かがやく。

「へえ？　ニセモノの癖くせにわりとやるねえ」

　余よ裕ゆうな態度を崩くずさない少年へと、一気に間合いを詰つめると、その輝く手を相手の胸に押し当てる。少年の体が吹ふっ飛んで、廊ろう下か側の窓ガラスを突き破った。

「イラちゃん！」

　萌花はイラへと駆け寄ると、ポケットからハンカチを取り出して、血が滴したたっている右手を強く縛しばった。

「……萌花よ。これからこの街は戦場となる。恐おそろしいことも起きよう。だが、何が起きても、前を向いて走るのだ。余のことは気にするな。今はレイジの助けが必要である。余は後から必ず、そちらに向かう」

　少年がいる方向を気にかけながらも、イラは赤いマントを外して、萌花に羽織らせる。

「このマントは我が種族に伝わる宝。灼しやく熱ねつの炎ほのおを防ぎ、鋭き刃はをも通さぬ。きっと、お主を守ってくれるだろう」

「……いいの？」

「うむ。頼たのんだぞ、萌花よ」

　柔やわらかく微笑ほほえんだその表情がとても儚はかなげに見えて、萌花は涙なみだぐみそうになった。

「……わかった」

　萌花は白い駒をギュっと握る。

「よっと！」

　窓ガラスの縁ふちに手をかけて、少年がその縁に飛び乗った。ガラスの破は片へんを踏ふみつけるジャリジャリという音がする。ニヤニヤと笑えみを浮うかべるその様子から、イラの攻こう撃げきも大したダメージを与あたえられなかったのが分かった。

「アンタは面おも白しろいように、俺の手のひらの上で踊おどってくれる。ねえ、どうして、そっちの女の子を狙ねらって投げていたか分かる？　アンタが身を挺ていして庇かばうだろうなって思ったからだよ」

　少年の右手には、黒い駒のような物が握られていた。

　翼つばさを広げた鳥を模した駒のようだ。

「〝詐トリ欺ツク師スターの・仕ワー事クス〟」

　少年の言葉に呼応して、その黒い駒が淡あわい光を灯ともす。

「さて、何を奪わせてもらおうか」

「行くのだ！　萌花！」

　呆然と見ていた萌花は、イラの言葉に我に返って、後方の教室の出口へと走った。

「右手の力」

　そう呟つぶやいた少年が手を掲かかげると、フッとその手の中にダーツが現れる。

　そして、今度はまるで球を投げるように振ふりかぶって、イラへとダーツを投げつけた。

　出口のドアにたどり着き、一いつ瞬しゆん振ふり返った萌花の視線の中に飛び込んできたのは──。




　ダーツを胸に受け、後ろに倒たおれ込んだイラの姿だった。




　──悲鳴をこらえて、萌花は走った。

　何が起きても、前を向いて走る。

　そう約束したからだ。

　唇くちびるを嚙かみ締しめて走った。

　それでも涙は堪こらえ切れずに、溢あふれ出る。

　目め尻じりを伝って、後ろへと流れていく。

　白い駒を固く握りしめ、赤いマントを翻ひるがえして、萌花は走る。

　心配で胸がはち切れそうだった。

　でも、戻もどった所で何も出来ない。

　──レイジくん！

　心の中で呼ぶ。

　今、どこにいるのだろうか。

　早く見つけなければ──。

　萌花に今できることは、ただ走ることだけだった。




　一階まで階段を駆け降りた所で、萌花は背後から誰だれかに捕つかまえられる。

　そして、階段脇わきの用具入れのある通路に引きずり込まれてしまった。

「ひっ」

　口元を押さえられて、パニックを起こした萌花は暴れて呻うめき声を上げる。

　心臓が破は裂れつしそうに鼓こ動どうし、必死に藻も搔がくが、

「大だい丈じよう夫ぶ、ボクは味方だ」

　萌花を捕まえている人物は、用具入れの陰かげに身を隠かくしながらそう耳元で囁ささやいた。

「静かにして欲しい。悪いようにはしないから」

　少なくとも、さっきの少年ではないようだ。

「その〝暴食〟のシンボルは、気配を放っている。君がどれだけ逃にげても、アヴァリィはそれを追ってくる。今はボクを信じて──君の手の上からでいいから、触ふれさせて」

　白い駒を強く握って震ふるえる萌花の手に重ねられたのは、柔らかな少女の手だった。

　優やさしげな言葉と、温かなその手に萌花は藻搔くことをやめる。

「いいかい？　気配を消すよ。君は静かに、ゆっくりと呼吸を整えて」

　言われた通りに、ゆっくりと呼吸を繰くり返すと、萌花は次し第だいに落ち着きを取り戻していった。

　廊下は静まり返っている。

　口から飛び出そうな萌花の心臓の音が、一番大きく聞こえるような気がした。

　しばらく経たった後、

「さっきも言ったけど、君の持っている物は、〝暴食〟の気配を発しているんだ」

　背後の少女がそう囁く。

「君がこれをどこへ届けようとしているのか、ボクは知ってる。これから、この街がどうなるのかも、だいたい分かってる。その上で、ボクは君の手助けをしたい。君が結城零司の居る場所へ行きたいのなら、共に行くよ」

　不思議と落ち着く声だった。

「だから、ボクを信じて、今はこの〝暴食〟のシンボルを預けてくれないかい？　しばらく、気配を隠してあげる」

　萌花は何も言わずに、白い駒を握る手を緩ゆるめた。そのまま、少女の手へとそれを握らせる。萌花は非力な自分が何も出来ないことをよく分かっていた。

　自分が持っていても、あの少年に簡単に奪うばわれてしまうだろう。

　そんなことになるくらいなら、優しい声の少女を信じようと思ったのだ。

「信じてくれて、ありがとう」

　少女は用具入れの陰から上半身を出すと、キョロキョロと辺りの様子を窺うかがった。やがて、安全を確かく認にんしたのか、自分と共に萌花を外へ引っ張りだす。

　陽ひの中で、萌花はその少女の姿を見る。

　サイズの大きめなフード付きパーカーに、ショートパンツ。目ま深ぶかに被かぶったフードには、猫ねこ耳みみのような飾かざりがついている。そんなフードの中にあるのは、緩くてフワリとした前まえ髪がみと、どことなく気け怠だるそうな猫っぽい瞳。ふっくらとした頰ほおに幼さの残る可愛かわいらしい少女だった。
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「ボクは比ひ奈な。こう見えて、君より一学年上の先せん輩ぱいだよ」

　比奈は、ニヒっと笑う。そこには子猫が笑ったような愛あい嬌きようがあった。

　そして、比奈は何かに気づいたようで、パーカーのポケットを探さぐる。

「こんなティッシュしかないけど、使って」

　比奈が差し出したのは、出会い系サイトの広告がついたポケットティッシュだ。

　萌花は自分が涙でひどい顔になっていることに、ようやく気づく。

　ティッシュを有り難がたくもらって、それで涙を拭ふき、ついでに洟はなをかむ。

　──チーン。

「……洟をかんじゃいけないとは言わなかったけど、今、隠れているところだよ？」

　比奈が目を丸くしている。

「ごめんちゃい」

　いや、今のは、ごめんなさい、と言おうとしたのだ（鼻がどうにもむず痒がゆくて！）。

「見つかってないようだから、良しとしようか」

　比奈はポケットに、白い駒を突つっ込んだ。

　悪い人では無さそうだが、何でも知っている感じのこの人は一体何者なのだろう。

「さて、行こうか」

　比奈がこちらに背を向ける。

「ん……おかしいな。〝憤ふん怒ど〟の気配が、二つ感じられるなぁ」

　彼女が首を傾かしげると、猫耳が揺ゆれた。

「ねえ、近い方と、遠い方、どっちが結城零司だと思う？」

　萌花は少し考えてから答える。

「レイジくんは、家に先に帰ったから、遠い方だと思う」

　イラは〝憤怒〟の種族王だったはずだ。近い方の〝憤怒〟の気配というのは、イラのものではないかと思う。不意に萌花はイラの事を思い出してしまい、ひどく胸を痛めた。

「ふむふむ。なるほど」

　アゴに手を当てて、比奈は考える仕草をする。

「とりま、遠い方へ行ってみようかね」

　萌花は頷うなずいた。




　そして、比奈は大きくため息をつくと、

「やれやれ、本気をだすのが遅おそすぎたなぁ」

　と呟いた。







　第三章　色欲　Luxuria







　駅のトイレで手を洗う。

　さすがに血で汚よごれた真っ赤な手をしたまま、通りを行くのは人目につきすぎる。警察でも呼ばれたら、説明が厄やつ介かいだし、足止めを食くらっている暇ひまはない。

　洗せん浄じよう液をつけて洗うのを何度か繰り返して、ようやく汚れが落ちた。爪つめの間がまだ汚れている気がするが、目立たない程度になれば充分としよう。

　僕はシャツをはだけて目の前にある鏡で、胸の刻印を確認する。

　一割未満。本来は黒い竜りゆうが翼を広げた形をしているのだが、今は見る影もない。ただの黒い痣あざのようだ。

「……あれ？」

　気のせいか、今も少しずつ減っているような気がする。

　感情力を少しずつ消費するのは、〝身体フイジ能力カル・のアド向バン上ス〟を使っている時だけ。もちろん、今は使っていない。なぜ、継けい続ぞくして減っていっているのだろうか。

　その理由は、直すぐに思い当たった。

　イラと零れい司じは〝憤怒〟のシンボルを介かいして、感情力を共有している状態にある。イラは〝破壊とレイジ・消イレ去イザー〟は使えないが、その感情力を消費して〝身体フイジ能力カル・のアド向バン上ス〟を使う事が出来るのだ。つまり、イラは〝身体フイジ能力カル・のアド向バン上ス〟を現在進行形で、使っているということではないだろうか。

　零司の前に〝怠たい惰だ〟と〝色欲〟が現れた。

　一方、イラの前には──。

　やはり、急がなくてはならない。

　今いる場所は学校の最も寄より駅まで四駅ほど離はなれた場所である。先さき程ほどまで電車は止まっていたが、もう通常運行に戻っていた。戻りの電車に乗れば、学校までそれほどかからない。

　そう思って、置いた鞄かばんを手に取ろうとした時、背後に立っている人が鏡に映った。

　僕がしゃがみ込んで避さけるのと同時に、ビュンと風切り音をたてて、金属バットがフルスイングされる。それは鏡を破壊し、辺りに破は片へんをまき散らした。

　慌あわててその人物から距きよ離りを取る。

　心臓がバクバクと音をたてて、冷や汗あせをかく。

　金属バットを持った人物は、平然とした顔でこちらを向いた。

　見覚えのある顔だった。スーツ姿の壮そう年ねんのサラリーマンである。先ほど、電車の中で〝色欲〟のルクスリアに撃うたれた人だ。

　サラリーマンは僕と視線が合うと、「ウェヒッ」と、顔を歪ゆがませて奇き怪かいに笑った。その常じよう軌きを逸いつした笑い方に、僕は言い知れない恐きよう怖ふを覚える。

　ルクスリアに操あやつられているのは、間ま違ちがいない。

　金属バットを振ふりかぶって、サラリーマンはこちらに突とつ撃げきしてくる。

　一いつ瞬しゆん、〝身体フイジ能力カル・のアド向バン上ス〟を使おうかと迷う。しかし、僕は使わずに、振り下ろされたバットを持っていた鞄で防いだ。感情力が残り少ないので、出来るだけ温存したい。

　僕はサラリーマンのお腹なかを蹴けり飛ばすと、後ろに転てん倒とうさせた。サラリーマンは小便器に倒たおれこみ、センサーが反応して、水が流れる。

　申し訳ないが、こちらも必死だ。

　襲おそい掛かってくる人を気き遣づかっている余よ裕ゆうはなかった。

　そのまま、外に出ようと僕は駆かけ出す。トイレの出入り口から、構内へと出た時、キラリと光る銀光を視界に捉とらえて、慌てて上体を逸そらした。

　学生服の男子が包丁を持って、こちらを切りつけてきたのである。

「……あぶね！」

　何とか、回かい避ひできた。

　その男子学生も、先ほどルクスリアに撃たれた人物だった。

　サラリーマンと同じように、どこか焦しよう点てんの合わない視線で、頭を揺らしてこちらを見ている。戻もどりの電車が来ているかどうか、ちらりと反対のホームを見るが、車両の姿はなかった。そううまく事は運ばないらしい。

「イヒヒヒヒッ！」

　背後から奇き妙みような笑い声が聞こえる。先ほどのサラリーマンが、再び、金属バットを担かついでトイレから出てきた。

　こうなったら、仕方ない。

　──四駅の区間を走り抜ぬける！

　電車が来るまで二人を相手にしていられる自信がなかった。それに、一いつ緒しよに電車に乗り込まれたら、他ほかの人に迷めい惑わくがかかるし、逃げ場を失う恐おそれもある。

　僕は正面にいる男子学生へと一歩前に踏ふみ込んだ。

　男子学生はチャンスとばかりに、包丁を真っ直すぐに僕の身体へ突き刺さそうとする。僕はその腕うでを持っていた鞄で思い切り払はらった。男子学生の手から包丁が弾はじき飛ばされる。

　相手が飛ばされた包丁を目で追う、その隙すきに僕は脇わきを通って改札口の方へと駆け出した。

　勿もち論ろん、〝身体フイジ能力カル・のアド向バン上ス〟は使っていない。

　しかし、僕は刃は物ものを恐れることなく、動き一つをとっても、普ふ通つうの人間以上の動きをした。相手の動きが見える気がしたし、自分がどう動けば攻こう撃げきを避けられるのかが分かる気もしたのだ。

〝傲ごう慢まん〟のスペルヴィオと殴なぐり合った時、僕は戦せん闘とうに関しては素人しろうとで、〝身体フイジ能力カル・のアド向バン上ス〟を使っても、ただ殴られるばかりだった。

〝嫉しつ妬との怪かい物ぶつ〟が短たん剣けんを振るって襲ってきた時、僕は〝身体フイジ能力カル・のアド向バン上ス〟に頼たよりながらも、傘かさを使って攻撃を凌しのぎきった。

　スペルヴィオの方が怖こわかったし、怪物の方がもっと素す早ばやく鋭するどい攻撃だった。

　僕は皇位継けい承しよう戦争に巻き込まれることで、戦闘に慣れ始めていた。

　生と死をかけて戦った事による戦闘経験値は、確実に僕を成長させていたのだろう。武器を持った一いつ般ぱん人程度なら、〝身体フイジ能力カル・のアド向バン上ス〟を使わなくても、ある程度は対応できるようになっていたようだ。

　僕は改札口を飛び越こえる。

　駅員室にいる駅員は、一いつ瞬しゆん驚おどろいて、直ぐに「コラー！　何やってる！」と怒ど鳴なった。

「すみません！」

　そこで振り返って謝ったのがよくなかった。

　前に視線を戻した時、目の前には鼻歌混じりで自転車に乗ったおじさんがいて、僕は避けることもできずにそのまま突っ込んでしまった。

「アイタタタ！」

　激しく衝しよう突とつし、地面に押し倒されたおじさんが苦痛の声をあげる。

　その一方で、僕はおじさんとの間にある自転車に気づき、

「これ、すみません！」

　と、それを奪うばっていた。

　四駅を走り抜けるよりは、自転車に乗った方がよっぽど楽だ。

　おじさんには災難だったが、僕にとってはかなりの僥ぎよう倖こうだった。

　僕は鞄を肩かたにかけ直し、自転車に飛び乗ると、

「必ず、近くの交番に後から返しますから！　本当にすみません！」

「……なんやねん！　ふざけんな、ドロボー！　帰って来い！　しばきまわすぞ！」

　おじさんはコテコテの関西弁で、当然のように怒鳴る。

「必ず！　必ず返しますから！」

　全力で自転車を漕こぎながら、僕は振り返ってそう叫さけんだ。

「ちゃんと、返してや！」

　すぐに遠くなったおじさんがいい人そうで、僕は感謝すると共に、少し心を痛めた。




　いつも電車から見ている景色ではあるが、この辺りの地理にはそれほど詳くわしくない。

　とにかく線路沿いを走って、学校の最寄り駅まで行くことにする。

　おじさんの自転車は、ひどく耳みみ障ざわりなブレーキ音が鳴る以外はすこぶる調子が良かった。電車で向かうより、こうやって自分の足で向かった方が逸はやる気持ちを抑おさえられていい。

　そうこうしている内に、あっという間に一駅越えた。

　電車が停車することを考えれば、こちらの方がむしろ早いのかもしれなかった。

　眩まぶしくも厳しい陽ひ射ざしが照りつける中、僕は黙もく々もくと立ち漕ぎを続ける。

　身体は熱くなり、汗がとめどなく流れ始めた。

　そういえば、操られた人たちが襲ってきたということは、ルクスリアが〝憤ふん怒ど〟のシンボルを奪いにきたと考えていいのだろうか？

　自転車を漕ぎながら、僕は考える。

　おそらく、そう考えて間違いはない。電車の中でイリトがルクスリアを諌いさめたのは、あの時はまだ僕が〝破壊とレイジ・消イレ去イザー〟を使えたからだろう。

　イリトたちにとって、〝破壊とレイジ・消イレ去イザー〟は脅きよう威いだった。

〝破壊とレイジ・消イレ去イザー〟は、効力も絶大ながら、かなりの応用が利きく。どんな風に使われるのかも分からないし、もし、使われたら、大きな損害を被こうむることは必ひつ須すだ。

　イリトの言葉を信じるなら、〝怠惰〟の能力は癒いやしの力であり、戦闘には向かない能力である。戦うことが出来るルクスリアが、皇座バトル争奪戦スローネとやらの前に戦闘不能に陥おちいるのは避けたかったに違ちがいない。だからこそ、話し合いで解決するという選せん択たく肢しをとったのではないだろうか。

　そう考えると、あの仕組まれた脱だつ線せん事故が、意味のある用よう意い周しゆう到とうな計画だったことに、僕は気付いた。あれは話し合いがうまく行かなかった時の保険だったのだ。

　話し合いがうまく行けば、何の問題もなく〝憤怒〟のシンボルを手に入れることが出来る。その一方で、イリトたちはうまく行かなかった時、最低でも〝憤怒〟のシンボルを奪うという選択肢を取れるようにしておきたかったに違いない。

　僕の刻印を確かく認にんして、感情力の残量を知りたがったのはそのためだ。

　脱線事故を仕組み、それを〝破壊とレイジ・消イレ去イザー〟を使って防がせることで感情力を消費させ、こちらの奥の手を封ふうじる。〝破壊とレイジ・消イレ去イザー〟さえ使えなくしてしまえば、強ごう引いんに奪う手段をとっても、反はん撃げきされることはないのだから。

〝破壊とレイジ・消イレ去イザー〟の存在が両者を対等にしていたのだ。

　しかし、今まさに〝破壊とレイジ・消イレ去イザー〟が使えなくなり、その均きん衡こうは崩くずれた。

　話し合いに応じれば穏おん便びんに、応じなければ強引に、〝憤怒〟のシンボルを手に入れるというイリトたちの目的は、遂すい行こうされることになる。

　そんな企たくらみにまんまと乗せられた僕は悔くやしく思った。今のところ、僕は完全に向こうの手のひらの上で踊おどらされていて、アドバンテージも向こうにある。

　でも、僕は足あ搔がこうと思う。相手の手のひらの上だろうが、何も出来ないまま〝憤怒〟のシンボルを奪われるわけにはいかない。

　僕はそう決心して、さらに強くペダルを踏み込んだ。




　しばらく走っていると、背後からエンジン音が聞こえて僕は振り返る。

　セダン型の乗用車が急加速してこちらに迫せまってきていた。

　学校の最寄り駅まであと少し。眼前に駅前のロータリーが見えている。

　左側は線路沿いで金かな網あみが張ってあり、右側には住宅が建ち並んでいた。つまり、ここはまっすぐの一本道。さらに、車が一台通れる程度の道みち幅はばしかない。

　嫌いやな予感がする。

　しかも、その乗用車の運転手の顔には見覚えがあった。ルクスリアに撃たれた乗客の一人──大学生の青年だ。助手席には先ほど襲ってきたサラリーマンの姿もある。

　乗用車は住宅の玄げん関かん先さきに置いてある植物のプランターを撥はね飛ばし、電信柱にサイドミラーをぶつけながらも、速度を一いつ切さい緩ゆるめることなく、こちらにやってきていた。

　暴走、と表現してもいいだろう。

　距離は数十メートル。このままだとすぐに追いつかれてしまう。

　僕は視線を前に戻して無我夢中でペダルを漕いだ。さっきからずっと漕ぎっぱなしで、さすがに太ももの筋肉も限界だ。それでも、休んではいられない。

　──ガチャン、と嫌な音がして、ハンドルがとられ、自転車が減速した。

　振り返る。運転手である大学生の青年と目が合う。

　乗用車が更さらに加速し、後輪に接せつ触しよくした──と思った時には、僕は何かの冗じよう談だんみたいにふわりと空中に投げ出されていた。咄嗟の判断でハンドルから両手を離はなす。

　肩から鞄かばんが外れて宙を舞まう。乗っていた自転車はバランスを崩して地面と接触し、金属の擦こすれる音をたてながら火花を散らした。

　僕の身体からだは乗用車のボンネットの上に乗っかり、フロントガラスにぶつかって、そのまま、右後方へと弾かれて転がる。

〝身体フイジ能力カル・のアド向バン上ス〟を使う。今使わずにいつ使うというのか。

　そして、生命の危機に瀕ひんし、僕の身体は驚おどろくべき底力を発揮した。

　──死にたくない。

　脳からそう発された信号により、大量に分ぶん泌ぴつされたアドレナリンは、僕の瞳どう孔こうを極限にまで開き、心しん拍ぱく数すうを増大させ、〝身体フイジ能力カル・のアド向バン上ス〟の効果と相まって、絶体絶命のこの状じよう況きよう化で、九死に一生を得ようと、大量の血液を全身に巡めぐらせ脳に送り込んだ。

　それを受けて、僕の脳はいまだかつてないほどフル回転し、周囲のあらゆる情報を取り込み、恐ろしいスピードで状況を分ぶん析せきする。

　──その結果、僕には時間が止まってさえ見えた。

　そこに、幾いくつかの偶ぐう然ぜんが重なる。

　撥ね飛ばされたのが運良く右後方だったために、そこには住居があったこと。

　その住居を囲むコンクリート塀べいは、車と同じ高さで容た易やすく乗り越えられたこと。

　庭には物が少なく、よく手入れされた芝しば生ふが敷しき詰つめられ、充分な広さがあったこと。

　近くにあった物干し竿ざおにかけられていたのは、分厚い敷き布ぶ団とんだったこと。

　両膝を曲げた状態であり、乗用車の側面を蹴けって飛ばされる方向を変えられたこと。

　──それだけの偶然が重なれば、奇き跡せきと呼んでもいいだろう。

　撥ねられた僕は、その乗用車の側面を両足で思い切り蹴って、住居のコンクリート塀を飛び越え、庭先にあった物干し竿にかけられていた敷き布団へとダイブする。そのまま、敷き布団に包くるまって、猛もうスピードで庭をゴロゴロと転がった。

　世界がグルグルと回転する。

　そして、僕は物置に激しくぶつかって止まった。

「う……」

　叫びそうになった口元を押さえ、身体にまとわりついた敷き布団をモソモソと引き剝はがし、立ち上がろうとする。

　しかし、脇わき腹ばらに鋭い痛みを感じて、僕は立ち上がれず、芝生に両手をついた。

　さすがに無傷というわけにはいかなかったようだ。心臓はこれ以上速度を上げられないほど、バクバクと拡張と収縮を繰くり返し、呼吸は浅く速く、ゼエゼエと息切れしている。頭が痺しびれて、何も考えられない。

　脂あぶら汗あせがどっと流れた。

「し……」

　──死ぬかと思った。

　猛スピードの車に撥ねられて、無事に生きているなんて奇跡だ。

　少し呼吸が整った僕は、ゆっくりと立ち上がる。

　まだ足がガクガクと震ふるえていた。

　痛む脇腹を押さえ、何とか歩いて、門を開けて外に出る。

　道みち端ばたに落ちている自分の鞄を拾い上げて、ふと、目線の先に、フレームが歪ゆがんでタイヤも外れてしまった悲ひ惨さんな姿の自転車があることに気づく。

　疑いようもなく、僕が強ごう奪だつした自転車の成れの果てだった。

　──おじさん、ごめんなさい。

　これは弁べん償しようするしかない。

　深い悲しみにくれた僕のほんの数メートル先に、駅が見える。

　今のところ乗用車の姿は見えないが、この先にいることは間ま違ちがいないだろう。

　しかし、ここで引き返せば遠回りになる。このまま直進して、駅まで辿たどりつき、そこから学校へ向かうのが最短距きよ離りだ。

　辺りの喧けん騒そうに何事かと、付近の住民たちが顔を出し始めていた。

　僕は素知らぬ顔をして駅に向かって歩き始める。

　道を抜ぬけた所で、案の定、右手にセダン型の乗用車が止まっているのが見えた。

　そのドアが開いて、中から現れたのは、金属バットを持ったサラリーマン、包丁を握にぎっている男子学生、大学生は──バールのようなものを担かついでいる。

　あまりの大だい歓かん迎げいに涙なみだが出そうになった。

　しかし、彼らはこちらにやってこようとはせず、棒立ちでこちらを見ている。

　厄やつ介かいなのは彼らが皆みな操あやつられていることだ。僕を襲おそうのは自分の意思ではない。だから、選択肢としては、逃にげ切るという方法しかとれなかった。

　ふう、と僕は息を吐つく。

　学校まで、走りきれるだろうか？

　何か他ほかに方法はないかと、周囲の様子を窺うかがう。

　駅前のロータリーでは、今まさにバスが止まった所で、中から乗客が降りてこようとしていた。乗客たちは、不ふ審しんそうに、でも、関かかわりあいになりたくなさそうに、こちらを気にしている。

　バスなら学校前まで楽にいけるが、当然、目の前の三人を連れては乗れない。

　タクシーの姿もあるが、それに乗るという方法はどうだろうか？

　運良く乗る事ができても、また乗用車に追われることは間違いなかった。いや、そもそも、車で移動すれば、強引に接触してきて自動車事故を引き起こすことになるだろう。

　──やはり、走るしかない。

　相手は三人だ。逃げ切れないことは──。

「生きていたか。しぶといな」

　乗用車の中から、黒い革かわのヒールロングブーツが現れる。

　次いで、白い開かい襟きんシャツにタイトなスカート。

　その少女は乗用車から出ると、毛先に緩くパーマがかった長い髪かみを搔かき上げた。




「タイムリミットだ。結ゆう城き零司」




　──逃げ切れそうになかった。

〝色しき欲よく〟のルクスリアは、太もものガンホルスターからリボルバーを抜くと、僕に狙ねらいをつけて、銃じゆう弾だんを発射した。




　　　　※




　バスから降りてきた最後の乗客は、闇やみを溶とかしたような長い黒くろ髪かみに、白磁を思わせる白い肌はだの少女だった。一歩外に出ると、容よう赦しやのない陽ひ射ざしに辟へき易えきした様子で、ふう、と小さく息をつく。それでも、暑さを感じさせない涼すずしげな雰ふん囲い気きを纏まとっていた。

　学校帰りなのだろう、セーラー服で、手には鞄と白いレースの日ひ傘がさを携たずさえている。

　そして、もう片方の手には、青い駒こまのようなものが握られていた。

「……こんなに暑い中、なんだか大変そうね」

　切れ長な瞳ひとみをスッと細めて、端たん整せいな顔を綻ほころばせる。

「〝怠たい惰だ〟に〝色欲〟に〝強ごう欲よく〟。さっきから、いろんな所で気配がして気になっていたの。皆さん勢せい揃ぞろいで何をしているのかしら」

　ゆっくりと、軽かろやかな足取りでこちらに歩いてくる。

「なんだか私だけ仲間はずれにされているみたいで、そういうの──」

　神が采さい配はいしたかのような絶ぜつ妙みようなタイミングで、僕たちの前に現れたのは、

「私、すごく嫉しつ妬とするんだけど」

〝嫉妬〟海種の種族王、エンヴィア・ニース・サーペンティアこと、僕のクラスメート、園えん城じよう美み愛あだった。




　ルクスリアの放った弾だん丸がんは、僕から離れた場所に着ちやく弾だんした。

　狙いをつけたはずの銃じゆう口こうが発射直前にあらぬ方向を向いたからである。

　怪け訝げんそうな顔で、ルクスリアは美愛を見返した。

「邪じや魔まをするな。〝嫉妬〟の小こ娘むすめ」

「そんなに歳は変わらないじゃない。色ボケお姉さん」

　ルクスリアは美愛に向けて発はつ砲ぽうする。

　しかし──。

「〝不イン可ビジ視ブルの・掌握タツチ〟」

　美愛の言葉と共に、また、銃口が逸それた。美愛には弾丸が当たらない。

「相変わらず、大だい胆たんで、いやらしい格好をしているわね」

　涼しい顔で美愛は僕の側まで歩いてきた。

〝不イン可ビジ視ブルの・掌握タツチ〟──それは、〝見えない腕うで〟を伸のばして遠くの物を動かす、という美愛の特とく殊しゆな能力だ。美愛はそれを使ってルクスリアの銃口を自分から逸らしたのだろう。勿もち論ろん、先ほど僕から銃弾が逸れたのも美愛に助けられたからだ。

「そういえば、〝イライラちびドラゴン〟の姿が見えないけれど、これって皇位継けい承しよう戦争なの？　まさか、ルール無視でいきなり襲い掛かってきたとかじゃないわよね？」

　美愛は立ち止まって、ルクスリアを見み据すえる。イライラちびドラゴンというのは、イラの事だろう。本人が聞いて怒おこる様が、ありありと想像できる。

「皇位継承戦争でなければ、私が助すけ太刀だちしても問題ないと思うのだけど、どうかしら？」

　僕は口出しせずに、事の成り行きを見守ることにした。美愛とは友好な関係を築けているし、信用もできる。ここは任せた方がいい。

「貴方あなたたちが何をしようとしているのか、私にも説明してくれない？　それ次し第だいで私も態度を変えるわ」

「……いいだろう」

　ルクスリアはリボルバーをクルリと回して、ガンホルスターに収めた。

「お前にも話しておく、ちょうどいい機会だ」

　二度の銃じゆう撃げきで、ロータリーにいる人々は騒そう然ぜんとしている。二人組のお巡まわりさんが「ちょっと、君たち何をしているんだ！」と、声を上げてこちらに向かってきていた。

　美愛はその方をちらりと見ると、ポケットから〝刷インりプリン込テイみングの鈴・ベル〟を取り出して鳴らす。

「私たちに何も問題はないわ」

〝刷インりプリン込テイみングの鈴・ベル〟とは、他人に暗示をかける幻想ギル世界テイアの特殊な道具である。音色を聞かせて発言すると、その言葉の内容を相手は根こん拠きよ無く信用するというとても便利な道具だ。

　美愛の言葉に、お巡りさんたちの瞳が一いつ瞬しゆん虚うつろになった。

　そして、お巡りさん同士、互たがいに顔を見合わせると、元きた道を戻もどっていく。周囲にいた人たちも、何事もなかったように、移動を再開し始めた。

　それを冷ややかに見ていたルクスリアは、

「こちらの世界に開始を告げる鐘かねが鳴り響ひびいた時、皇座バトル争奪戦スローネが始まる」

　相変わらずのぶっきらぼうな口調である。

「そこにいる少年の選せん択たくによって、皇座バトル争奪戦スローネがここで行われることは不ふ可か避ひとなったからな」

　おそらく、イリトを交えての話し合いの時に、僕が〝憤ふん怒ど〟のシンボルを渡わたさなかったことを言っているのだろう。

「皇座バトル争奪戦スローネが始まれば、我ら種族王は、一いつ致ち団結して、〝憤怒〟の種族王イラ・エンペルト・ドラゴニカを相手に戦うことになる」

「……イラと？」

　心外そうな顔でエンヴィアは聞き返した。

　僕だって同じ気持ちだ。イラは〝憤怒〟のシンボルを失っていて、かなり弱体化している。昔は強かったのかもしれないが、今は種族王たちが一致団結して戦わねばならないほどの相手だとは到とう底てい思えない。

「そうだ」

　しかし、ルクスリアは当然のように頷うなずいた。

「お前たちは騙だまされている」

　──騙されているだって？

「お前たちの知るイラ・エンペルト・ドラゴニカは偽にせ者ものだ」

　──僕たちの知っているイラが偽者？

　少なくとも、美愛はイラの幼おさな馴な染じみだったはずだ。偽者だったのなら、気づくはずではないか。

「思い出せ。我らの知る竜りゆう種しゆは、最強無比の種族だ。過去、数多あまたに亘わたって行われてきた皇位継承戦争において、常に覇は者しやたる存在だった。他を寄せ付けぬ圧あつ倒とう的な力を持って、他者を屠ほふる。その冷れい酷こくで残ざん虐ぎやく非道な気き性しようは語り種ぐさとなっている。そんな竜種が、こちらの世界にやってきて、たかだか人間の小こ僧ぞう一いつ匹ぴきの命のために、己おのれの力を捨てる事など考えられるか？」

　美愛は何も答えなかった。




「その女こそが、煌こう帝ていを殺し、今回の皇位継承戦争を企くわだてた元げん凶きようだ」




　その時だった。

　──荘そう厳ごんな鐘の音だった。

　それは、空の彼方かなたから鳴り響いてきたように思えた。

　ビリビリと大気まで振しん動どうしているかのような音の波動が、鐘が鳴る度たびに襲ってくる。

　僕は思わず耳を押さえた。

　空に視線をやっても、その姿はない。

　ただ、音だけが、厳おごそかに鳴り響く。

　まるでそれは終末に鳴り響く鐘のようだった。

　やがて、鐘の音は止やみ、静せい寂じやくがやってくる。

　その後、思い出したかのように、人々の立てる騒そう音おんや、蟬せみの声が戻ってきた。




「タイムリミットだ。結城零司」




　ルクスリアは再び、同じ事を言った。

「皇座バトル争奪戦スローネの開始を告げる鐘の音が鳴った。全すべての種族王が──いや、〝憤怒〟の種族王が、こちらの世界に降臨したようだ」

　自分が操あやつるサラリーマンに視線を向けて、「運転しろ」とルクスリアは命令した。

「残念だが、ここでお前たちとやりあっている場合ではなくなってしまった。囚しゆう人じんたち、車に乗れ」

　武器を持った男たちが車に乗り込む。

「〝嫉妬〟の種族王、エンヴィア。自分の目で確かめるがいい。そして、どちらに与くみするべきか。答えは自おのずと出る事だろう」

　ルクスリアも車に乗り込んだ。

「共に戦える事を期待している」

　そう言い残すと、ルクスリアはドアを閉め、車はそのまま、走り去っていった。

　美愛はこちらを向くと、

「……さっきの鐘は」

　手にした〝刷インりプリン込テイみングの鈴・ベル〟をチリンと鳴らした。

「〝刷インりプリン込テイみングの鈴・ベル〟の巨きよ大だいな物ね。この辺り一帯、全ての生物に対して暗示をかけたの」

「どんな？」

「さっき私がかけたみたいな──何が起きても、このＡ区の人たちは自分の都合の良いように解かい釈しやくする……例えば、街が破は壊かいされても、隣となりで人が殺されても、人々はパニックを起こさず、平然と今までの生活を続けるような暗示ね」

「それが、皇座バトル争奪戦スローネの開始の合図？」

「ええ。そうね。人間たちに邪魔されないようにするためかしら。やがて、皇座バトル争奪戦スローネが終わった時、もう一度鐘が鳴る。その時、人々は何があったかも忘れて、元の生活に戻るの」

　美愛は思案げに長い睫まつ毛げを伏ふせた。

「皇座バトル争奪戦スローネは、皇位継承戦争で決着がつかなくなった時、或あるいは、一番優勢な種族王に対して他ほかの種族王が結束して最終決戦を挑いどむ時に採さい択たくされる手段よ。その時点でシンボルを有している種族王の過半数の同意をもって始められる。まさか、こんなに早くに行われるとは思ってもみなかったわ」

　イリトの説明は噓うそではなかったようだ。

「……ああ、でも良かった」

　美愛はホッと安あん堵どの吐と息いきを漏もらして、

「結城君のピンチにかけつけて救う、なんて展開、自分でも格好良いな、って思っちゃって……その優ゆう越えつ感で嫉妬の感情力が全然溜たまらなくて、あのまま戦っていたら、かなり、ヤバかったと思うな」

　暗い雰ふん囲い気きを撥はね除のけるように明るく微笑ほほえんだ。

「美愛、イラが偽者というのは……」

「私にも分からない。でも──」

　まっすぐな、黒い瞳ひとみが僕を見つめる。

「鐘が鳴った時、もう一つの〝憤怒〟の気配が現れたのは間ま違ちがいないわね」

「〝憤怒〟のシンボルを僕の身体からだに埋うめ込んだせいで、イラからは〝憤怒〟の気配がしないんだよな？」

「ええ、そうよ。今のイラからは、〝憤怒〟の気配はしない」

　だとしたら──。

「ルクスリアの言うとおり、本物の〝憤怒〟の種族王が現れたのかも」

　そんな、馬ば鹿かな──。

「行って、確かめてみましょう」

　初めて出会った時に比べて、美愛は格段に強く逞たくましくなっている。

「何が真実なのかを」

　僕にはそんな美愛がとても眩まぶしく見えた。







　第四章　憤怒　ira







　すれ違ちがう人々は、一心不乱に歩いている。

　ある者は後方を気にしながら、またある者は小走りで、何かから逃にげるように行動していた。老ろう若にやく男なん女によを問わず、ぞろぞろと、皆みな同じ方向へ進んでいく。人間だけでなく、猫ねこや犬の姿もその中には交じっていた。

　声をかけると、きちんと反応は返ってくる。

　彼らは──なぜ、自分たちがＡ区の中心から離はなれようとしているのか分からない、けれども、逃げなければならない気がするのだ、と口々に言った。

　そんな誰だれもが怯おびえた表情をしていた。

　人々はＡ区の中心から遠ざかるように移動している。

　誰一人としてＡ区の中心へと向かう者はいなかった。彼らはまるで、沈ちん没ぼつ船から逃げ出そうとする鼠ねずみたちのように、言い知れない本能的な恐きよう怖ふを覚えて逃げているようだった。

　ただ、僕と園えん城じよう美み愛あだけが、〝憤怒〟の気配を頼たよりに、Ａ区の中心へと向かっていく。互いに口数も少なく、人の流れに逆らうように進み続けた。

　周囲には背の高いビルが建ち並び、大きな道路が交差している。進むほどに人の気配はしなくなって、乗り捨てられた無人の車たちの姿ばかりがあった。




「一度だけ、煌帝を見たことがあるの」

　不意に、前を歩いていた美愛が立ち止まった。

　じりじりと太陽が僕たちを灼やき、地面から陽炎かげろうを立ち上らせている。

「……煌帝は恐おそろしかった。私は圧倒されて、近寄ることも出来ずに、心の底から震ふるえたわ。この人には逆らえないし、勝てないって思った。恐れすぎてまともに顔を見ることさえ、できなかった。それほどまでに、濃のう密みつな〝憤怒〟の気配だったの。そこに種の違いを──絶対的な力の差を、感じとらされた」

　美愛は小さく首を振ふる。

「この先に充じゆう満まんしている〝憤怒〟の気配は、その時の事を思い出させる。人々が逃げているのは、きっとそのせいね。誰も本能には逆らえない。みんな、恐ろしくて逃げているんだわ」

「それって、僕から感じる〝憤ふん怒ど〟の気配とは違う？」

「同一のものだけど──質が違う」

　美愛は少し言い淀よどんでから、

「結ゆう城き君には畏い怖ふを覚えない」

　ポツリと呟つぶやいた。

「かつて、イラに感じた〝憤怒〟もそうだった。〝憤怒〟の気配としては同じ。でも、恐ろしくはない。今までそれは、イラがまだ煌帝じゃないからだと思っていた。だけど、間違っていたのかもしれない」

　その表情を見ると、心なしか青ざめて見える。

「〝傲ごう慢まん〟〝嫉しつ妬と〟〝怠たい惰だ〟〝強ごう欲よく〟〝色しき欲よく〟〝暴食〟──どの感情にも畏怖は覚えない。でも、〝憤怒〟は違う。〝憤怒〟の感情は、相手を威い圧あつする、恐れさせる。生物は相手の〝憤怒〟に恐怖するの。絶対的強者を〝憤怒〟させてはいけない。あらゆる生物は、本能でそれを理解している。ほら──」

　こちらに差し出された美愛の手、それが、

「さっきから、震えが止まらない」

　小刻みに震えていた。

「この先にいるのは、本物の〝憤怒〟の種族王。いえ──」

　美愛は唇くちびるを嚙かみ締しめる。

「〝憤怒〟の煌帝で間違いないわ」

　彼女も心の中では、僕と同じように動どう揺ようしていたらしい。〝色欲〟のルクスリアが言った〝お前たちの知るイラ・エンペルト・ドラゴニカは偽にせ者ものだ〟という言葉。

　初めは信じようともしていなかったその言葉が、急に真実味を帯びてきたのだろう。

　イラから──いや、僕から感じ取れる〝憤怒〟の気配は、この先の〝憤怒〟の気配とは違っていて、美愛はこの先に感じる〝憤怒〟の気配こそ、その身をもって本物だと実感したのだ。それはすなわち、イラが偽者だということに他ならない。

　彼女が怯えているのは、相手の力を恐れているだけではなかった。今まで信じてきたものが、根底から崩くずれ去ろうとしていることにも、恐れを抱いだいているのだろう。

　──イラが偽者であるという事。

　真実を目まの当たりにすることを恐れて、立ち止まってしまったのだ。しかし、イラが本物でないのなら、この胸の中にある〝憤怒〟のシンボルは一体、何だというのか。

　僕は震える美愛の手を握にぎる。

「──大だい丈じよう夫ぶ」

　たとえそれが、軽けい薄はくで根こん拠きよのない言葉だったとしても、

「イラを信じよう」

　僕たちはそれに縋すがるしかない。

　ただ、認めたくなかっただけかもしれなかった。

　現実から目を背そむけたかっただけかもしれなかった。

　それでも──。

「ええ、そうね」

　美愛の手の震えが、止まった。

「……行きましょう」

　この先に待ち受けているものがどんなものであれ、僕たちは避さけて通れない。




　──その女こそが、煌こう帝ていを殺し、今回の皇位継けい承しよう戦争を企くわだてた元げん凶きようだ。




　しかし、ルクスリアの言葉が、抜ぬけない刺とげのように、心の奥深くに突つき刺ささっている。

　イラが僕にかけてくれた言葉の全すべてが、噓かもしれないということを僕は恐れていた。

　それがもし、真実なのだとしたら、僕は──。




　僕たちはそれ以上言葉を交かわすことなく、再び、前を向いて歩き始めた。




　　　　※




　その少女は、眩まばゆい陽ひ射ざしの中、ふわりと降りてきた。

　誰もいないスクランブル交差点の真ん中に。

　光を受けて、キラキラと輝かがやく銀色の長い髪かみ。勝ち気で鋭するどい金色の瞳。

　黒いマントに、漆しつ黒こくのドレスを身に纏まとい、優ゆう雅がな仕草で着地する。

　手にはコウモリのように開いた黒い傘かさを持っていた。




　人間に在らざるものが、降りてきた。

　天使が、いや──悪あく魔まが降りてきたような、そんな禍まが々まがしさだった。




　──僕は既き視し感かんを覚える。




　かつて、廃はい工場の天てん井じようから光が射さし込んだ中、同じように少女が降りてきた光景がまざまざと脳のう裏りに蘇よみがえる。衣装が違うことを除けば、寸すん分ぶん違たがわず同じだった。

　髪も、瞳も、仕草も。




「余は〝憤怒〟の竜りゆう姫ひめイラ・エンペルト・ドラゴニカである」




　声も、口調も、言葉も──。

　しかし、それは僕の知るイラであり、全くイラではなかった。

　──決定的に違う。

　的確に表現するならば、美愛の言った言葉が正せい鵠こくを射ていた。

　同一のものだが、質が違う。その意味をようやく理解する。

　それは僕を見る冷ややかな眼まな差ざしや、他者を寄せ付けぬ威い圧あつ感かんからも窺うかがえた。

　それはイラの姿形をしていたが、全く別の存在だった。




　そして、僕の知るイラは──。




　イラ・エンペルト・ドラゴニカを名乗るその少女の頭上に、青く透すき通った巨きよ大だいな結けつ晶しようが浮うかんでいる。

　──その中に、いた。

　手足を伸のばした状態で、瞳ひとみを閉じて、ピクリとも動かない。

　まるでクリスタルの棺ひつぎの中で、眠ねむっているようだった。




「……イラに何をしたんだ」

　眼前の光景を信じられない一方で、心の奥底に滾たぎるものがあった。

　都合の良い推測が、僕の感情を一つに収束させる。やはり、これは何かの陰いん謀ぼうで、イラは危害を加えられて相手の手に落ちた、という推測である。

　もし、そうであるならば、話は早い。僕は最後まで抵てい抗こうして戦うだけだ。

「人間畜ちく生しようが、余の名を軽々しく呼ぶでないわ」

　冷ややかに見下した視線を、漆黒のイラは僕に向ける。

「だが、まあ良かろう」

　近くに止まっていた高級車の上にヒョイと飛び乗って、その屋根に腰こし掛かけた。

「奪うばわれた父の〝憤怒〟のシンボルを、ここまで運んできたことに免めんじて──」

　黒くろ塗ぬりの窓で中が窺えないその高級車は先さき程ほどまで人が乗っていたのだろうか、かけられたままのエンジンが静かに音をたてている。

「真実を教えてやっても良いぞ」

「……真実？」

　僕はその言葉に警けい戒かいする。

「その結晶に閉じ込められた、お主が〝イラ〟と呼ぶ者は、煌帝を殺した重罪人である。余が〝強欲〟と取引をして、捕とらえさせたのだ」

　──イラが煌帝を殺した？

「……噓うそだ」

　皇位継承戦争をする度たびに、煌帝を殺した者をイラは探していた。

　自分が犯人ならば、そんなことをするはずがない。

　しかし、クックッ、と漆黒のイラは愉ゆ快かいそうに笑う。

「余は噓などつかぬ。そこの者は余の名を騙かたり、次の煌帝になることを目もく論ろんんだ〝虚きよ飾しよく〟の種族王、言わば、名無ネームし姫レスである」

　それは僕が聞いた話と違ちがっている。

「幻想ギル世界テイアには、七つの種族しかいないはずだ。〝虚飾〟の種族王がいるなんて、聞いてない」

「今は七つの種族しかおらんのだ。かつては、八つ目の種族が存在した。七つの種族に敵対し滅ほろぼされた。それが〝虚飾〟のヒト種である」

「……ヒト種だって？」

「そうだ。余たちとは違って、何の能力も持たず、虚きよ弱じやくで短命、脆ぜい弱じやくな種族。〝虚飾〟のヒト種とは、幻想ギル世界テイアに住まう人間たちの事である」

　──幻想ギル世界テイアに住まう人間？

　僕は園城美愛を振ふり返る。彼女はその言葉を肯こう定ていするように、小さく頷うなずいた。

「む？　お主は〝嫉妬〟のエンヴィアか。久しいの。相も変わらず影かげが薄うすいな。気付かなかったぞ」

　漆黒のイラは美愛に視線をやり、

「お主も薄うす々うすは気付いておったのではないか？　誰だれが煌帝を殺したか？　いや、大事なのは、誰がどうやって煌帝を殺したか、かの」

　嘲あざけるような笑えみを浮かべた。

「かつての皇位継承戦争で勝ち残った覇は者しやである煌帝。老いてもなおその力は強大。それをたったの一撃で屠ることができる者。種族王の中に、そのような能力を持つ者がおったか？」

　僕は今までに出会った種族王の能力を思い出してみる。

〝傲ごう慢まん〟のスペルヴィオは、〝愚者はトラスト従う・ミー〟。声が届いた相手の行動を一いつ瞬しゆんだけ、強制する能力。

〝暴食〟のグーラは、〝血ブラツ化デイ粧ドレス〟。相手の血を吸う事でそれを武器や防具に変える能力。

〝嫉しつ妬と〟のエンヴィアは、〝不イン可ビジ視ブルの・掌握タツチ〟。見えない腕うでを使って離はなれた物を動かす能力。

　そして、今日出会った〝色しき欲よく〟と〝怠たい惰だ〟。

〝色欲〟のルクスリアは、〝愛シツクのス・プリ虜ズナー〟。リボルバーで撃うった人を操あやつる能力。

〝怠惰〟のイリトは、〝天国デツドへリー・のスリー誘いピング〟。眠りと引き換かえに、触ふれた相手の身体からだを癒いやすことが出来る能力。

　ただし、イリトの能力は実際に見たわけでもないので、違う可能性もある。

　そして、残るのは〝強ごう欲よく〟の能力だが、まだ出会っていないので、これは未知の能力だと言える。

　──煌帝をたったの一撃で屠ることができる能力。

〝強欲〟がそうである可能性はひとまず置いて、他ほかの能力では不可能であるように思う。

「おるとすれば──お主ではないか」

　漆黒のイラは白くて華きや奢しやな指で、僕を指さした。

「──僕？」

　予想外の言葉に動どう揺ようする。

「使えるのであろ？　〝破壊とレイジ・消イレ去イザー〟。その力、誰から譲ゆずり受けた？」

　そう指し摘てきされて、僕は思わず、自分の左胸に手をやった。




〝破壊とレイジ・消イレ去イザー〟




　──出来る。

　存在、事象、記き憶おく、概がい念ねん、あらゆるものを、一時的に破壊、または消去できる力。

〝破壊とレイジ・消イレ去イザー〟ならば、相手がどんな強大な力を持っていたとしても、たったの一撃で屠ることが出来る。でも、そんな、まさか──。

　僕は愕がく然ぜんとし、そして、その疑念を即そく座ざに否定する。

　──煌帝は〝破壊とレイジ・消イレ去イザー〟で殺された。

　そうなのだとしたら、〝破壊とレイジ・消イレ去イザー〟を使って煌帝を殺したのは──。

「……ありえない」

「お主がそう思いたいだけであろ？」

　その声はとても冷れい徹てつだった。




「〝破壊とレイジ・消イレ去イザー〟は、余の父、煌帝の持っていた能力。煌帝は己おのれの力を奪われ、そして、その力によって殺されたのだ」




「不可能よ」

　即座に美愛がその言葉を否定する。

「煌帝の能力を奪うことなんて出来ないわ」

　漆黒のイラは視線を落として、持っている黒い傘をクルクルと回した。僕の知っているイラも、雨が降った時に、同じように傘をクルクルと回していた事を思い出す。

「種族王たちが持つシンボルが、それを可能にするのだ。〝嫉妬〟の海種は魔法のマジツク道具アイテムに造ぞう詣けいが深いと聞く。知らぬとは言わせんぞ」

　漆黒のイラは、鋭く美愛を睨にらみつける。

「幻想ギル世界テイアにある魔法のマジツク道具アイテムは全すべて、〝虚飾〟のヒト種が、我らに対たい抗こうするために創つくりだした物。シンボルとは、元々、余たちの力を封ふうじ込める道具であった。それを皇位継けい承しよう戦争に利用しているだけに過ぎぬ」

　──シンボルが種族王の力を封じ込める道具？

　そう言えば、シンボルを持っていないと、種族王たちは己の能力を使うことも、感情力を集めることも出来なくなって弱体化すると聞いた。確かにそれは、シンボルに力を封じ込めている、と表現してもおかしくない。

　いや、むしろ、その方が正しいとさえ思えてしまう。

「でも、私たちが、他の種族王のシンボルを手に入れたとしても、その能力を使うことは出来ない。煌帝の力なんて使えないわ」

　かつて、〝傲慢〟のスペルヴィオも、他の種族のシンボルは、手に入れても使えない勲くん章しようのようなものだと言っていた。美愛の言っていることも確かだろう。

「そう。余たちには使えぬ。だが、〝虚飾〟には使えるのだ。〝虚飾〟が創りだした道具なのだから、それも至し極ごく当然のこと。だからこそ、つけられた種族の名であろ。余たちの能力を奪って使う。偽りに飾られた種族。それが〝虚飾〟のヒト種である」

　漆しつ黒こくのイラの言葉には、信しん憑ぴよう性せいがあるように思えた。

　作り話にしては筋が通っていて、噓を言っているようには思えない。事情を知らない僕には返す言葉もなく、ただ呆ぼう然ぜんとその言葉を受け入れる事しか出来なかった。

「滅めつ亡ぼうしたと思われていた〝虚飾〟のヒト種は、細々と生きながらえ、長き歳月を費ついやして余の姿を模した〝虚飾〟の名無ネームし姫レスを創ったのだ。全ては、〝虚飾〟の煌帝を生み出さんがために。そして、機会を窺うかがい、前煌帝の能力をシンボルに封じ込める事に成功すると、その力を使って殺した。それが今回の皇位継承戦争の発ほつ端たんである」

　僅わずかに怒ど気きを含ふくんだ声に、僕は気け圧おされる。




「此こ度たびのことは全て、〝虚飾〟のヒト種の陰謀。そして、この名無ネームし姫レスの仕し業わざなのだ」




　それが真実なのだろうか？

　全てが、〝虚飾〟のヒト種、名無ネームし姫レスのイラの仕組んだことだった？

　──あのイラが〝破壊とレイジ・消イレ去イザー〟で煌帝を殺して、皇位継承戦争を始めた？

　理路整然と語られる言葉に、付け入る隙すきはない。

　それでも僕は、さしたる確証がなくともイラを信じていた。

　──いや、突つきつけられる事実に目を背そむけて、必死に信じようとしていた。

「しかし、余の退たい屈くつを紛まぎらわせるには、良い余興であった。人間、褒ほめて遣つかわすぞ」

　漆黒のイラは冷れい笑しようする。

「〝虚飾〟が何を企たくらもうが、運命は変わらぬ。いずれは余が煌帝となることに変わりはない。それならば、波は瀾らん万ばん丈じようがある方が盛り上がろう。だから、今まで黙だまって見ておったが、そろそろ飽あいたのでな。この余、自ら直々に終わらせに参ったというわけだ」

「……まだ他にも可能性があるわ」

　美愛はそれでも食い下がろうとしている。

「貴方あなたが〝虚飾〟であるという可能性よ。貴方が煌帝を殺したのかもしれない。〝破壊とレイジ・消イレ去イザー〟によく似た、煌帝の能力を奪うばって」

　確かにその可能性はある。

　結けつ晶しように閉じ込められたイラが〝憤ふん怒ど〟の種族王で、〝破壊とレイジ・消イレ去イザー〟は彼女の能力。

　そして、漆黒のイラこそが〝虚飾〟の名無ネームし姫レスであり、煌帝の能力──それもたったの一撃で煌帝を屠ることができる能力──を奪って殺した偽にせ者もの。

　僕が思考を放ほう棄きする一方で、美愛はまだ論理的思考を巡めぐらせていたようだ。

　その言葉を聞いて僕は目の覚める思いがする。

「ほう。達者な口をきく。昔は、口も開けぬ臆おく病びよう者であったのにな」

　漆黒のイラは高級車から飛び降りた。

「では、証明してみせようではないか」

　漆黒のイラは、その白く華奢な手を差し出すと、

「どれ、〝嫉妬〟のシンボルを余に渡わたせ」

　挑ちよう戦せん的な眼まな差ざしを美愛へと向ける。

「能力の使用条件は、シンボルを手に持ち、定められた言葉を発すること。〝虚きよ飾しよく〟であれ、シンボルの使い方に違ちがいはあるまい。もし、余が〝虚飾〟であり、他の種族のシンボルが使えるというのならば、条件を満たせば能力が発動するはずであろ？」

　まるで美愛を値ね踏ぶみするように、じっと見つめた。

「ただし、〝嫉妬〟のシンボルをこちらに渡せば、余は返さぬ。それは余に献けん上じようしたものと見なす。真実を見み極きわめたくば、それなりの代償を払はらうが良い」

　それは賭かけだった。

　名無ネームし姫レスと呼ばれるイラが〝虚飾〟か。

　この漆黒のイラが〝虚飾〟か。

〝嫉妬〟のシンボルを渡せば、判明するという。

「……美愛、駄だ目めだ」

　こちらのメリットは、どちらが本物かを見定められるというだけなのに、その代償として〝嫉妬〟のシンボルを奪われるのは、デメリットが大きすぎる。

「イラのことは、僕たちが信じればいいだけだ。今、〝嫉妬〟の力を失うわけにはいかない。こんな賭けに乗っちゃいけない」

　それでなくとも、感情力のない僕はただの足手まといにしかならず、この場で戦力になりうるのは、美愛だけなのだ。

「それに、〝虚飾〟が種族王と同じ手順でシンボルを使うとは限らない。何か別の方法があるのかもしれない」

　イリトとの一件以来、全てが仕組まれているような、誰だれかの手のひらの上で踊おどらされているような、そんな嫌いやな予感がずっとしている。こちらの行動を読んだ上で、賭けを持ち出してきたようにしか思えなかった。

「いいえ。乗るわ」

　僕の思いとは裏腹に、

「言ったはずよ。私はここに、真実を確かめにきたの」

　美愛は決意のこもった瞳ひとみで僕を見つめる。

「シンボルの使い方は一つしかない。その偽者のイラが言った通りの方法だけよ。それは魔法のマジツク道具アイテムに詳くわしい私たち〝嫉妬〟の海種が一番よく分かっている」

　その口調から、決心の固さが窺えた。

「結城君、貴方はイラのことを信じきれていない。そんな状態では、〝憤怒〟の感情力を溜ためられないわ」

　心情を看破され、僕は何も言い返せない。

「貴方が迷っていてはいけないのよ。私の力では、おそらくこの偽者には勝てないでしょう。対抗できるのは、貴方の〝破壊とレイジ・消イレ去イザー〟だけ。あの結晶からイラを救うのは、貴方にしか出来ない事なのよ」

　美愛はスカートのポケットから、〝嫉妬〟のシンボルを取り出した。

「白黒はっきりつけましょう。私はあのイラが本物で、貴方が偽者であるということに賭けるわ」

　蛇へびを模した青色の〝嫉妬〟のシンボルを漆黒のイラへと放ほうり投げる。

　それは放物線を描えがいて、漆黒のイラの手の中に収まった。

「フフフ、お主も骨の髄ずいまで騙だまされた口か」

「違うわ」

　美愛はスッと瞳を細めると、

「幼い頃ころの貴方と今の貴方、あまりにも違いすぎる。何だか貴方からは薄うすっぺらい偽者の臭においがするのよ」

　微笑ほほえみすら浮うかべて、言ってのけた。

　漆黒のイラは、一いつ瞬しゆんだけ、不ふ愉ゆ快かいそうに眉まゆを顰ひそめ、

「……定められた言葉は？」

「〝不イン可ビジ視ブルの・掌握タツチ〟よ」

「良かろう」

　ニッと緩ゆるめた口元から犬歯が覗のぞく。




「〝不イン可ビジ視ブルの・掌握タツチ〟」




　能力使用時には、シンボルに光が灯ともる。もし、漆黒のイラが他ほかの種族のシンボルを使えるならば、同じように光が灯るはずだった。

　漆黒のイラの手に握にぎられた、〝嫉妬〟のシンボルは、




　──何も変化がなかった。




　それが意味するのは、漆黒のイラは〝虚飾〟ではない、ということ。

　そして、彼女の言葉が真実だった、ということ。

「フフ、フフフ……ハーッハッハ」

　漆黒のイラは勝利に嗤わらう。

　僕と美愛は──。




「なるほど。本物の〝憤怒〟の種族王とは、面おも白しろい」




　空から影かげが飛来し、そんな言葉を吐はき出した。

　激しい着地音と共に、金属鎧よろいの軋きしむ重い音が鳴る。

「〝愚者はトラスト従う・ミー〟！」

　獅し子しを模した濃のう緑りよく色しよくのシンボルが、光を灯す。

　漆黒のイラは持っていた傘かさを投げ捨てて、後ろに飛び退のいたが、

「そのシンボルを俺に寄越せ！」

　時は既すでに遅おそかった。

　抗あらがえぬ強制力を持ったその言葉に、〝嫉妬〟のシンボルが、白く華きや奢しやな手から離はなれて宙を舞まう。それを手中に収めたのは、ウェーブがかった髪かみを無造作に後ろに流し、長身で筋肉質の精せい悍かんな顔立ちをした青年だった。

　胸には獅子の装そう飾しよくが入った胸当て、右みぎ肩かたにマントを羽織っている。

「せっかくの皇座バトル争奪戦スローネ、戦わずにシンボルを手に入れてしまっては興ざめだろう？」

　漆しつ黒こくのイラが忌いま々いましげに、

「……〝傲ごう慢まん〟のスペルヴィオか」

　その者の名を呼んだ。

「そうだ。それが貴様を倒たおし、次の煌こう帝ていとなる者の名。憶おぼえておくがいい！」

　どうやら、近くにあるビルの屋上から、飛び降りてきたらしい。

　相変わらずやることが派手で、強ごう引いんだった。

　幻想ギル世界テイアでは、竜りゆう種しゆについで第二位の煌帝有力候補である〝傲慢〟の幻げん獣じゆう種、スペルヴィオ。僕が初めて戦った相手である。とにかく好戦的で自分の欲よく望ぼうに忠実だが、どこか憎にくめないところのある種族王の一人だった。

「貴様が本物か。この辺りに満ちる〝憤怒〟の気配。煌帝のそれに近いだけあって、この俺でさえ圧あつ倒とうされるな」

　心底嬉うれしそうな様子で、スペルヴィオは笑った。

「俺は初めから、あの弱っちょろいコドモドラゴンが、〝憤怒〟の種族王であることに、納なつ得とくがいってなかったからな」

　彼の視界に、僕と美愛は全く入っていないらしい。

「……スペルヴィオよ。余にその〝嫉妬〟のシンボルを返せ」

　漆黒のイラがスペルヴィオを睨にらみつけた瞬しゆん間かん、辺りの空気が張り詰つめた気がした。

「欲しければ、奪い返せばいい。どうせ、俺たちは今から戦うのだからな！」

　それでも場の空気を支配しているのはスペルヴィオだった。

　苛いら立だちを隠かくせずに、漆黒のイラは黙り込む。

　しかし、なぜだろうか。

　その表情が余よ裕ゆう無げに、どことなく焦あせっているようにも見える。

　それがどうも心に引っかかった。

〝傲慢〟のスペルヴィオの登場が、この状じよう況きように大きな変化を与あたえた事に間ま違ちがいはない。

　僕や美愛と相対していた時、漆黒のイラは優位に立ち、常に余裕のある態度だった。

　それは、僕たちに比べて漆黒のイラが圧倒的に強い、という事に裏打ちされていることによる。戦せん闘とうになれば、僕たちは負ける。だからこそ、駆かけ引きに応じるしかなく、状況を打開するには、戦闘以外の方法を模も索さくしなければならなかった。〝憤ふん怒ど〟の力が使えない僕と、戦闘力で劣おとる美愛は、戦うという選せん択たく肢しが選べなかったのである。
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　しかし、〝傲慢〟のスペルヴィオが現れて、すぐにも戦闘が行われようとしている今、漆黒のイラから、その余裕が消えた。

　それはなぜなのだろう。

　確かに、スペルヴィオは手て強ごわい相手だ。

　しかし、漆黒のイラはもっと強いのではなかったか。

　──種族王が一いつ致ち団結しなければ勝てないほど、強いはずだ。

　それなのに、なぜ、黙だまり込んだのか。

　僕にはそれが、戦闘を嫌がっているように思えてならなかった。

　漆黒のイラはイリトと同じように、話し合いでシンボルを手に入れようとしているのではないか。或あるいは、このイラは、本当は弱いのではないか。

　僕の推理が正しければ、勝算が──。

「……仕方あるまいな」

　諦あきらめの感情をその表情に浮かべ、漆黒のイラは右手を高く掲かかげる。

「刮かつ目もくせよ！　全すべてを破は壊かいし、無に帰す、憤怒の光を！」

　どこかで聞いたことのあるフレーズ。




　スペルヴィオは嬉き々きとして、漆黒のイラへと駆け出し、

　美愛は素す早ばやくその場から、飛び退すさって逃のがれ、

　僕は自分の当てが外れたことに、呆ぼう然ぜんとしたまま、




「〝破デイエス壊・イラ〟！」




　漆黒のイラの言葉と共に、空から、光が落ちてきた。

　それは、目を開けていられないほどに眩まばゆく。

　辺りも、僕の意識すらも、真っ白に塗ぬり潰つぶした。




　──地面が消失し、僕は爆ばく風ふうに飲み込まれた。







　第五章　怠惰　Acedia







「ん。大だい丈じよう夫ぶかい？」




　如月きさらぎ萌もえ花かが目を開けると、こちらを覗きこむ猫ねこ耳みみフードの少女の顔があった。

「ボクのこと憶えている？」

　──えーっと。

「ヒヨコ先せん輩ぱい」

「違ちがうよ。そんなに黄色くてフワフワしてない」

　いや、脳内ではちゃんと変へん換かんされたのだ。ヒヨコからヒナに。頭がちょっとぼけていたせいで、なぜか、変換される前のワードが飛び出してしまっただけのことだ。

「比ひ奈な先輩」

「比奈でいいよ。上下関係は設定上の問題だからね」

「……設定上？」

「うんうん。気にしないで。あ、念のため。今、何しに行こうとしている所か聞いて良いかな？」

　確か、突とつ然ぜん、空から鐘かねの音が鳴り響ひびいて──それからどうなったのかよく分からない。

　でも、自分が何をしようとしていたかくらいは分かる。

「イラちゃんから渡わたされた白い駒こまを、レイジくんに届けに行こうとしてる」

「いいねいいね」

　比奈は何度か頷うなずき、

「あ、ねえ。もしかして、この赤いマントって、竜りゆう姫ひめが着てたやつ？」

　萌花の羽織っている赤いマントを手で触さわって確かめている。

「……うん」

　変な少年に襲おそわれた時に、イラが着せてくれた物だ。

「やっぱりね。それで、抵てい抗こう力が上がってるんだな。ふむふむ。あの鐘の音の影えい響きようを受けなかったのはこれのお陰かげかね。さぞかし名のあるドラゴンの皮なんだろうな。ボクも一つもらえないかなあ」

　などと比奈は一人呟つぶやいて納得している。

「さてさて、問題ないようなら行こうか」

　そう促うながされて、萌花は身体からだを起こした。

　場所はコーヒーショップの軒のき先さきで、日ひ陰かげに自分は寝ねかされていたようだ。

　辺りに人の気配は一いつ切さいない。普ふ段だんは人通りも多く、Ａ区の中心街といってもいい場所なのに、一体、どうしたというのだろうか。

「みんな、どこに行ったの？」

　パーカーのポケットに両手を突つっ込みながら、比奈が振ふり返った。

「家じゃない？」

「お家うち？」

「そそ」

　さも当然とばかりに、比奈は頷く。

「自分が一番安全だと思う場所って家でしょ？　帰き巣そう本能ってやつだよ」

「皆みんな、お家に帰ったの？」

「そだよ。ここは危なくなるからね」

　なんだかよく分からないが、よく分からない事が分かったので、萌花は納得する。

　先に歩き始めた比奈を追って、萌花も歩き始めた。

　まるで、無人の街のようだった。

　店は開いているのに店員の姿がなく、商品もそのままである。全ての車が止まっていて、誰だれも乗っている人がいなかった。中にはドアが開いたままの車まであった。

　街に一人も人がいないという、見慣れないその光景に萌花は不安を覚える。

　きっと、何かとても良くないことが起きていて、自分はその渦か中ちゆうにいるのだろう。

　萌花は思わず、イラの赤いマントをキュッと強く握にぎった。

　何が起きているのかは分からないが、この事態を解決できるのが、零れい司じなのだという。

　でも、正直な所、そんな実感はない。

　いつもニコニコとして、争い事が嫌きらいで、平和主義者を絵に描かいたようなあの零司が、スーパーヒーローみたいに、あの変な少年をぶっ飛ばしている光景など、萌花には想像ができなかった。

　むしろ、「話し合いで解決しようよ」なんて言って、ぶっ飛ばされているイメージだ。

　そんな想像に思わずクスクスと笑ってしまう。

「ねえ、結ゆう城き零司のことをボクに教えてよ」

　比奈がなんだか興味あり気にこちらを見ている。

「どうして？」

　零司のことを考えていたのが、見み透すかされたみたいで萌花は少し恥はずかしく思った。

「知っておきたいからだよ。竜姫が自分の命運を託たくそうとしたのが、どんな人間なのか」

「……うーん、そうだねぇ」

　歩きながら考える。

「厄やつ介かい事には首を突っ込みたくないって言いながら、困った人を見かけたら助けなくちゃって思う人かな？」

「矛む盾じゆんしてるね」

「いつか捨て猫を見つけた時は、連れて帰って二人で面めん倒どうを見たりもしたよ。三匹びきの子こ猫ねこだったんだけど、名前はつけちゃだめだってレイジくんが言うから、毛の色で呼んでた。茶色、黒、チョビ茶。一いつ緒しよに里親探して、貰もらい手が見つかった時は嬉しかったなぁ」

　中学生くらいの頃ころのことだが、あの子猫たちは今もどこかで健すこやかに生きているのだろうか。元気に生きていて欲しいなと萌花は思う。

「でも、そういうのはレイジくん的には、厄介事には入らないみたい。自分が思う善い事をするのには、なんとも思わないのね。むしろ、進んで自分からやろうとしてる感じ。レイジくんの厄介事っていうのは、人間関係においてのことなんだよね」

「他人が嫌いなのかい？」

　萌花は少し悩なやんでから、

「嫌いっていうんじゃなくて、苦手なんだろうなって思うよ。レイジくんは誰かに嫌われたくないんだよ。だから、必死に好かれようとして疲つかれちゃう。世界中の人に好かれることなんて無理なのにね」

　そして、今まで零司の事はよく考えたが、こんな風に誰かに言ったことはなかったな、と思った。誰かに零司のことを聞かれるなんてことがなかったからだ。今まで誰も零司の事は気にもかけなかった。

　零司は一人でそつなくなんでもこなしたし、他人に迷めい惑わくをかけることもなかった。

　それは零司自身が目立つことを避さけていて、そう望んでいたせいでもある。零司はきっと、誰かに嫌われるくらいなら、一人で生きていた方が気楽でいいと思っていたはずだ。

「でも、イラちゃんが来てからレイジくんは変わったね」

「どんな風にだい？」

「うーん。嫌いやなことがあっても、シャキーンって感じ」

　比奈は困こん惑わく顔をした。

「それは……？」

「前はすぐにテローンってしてたんだけどね。あ、顔文字にしたらわかりやすいかも」

　萌花は街路樹の土に、拾った棒きれで絵を描いた。

　だが、比奈はそれを見て、更さらに困惑顔になっている。

「それはアザラシかい？」

「レイジくんの顔だよ」

「……よく分からないけど、伝わったよ。気持ちは」

「そう？　良かった。レイジくんは、人と関かかわるのを嫌って一人でいることが多かったんだけど、最近はそうでもなくなった。お人ひと好よしなところは変わってないけど、作り笑え顔がおをしなくなった気がするよ」

「初めからそう言って欲しかったな。絵は必要なかった」

　ふんふん、と頷いて萌花は再び歩き始めた。

「あ、ヒヨコ先輩」

「違うよ。比奈だよ。愛らしさは似ていても、ピヨピヨ鳴いてないでしょ」

　いや、なぜか脳内で逆ぎやく変へん換かんされたのだ。ヒナからヒヨコに。きっと、比奈の人を優やさしくさせる雰ふん囲い気きから、ヒヨコを連想したせいだろうと萌花は思った。

「比奈先輩の目的はなんですか？　何か良からぬことを企たくらんでたりするの？」

　その質問に比奈は一いつ瞬しゆんたじろいだ様子だった。自然に口をついて出たのか、それとも意図を込めて聞いたのか、ニコニコとしている萌花からは判断がつかない。

「ボクの目的は……」

　比奈は誤ご魔ま化かすように、ニヒヒと笑う。

「昼ひる寝ねをしていられる世界の構築だよ」

「わかります。ヒヨコは世界平和の象しよう徴ちようですもん」

　という萌花の理解に、

「……それは鳩はとだけどね」

　比奈は口を尖とがらせて答えた。




「ねえ、何してんの？」




　萌花たちが声のする方向に視線を向けると、オープンテラスの椅い子すに一人優ゆう雅がに腰こし掛かけて、こちらを見ている少女がいた。

　黒いドレスに金きん髪ぱつの碧へき眼がん。服装はいわゆる、ゴスロリというものだろう。

　その長いツインテールの少女は、手に持ったショートケーキにかぶりつくと、

「うん。甘い。美味しセいボン！」

　と、瞳ひとみをきらめかせた。

「グーラちゃん！　ペロペロ！」

　テンションが急きゆう上じよう昇しようした萌花が、グーラに駆かけ寄って抱だきついた。

「え、なに!?　ちょっと、くっつかないでよ。暑苦しいから！」

　グーラはショートケーキを持っていない方の手で、萌花を押しのける。

「今日の可愛かわいさは、八十八点だよ！」

「は？　何いってんの？　あんた、あたしに一回血を吸われたこと、忘れたの？　そのこと怒おこってたんじゃないの？」

　満更でもない感じで、グーラは頰ほおを赤くしていた。

「そうだったっけ？　まぁ、過ぎたことはいいんだよ。今日が可愛ければそれで！」

「意味分かんないし！　あたし、あんた超ちようマイペース過ぎて苦手なんだけど！」

「グーラちゃんは、ここで何してるの？」

「あたし？　見てわかんない？　ケーキ食べてんの。人がいなくなったから、なんでも食べ放題じゃん？　こんな展開、全然気に食わないんだけど、シンボルのないあたしには、皇座バトル争奪戦スローネなんて関係ないかんね」

　グーラの前にあるテーブルの上には、色とりどりのケーキが置かれていた。

　萌花は辺りをキョロキョロと見回すと、

「あー、ここのモンブラン、美味しいよね」

「まじで？　あとで、食べないとだ！」

「うん。スイーツ特集萌花ノートに書いた覚えがある」

「なにそれ、そんなノートあんの？　やばいじゃん」

「ふふふ、美味しいものを食べるには、地道な調査と口コミがモノを言うのですよ」

　そんなやり取りを、比奈は険しい顔つきで見つめている。

　比奈の視線に気づいたグーラは、

「あんたたち、この先に行くつもり？」

　と、残ったショートケーキを口の中に全部放り込んで聞いた。

「やめといた方がいいよ？　近づくだけで死ぬよ」

　グーラは指についた生クリームを舐なめとる。

「あたしもさっき、奪うばわれた〝暴食〟のシンボル取り返せないかなって様子みてきたんだけどね。ありゃ、手も足もでない感じ」

「うん？　そのシンボルって──」

　萌花の言葉を、

「そろそろ行くよ、萌花。ボクたちは急がないといけない」

　比奈が強ごう引いんに遮さえぎった。

「そうだった……早くレイジくん見つけないとね。じゃあ、グーラちゃんまたね」

「ん。別にあたしはあんたになんか会いたくないけどね」

　グーラはちらりと、比奈に視線をやると、

「あたしは無む駄だな足あ搔がきっての、嫌いなんだ」

　と呟つぶやいて、テーブルの上に肘ひじをつくと、別のケーキを手にとった。

　その時、萌花と比奈の行く手に、空から白い光柱が落ちるのが見えた。

　辺りは一瞬、閃せん光こうに包まれ、一呼吸おいて、暴風のごとき爆ばく風ふうが萌花たちを襲おそう。




「わー、あたしの、ケーキが！」




　光柱が降り注いだ地点から、まだかなりの距きよ離りがある萌花たちでさえ、身体からだが吹ふき飛ばされそうになるほどの衝しよう撃げきで、オープンテラスのテーブルは全すべてひっくり返った。




　　　　※




「ん。大だい丈じよう夫ぶかい？」




　僕が目を開けると、〝怠たい惰だ〟のイリトがこちらを覗のぞき込んでいた。

　深さ四、五メートルくらいだろうか、大きく抉えぐられた地面の下にいるようだ。周囲は暗く、頭上から太陽の陽ひ射ざしが射し込んでいる。近くの破損した配はい水すい管かんから、水がとめどなく溢あふれだして、ビシャビシャと音を立てていた。

　背中にゴツゴツとした感かん触しよくがあり、上半身を起こそうとすると、砕くだけたコンクリートの瓦が礫れきが手に触ふれた。

　──爆ばく弾だんが落ちて、地面を抉ってできた穴の中にいるみたいだ。

「二度目の死は、どんな気分だい？」

　イリトは薄うすい微び笑しようを湛たたえながら、僕から離はなれた。色素の薄いイリトは、眩まばゆい陽射しの中に入ると、消え去ってしまいそうなほど儚はかなげに見えた。

「最後に少しだけ、君と話がしたくてね」

　僕は自分の身体の無事を確かめる。漆しつ黒こくのイラの攻こう撃げきでこれだけの大穴が空いたのだとしたら、直ちよく撃げきではないにせよ、自分の身体が無事であるはずがなかった。

「安心しなよ。身体は治しておいたから」

　イリトがポケットから〝怠惰〟のシンボルを取り出す。

「この僕の〝天国デツドへリー・のスリー誘いピング〟でね」

　なぜ、ここにイリトがいるのか？

　漆黒のイラや、美愛、スペルヴィオはどこにいるのか？

　混乱する頭で、僕は状じよう況きようを理解しようとする。

「見つけた時は、酷ひどい有り様だったよ。まぁ、身体が千切れていたら、僕にはどうにもならなかっただろうけど。君はラッキーだった」

　イリトの言うとおり、シャツはかなり汚よごれて所々破れているほどに損傷していたが、それに比べ、身体は全く無事なようだった。

「恩に着せるつもりはないけれど、僕が助けなければ、君は間ま違ちがいなく死んでいたよ」

　本来、それには感謝しないといけないのだろう。

　でも──。

「どうして、助けたんだ？」

　その疑問の方が大きい。

「君を助けに来ると言ったはずだよ。初めからそうだった。話し合いで解決しようとしたのも君を助けるためだった」

　相変わらずイリトは優しげに薄く微笑している。

　僕にはそれがどうしても受け入れられない。生理的嫌けん悪お感かんを覚えるのだ。

「理由のない親切が信じられない、と言うのならば、安心するといい。僕には君を助ける理由があるし、それが僕にとって必要なことだったからだと言える」

「……理由？」

「うん。これだよ」

　イリトが反対側のポケットから取り出したものは、赤い駒こま。




「命を失う代わりに君が与あたえられたもの。そして、今度は命を与えられる代わりに君が失うものだ」




　──それは竜りゆうを模した〝憤ふん怒ど〟のシンボルだった。

　僕は慌あわててシャツをはだけて、左胸を見る。

　──そこにあったはずの、竜の刻印は消え失うせていた。

「僕の〝天国デツドへリー・のスリー誘いピング〟によって、君の身体は完全に治ち癒ゆした。だからこれはもう君にとって必要でなくなったんだ」

　頭の中が真っ白になって、何も考えられなくなる。

　──〝憤怒〟のシンボルを奪われてしまった。

「これで君が戦う理由もなくなった」

　──違ちがう。

「面めん倒どうな皇位継けい承しよう戦争に関わらなくてもいい」

　僕はイリトの持っているシンボルを奪い返そうと、足を一歩踏ふみ出したが、思っていた以上に足に力が入らず、膝ひざから崩くずれ落ちてしまう。

「……違う」

　僕は自分の命が惜おしいから戦っていたのではない。

　それは確かに僕の本当の気持ちだったが、言葉にすることはできなかった。

　しかし、言葉にしてしまえばそれは噓うそになってしまう。僕は進んで戦いたいと思っていたわけではないのだから。

「何も違わない。今は混乱しているだけだよ」

　イリトは冷たく言い放った。

「君はいつも、平へい穏おんを望んでいたんだろう？」

「……ちが──」

　──本当に違うのか？

　それは僕の内なる声だった。

　僕は声を失う。




　──僕はいつも平穏を、平和を望んでいたのではなかったか？

　──怒らずに生きることを望んでいたのではなかったか？

　──誰だれにも関かかわりあうことなく、静かに生きたかったのではなかったか？

　──巻き込まれたことを、心の何処どこかで面倒に思っていたのではなかったか？




「なぜ、君が戦わなければならない」

　イリトのよく通る声が、

「なぜ、君が怒らなければならない」

　静かに、

「なぜ、君がしたくもないことを強制されなければならない」

　重く、

「それは、この〝憤怒〟のシンボルが君の命を、自由を束そく縛ばくしているからだよ」

　心にのしかかってくる。

「……違う！」

　叫さけんだ。

　叫ぶことしかできなかった。

　両手の拳こぶしを固く握にぎって、僕は叫んだ。

「僕はイラの──」




　──イラの望みを叶かなえたかったから！




「君は〝虚きよ飾しよく〟の名無ネームし姫レスに騙だまされていたのに」




　言葉が続けられない。

「いつまでその現実から目を背そむける？」

　漆黒のイラが本物だったということは、僕の知るイラは偽にせ者ものだったということ。

　気づかぬふりをして、かろうじて踏みとどまっていた僕に、その事実は重過ぎた。

〝憤怒〟のシンボルは、イラと僕を繫つなぐ、心の拠より所だった。それがあったからこそ、僕たちは互たがいに必要とし合っていたのだ。

　僕は今、大きな喪そう失しつ感かんに襲われ、立つべき場所すら分からないでいる。

　イリトは穏おだやかに、でも、しっかりと言葉を続ける。

「名無ネームし姫レスは煌こう帝ていを殺して皇位継承戦争を始めた。そして、奪うばったシンボルで〝憤怒〟を称しようし、他ほかのシンボルも集めようとした。まずは〝暴食〟。これがあれば、人間から幾いくらでも感情力を奪える。さらにその時、偶ぐう然ぜんにも人間の少年と出会い、これも利用することに決めた。なぜなら、その少年は、とても〝虚飾〟に満ちていたからだ」

　淡たん々たんと語られる言葉に、口を挟はさむ余地はなく、

「必要としたのは君の〝虚飾〟の感情力だ。口車に乗せて、虚きよ栄えい心を抱いだかせ、本当の自分を偽いつわらせる。怒おこる事が出来ない君を〝憤怒〟させた。それこそが名無ネームし姫レスの求めた力の源だったんだ。〝憤怒〟ではなく、〝虚飾〟の感情力さ。全ては、〝虚飾〟の繁はん栄えいのため。七つの種族を倒たおして、煌帝の座につくためだよ」

　僕は容よう赦しやの無い言葉に、打ちのめされた。




「偽ぎ善ぜん者が正義のヒーローを気取るのは、さぞかし楽しかったことだろうね」




　僕の両手から力が抜ぬける。

　何も考えられなかった。いや、何も考えたくなかった。

　それが真実かどうかは関係なく、イリトに自分の心を見み透すかされたせいだ。

　自分の仮面がボロボロと剝はがれてしまうのを、僕は心から恐おそれていた。

　イリトは両手を広げる。

「異世界の闘とう争そうに、こちらの世界の人間が関わるべきではない。だから、これでいいんだよ。これが本来あるべき皇位継承戦争の形。正しい姿なんだ。君が関わることこそが、間違いだった！」

　──僕が関わることが間違いだった。

「安心するといい。僕は〝虚飾〟のヒト種を、一つの種族として認める。結けつ晶しように閉じ込められた名無ネームし姫レスを救い出し、この〝憤怒〟のシンボルを渡わたす。そして、共にあの、本物のイラ・エンペルト・ドラゴニカと戦う」

　ぞくり、とした。
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　鳥とり肌はだが立って、脳のう髄ずいが痺しびれたような感覚を覚える。

　なぜなら、その言葉を聞いて僕は──。

「そこに君の居場所はない。君はもう必要とされていない」

　僕は、少し安堵してしまったからだ。

　僕を庇かばうことなく、気にすることもなく、イラはイラ自身の手で皇位継承戦争を戦うことが出来る。本来は、そうするべきで、そうあるべきだ。

　イリトの言うことは正しい。

　イリトの言うことが正しいのだ。イラのために戦うだとか、イラを煌帝にするだとか、そんなものは全すべて欺ぎ瞞まんであり、僕のエゴでしかない。

　その正しさを、ほんの一いつ瞬しゆんでも、僕の心が認めてしまった。

　イリトによって、僕の〝虚飾〟の仮面が、いとも簡単に剝がされてしまった。

　僕はそんな風に安堵した自分を嫌けん悪おする。

　イラのお陰かげで自分は変われたと思っていた。

　それなのに──。

「零司君、僕は君を救いに来たんだ」

　イリトの浮うかべる微び笑しようが、懐なつかしいものに感じられる。さきほどまでは嫌悪感しか覚えなかったのに、なぜだか、安らぐ気さえした。

「〝憤怒〟のシンボルを持たない今の君には、これも効くだろう」

　手を後ろに回したイリトが、腰こしのベルトから取り出したのは〝刷インりプリン込テイみングの鈴・ベル〟である。




「幻想ギル世界テイアに関する全てのことを忘れて、元の君に戻もどればいい。僕が君を救ってあげる」




　チリンと、〝刷インりプリン込テイみングの鈴・ベル〟の音が鳴った。




　　　　※




「──園えん城じようさん、大だい丈じよう夫ぶ？」




　園城美み愛あが目を開けると、結城零司が心配そうにこちらを覗のぞき込んでいた。

「……結城君？」

　動こうとすると、頭がズキリと痛んだ。

「ああ、無理しないで。頭を打って少し怪け我がをしているんだ。ゆっくり身体からだを起こして」

　零司が額に濡ぬれたハンカチを押し当ててくれている。美愛はその言葉に従って、身体を起こした。

「園城さん、ここで何があったの？」

　──何があったとは？

　頭痛で、こめかみに指をやりながら、美愛は眉まゆを顰ひそめて見返す。

　零司はこちらを気き遣づかうように微笑む。

「何かの爆ばく発はつに巻き込まれたみたいなんだけど、辺りに人がいなくて、何が起きたか状じよう況きようが摑つかめないんだ。さっきまで僕も気を失っていて、近くを彷徨さまよっていたら、ここで園城さんを見つけて……なんだか僕の記き憶おくもあやふやなんだけど」

　──一体、何を言っているのか。

「家に帰ろうとして電車に乗って……人身事故か何かで止まって、歩いて次の駅に向かおうとした気がするんだけど、気がついたらこの近くに倒れていたんだよ。園城さん、何が起きたか知っている？」

「……知ってるも何も、ここまで一いつ緒しよにきたじゃない」

「えっ、そうなの？」

　零司は驚おどろいた顔をしている。

「私たちは〝憤ふん怒ど〟の気配を追ってここまで来たの。そこで、空から〝憤怒〟の種族王で、自分こそが本物と名乗る──」

「ちょっと待って」

　零司は美愛の言葉を遮さえぎって、

「ごめん、今は無理に話さなくていい。園城さん、少し混乱しているようだから」

　──混乱？　私が？

　美愛は戸と惑まどう。

　頭を打った衝しよう撃げきで自分の記憶に間ま違ちがいがあるというのか。

　──いや、そんなことはない。

　あの漆しつ黒こくのイラの攻こう撃げきを受けて、自分たちは散り散りに飛ばされたのだ。

　空から光が落ちてきて、回かい避ひ行動をとったにもかかわらず、自分は爆ばく風ふうに飛ばされて建物の壁かべに衝しよう突とつして頭を強く打った。そこまでの記憶は確かだ。〝傲ごう慢まん〟のスペルヴィオは漆黒のイラに向かって行き、零司はただその場に立ち竦すくんでいた。

　何より、眼前にある道路に空いた大きなクレーターが──〝破デイエス壊・イラ〟の痕こん跡せきが、漆黒のイラの攻撃があった事実を裏付けている。建物の窓ガラスは割れて辺りに散乱し、道路から剝がれたアスファルトも瓦が礫れきになって至る所に落ちていた。

「園城さん、他にどこか、身体が痛むところはない？」

「……ええ。大丈夫」

　零司は美愛の無事を確かめると少し離はなれて、どうしたものかと困っている様子だった。

　こちらに視線をやろうとはせず、持っているハンカチを見ている。

　それに零司から感じるこの余よ所そ余よ所そしさは、なんだろう。

　──ついさっきまで、零司は私のことを美愛と呼んでいたはずなのに。

　なぜだか零司の印象まで違ちがって思える。

　どことなく自信無げで、気弱そうな感じがするのだ。

　こんな表情をする人物だっただろうか。

　こちらの視線に気づいた零司の、取り繕つくろったような笑え顔がおには違い和わ感かんさえ覚えた。

　考えを巡めぐらせながら、零司をまじまじと見つめ、ようやく、美愛は零司から〝憤怒〟の気配がしないことに気づいた。

「……結城君、〝憤怒〟のシンボルは？」

「うん？　シンボル？」

　心当たりがまるでないみたいに、

「さっきから言っている、そのフンドって何だい？」

　零司は首を傾かしげた。

　──憶おぼえていない？

　爆発のショックで、一時的な記き憶おく喪そう失しつにでもなっているのだろうか。

「貴方あなたの身体には〝憤怒〟のシンボルが埋うめ込まれていて──」

　零司は目を閉じ、少し痛みに耐たえるような表情になって、首を横に振ふった。

「ごめん。君が何を言っているのか、全然理解できないんだ」

「結城君、少し、私も記憶が定さだかではないのだけれど、私と貴方の関係を教えてもらえるかしら？」

　零司は少し慌あわてた様子で、

「関係も何も、園城さんはついこの間転校してきたばかりで──ただのクラスメートだよ」

「そう。私が転校してきた理由は分からないのね？」

「……分からないよ。ごめん」

　申し訳なさそうな顔をする。

「それと、学校の体育の先生の名前は憶えているかしら？」

「えっと……佐さ藤とう……あれ、違うな。獅し子し尾お先生だっけ」

「〝傲慢〟のスペルヴィオ、という言葉に心当たりは？」

「ゴウマン？……うーん。心当たりなんてないなぁ」

　ショックで一時的に記憶を失った、というよりは、美愛の正体や皇位継けい承しよう戦争に関することを都合よく忘れていると表現した方が正しいようだ。完全に忘れたというより、自分で勝手に記憶を塗ぬり替かえたというように見受けられる。

　──おそらく〝刷インりプリン込テイみングの鈴・ベル〟で、忘れさせられたのだろう。

〝憤怒〟のシンボルをその身に宿していれば抵てい抗こう力が上がる為ため、〝刷インりプリン込テイみングの鈴・ベル〟など効かないが、今の零司にはそれが無い。誰だれかにシンボルを奪われた後、〝刷インりプリン込テイみングの鈴・ベル〟で暗示にかけられたと考えるのが妥だ当とうであるように思われた。

　──でも、一体、誰に？

　あの漆黒のイラがそのようなことをするだろうか？

　そんな面めん倒どうなことをするとは思えない。

　──そして、なぜ？

　わざわざ、零司から記憶を奪うばう理由があるのか？

　──分からない。

　美愛は思わず両足の膝ひざを抱かかえて俯うつむいた。

　──どうしよう。

　頼たのみの綱つなだった〝憤怒〟のシンボルは無くなり、自分の〝嫉しつ妬と〟のシンボルも今は無い。

　どうすることも出来なかった。

　なぜなら、自分は賭かけに負けたからだ。

　自分が信じたイラは偽にせ者ものの〝虚きよ飾しよく〟で、漆黒のイラこそが本物の〝憤怒〟の種族王だった。何よりも、その事実が美愛を失望させた。

　漆黒のイラが使った〝破デイエス壊・イラ〟は、〝憤怒〟の種族王に相応ふさわしい力と言える。

　もしかすると、零司の中にあった〝憤怒〟のシンボルは、あの〝破デイエス壊・イラ〟によって、跡あと形かたもなく壊こわされてしまったのかもしれない。

　いや、そんなことも、もはやどうでもよかった。

　美愛には、もう皇座バトル争奪戦スローネが終わるのを待つことしかできないのだから。




「──ごめん」




「……どうして、結城君が謝るの？」

　美愛は顔を上げる。

　悲しそうな顔をした零司は、地面に視線を落として、また、「ごめん」と謝った。

「分からない──なぜだか分からないけれど、今の園城さんを見ていると、胸が張り裂さけそうな気持ちになって……凄すごく悲しそうなのは、きっと、僕のせいだって気がする」

〝刷インりプリン込テイみングの鈴・ベル〟は、普ふ通つうの人間に強く作用する。

　何か心にひっかかりを感じているのは、今はまだ時間が浅く、忘れた記憶の影えい響きようが色いろ濃こく残っているせいだろう。時間が経たてば経つほどに、零司の精神は安定を取り戻し、いつしか完全に忘れ、思い出せなくなる。

　とはいえ、所しよ詮せんは暗示。零司が本当に忘れたくないことは、強い精神力をもって抵抗すれば、抗あらがえる可能性があった。零司が皇位継承戦争の事を忘れたのは、心の何処どこかにそれを忘れたい気持ちがあったことに他ほかならない。美愛はそのことを少し悲しく思う。

　おそらく、零司が皇位継承戦争のことを自然に思い出すことは、もうないだろう。

「違うのよ。結城君、貴方は何も悪くない」

　──思い出さなくていい。

　誰が〝刷インりプリン込テイみングの鈴・ベル〟を使ったにせよ、〝憤怒〟のシンボルを持たない零司が皇位継承戦争に関かかわっても仕方がない。本来、零司はこんなことに関わるべきではなかった。

「もともと、貴方には関係のない事だから」

　──全すべてを忘れて元の生活に戻もどった方がいいに決まっている。

　ああ、そうだ。全くその通りだ。

　零司には元の生活がある。このままでも、平へい穏おんで、平和な生活に戻れる。

　皇位継承戦争の行く末など、零司には関係のないことだ。

　元の生活に戻ることこそが、幸せに違いない。

　美愛は立ち上がって、スカートをはたいた。

　でも──。

　それでも、だ。

　私は違う。

　スカートのポケットから眼鏡ケースを取り出して開ける。幸い、中は無事なようだ。黒い縁ふちの眼鏡を取り出して、美愛はそれをかけた。

　視界がクリアになる。

　思考がはっきりする。

　揺ゆらいでいた気持ちが一つに固まる。

　──自分は零司と出会って変わった。

　その変化を受け入れたのは、自分自身で、自分がそうありたいと望んだからだ。

〝刷インりプリン込テイみングの鈴・ベル〟で、元に戻ることもできない。

　──そう。今の私は、今までの私とは違う。

　泣き虫で、悲観的で、嫉しつ妬と深ぶかい自分はもういない。

　このまま、今の自分を否定することは出来なかった。

「結城君、ここからは私一人で大だい丈じよう夫ぶ。貴方はできるだけこの街の中心から離れて、安全な所にいて」

　美愛は今の自分にできる精せい一いつ杯ぱいの笑顔で、

「今まで、ありがとう」

　感謝を伝えた。




　自分はまだ、戦ってすらいない。

　皇座バトル争奪戦スローネが始まるのはこれからなのだ。

　──私は足あ搔がこう。そして、戦おう。最後まで。




　零司が何かを言おうとしたが、結局何も言わずに、黙だまり込んだ。




　　　　※




　美愛と別れて僕は街を当てもなく歩いていた。

　街には誰もいない。人の気配もない。あれだけ煩うるさかった蟬せみさえも鳴いていなかった。

　しんと静まり返った街は、人がいなくなってしまったようだ。

　この街で何かが起きていて、それに巻き込まれた事は間ま違ちがいない。けれど、何が起きていようとも、自分は通りすがりの通行人の一人に過ぎないはずだった。

　出来る事もなく、何かを求められている訳でもない。

　速すみやかに家に帰るべきなのは分かっている。

　美愛の言うとおり、すぐにでも安全な所に行くべきだ。

　でも──。

　何か大事な事を忘れている気がする。

　今、ここから離はなれたら、僕は後こう悔かいするだろうという確信がある。

　理由と根こん拠きよのない漠ばく然ぜんとした迷いがある。

　だから、どうしても離れられずに、ウロウロと彷徨さまよっていた。

　頭では逃にげるべきだと分かっているのに、心がそれを否定しているみたいだった。

　でも、その理由がどうしても思い出せない。

　ずっと、何かをしなくてはいけない不安と焦しよう燥そうに駆かられている。

　しかし、その不安と焦燥がどこから来るのかがわからない。

　自分は何をしなければならないのか。

　思い出せそうで、思い出せない。それがもどかしい。

　──猫ねこだ。

　視線の先、道路に猫が倒たおれているのを見つける。

　近寄ってみると年老いた茶色の猫が倒れていた。車に轢ひかれでもしたのだろうか、既すでに息絶えている。僕はその猫を両手で抱えた。ぐったりと重く、まだ仄ほのかに温かい。

　──何かを思い出しそうになる。

　いつか、こんな風に、誰かを抱えたような──。

　辺りを見み渡わたしてみる。

　埋うめられそうな場所は、道路に沿って植えてある街路樹の根本くらいだった。

　土も堅かたそうで、埋まい葬そうするには適した場所ではないように思えたが、このままにしておくわけにもいかない。僕は街路樹の傍かたわらに猫の死し骸がいをそっと置いて、掘ほる道具を探した。

　手て頃ごろな物が見つからず、自転車ショップの軒のき先さきに置いてあった工具箱から、大きめのスパナを拝借した。素す手でで掘るよりはマシだろう。

　そして、僕は穴を掘り始めた。

　昔、萌花と子こ猫ねこを拾って、里親を探したことがあったのを思い出す。

　行く当てもなかったあの子猫たちは、今も飼い主のもとで生きているのだろうか。

　僕は帰るべき場所を与あたえてやれたのだろうか。




　──当たり前だ。どこに帰れというのだ？




　──何をやっているんだ。

　僕は自問する。

　──誰だれも見てないのに、こんなことをしてどうする。

　でも、別に僕は他人に良い人に思われたいわけではない。

　あれ、そうだっけ？

　僕はいつも他人に良い人に思われたかったのではなかったっけ。

　──死んだ猫を埋葬して、それで許されるつもりなのか。

　なぜ僕が許しを乞こう必要があるというのだ。

　美愛も言っていたはずだ。

　──違ちがうのよ。結城君、貴方あなたは何も悪くない。

　そうだ。僕は何も悪くない。

　──もともと、貴方には関係のない事だから。

　その通り。僕には関係のないことだ。

　──そこに君の居場所はない。君はもう必要とされていない。

　ここに僕の居場所はなく、僕は必要とされていない。




　──余はお主を必要としておる。




　でも、なぜなのか。

　胸が苦しい。ずっと、張り裂けそうに痛む。

　そこにあったはずの、大切なモノを、失ってしまった気がする。

　失ったものも分からないのに、喪そう失しつ感かんが確固として存在し、僕を苛さいなんでいる。

「……なんだってんだ、よッ！」

　土に八つ当たりをした。

　さっきから脳のう裏りに響ひびく、この声は誰なのか。

「……くそッ！」

　思い切りスパナを放ほうり投げる。スパナはアスファルトに落ちて、重い金属の音を立てた。

　でも、誰なのか分からない。

　──思い出せ。

　今、思い出さなければ一生後悔する。

　──助けたかったんじゃないのか。

　いや、助けられたんだ。命を救われた。

　──誰を。

　とても大事だった気がする。

　──誰を。

　とても大切に思っていた気がする。

　──誰を。

　銀色の長い髪かみに、勝ち気な金色の瞳ひとみだった気がする。

　──誰を！

　感情表現が豊かで、怒おこりっぽいところがあった気がする。




　──余は、




「……分からない」




　頭を抱かかえて、髪の毛を搔かき毟むしった。

　どうしても思い出せない。




　僕は猫の死骸を掘った穴の中に入れて、上から土を被かぶせてやった。

　立ち上がって、埋めた場所をじっと見つめる。

　猫は、もう死んでしまったのだ。

　命に取り返しはつかない。

　そして、僕からも、それは失われてしまった。

　二度と思い出すことはないのだろう。




「レイジくん！」




　名前を呼ばれて振ふり返る。

「良かった、無事だったんだ！」

　赤いマントのような物を羽織った萌花が、胸に飛び込んできた。

「……萌花、どうしてこんな所に？」

　あまりの勢いに倒されそうになりながらも、萌花を受け止める。

「……レイジくん、あの、あのね──」

　萌花が突とつ然ぜん大おお粒つぶの涙なみだをポロポロと流し始めたので、僕は動どう揺ようした。

「ちょ、ちょっと待って。萌花、落ち着いて」

　自分もボロボロの服を着ていて、ひどい有様だったが、萌花もかなり薄うす汚よごれているようだった。萌花はしゃくりあげながら嗚お咽えつし、何も言葉に出来そうにない。

　ふと、他ほかにも誰かいることに気付いて、僕はそちらに視線をやった。

　猫耳がついたフード付きパーカーを着たその少女は、気け怠だるそうな瞳で、じっとこちらを見ている。どことなく、こちらを値ね踏ぶみしているような様子だった。

「あの、君は？」

「ボクかい？　ボクは──」

　ふっくらとした頰ほおの少女は、愛あい嬌きようのある顔を綻ほころばせると、




「有あり瀬せ比奈。〝怠たい惰だ〟の野や獣じゆう種の種族王、アセディナだよ」




　そう名乗った。







　第六章　嫉妬　Invidia







　美容院のドアを開けて入った。

　冷れい房ぼうがかかったままで、室内はひんやりと涼すずしい。

　勿もち論ろん、ここにも人の気配はなかった。

　園えん城じよう美み愛あは頭頂部につけていたリボンを解ほどく。そして、近くにあったラックから、鋏はさみを手に取ると、自分の長い髪を摑つかんでザクザクと切り始めた。

　黒くて艶つやのある長い髪が、束になって足元に落ちていく。

「……ふむ」

　ある程度の所で、正面にある鏡を見ながら手て櫛ぐしで髪を整えてみた。

　適当に肩かたくらいで切りそろえてみたが、悪くない。涼すずし気な目元も相まって、実に爽さわやかな感じだ。黒くろ縁ぶちの眼鏡にもよく合っている気がする。

　試ためしにニッコリと笑ってみた。

　──まるで、別人みたい。

　これから、戦おうとする自分にとって、まずしなければならないのは〝嫉妬〟のシンボルを取り戻もどすこと。そして、〝嫉妬〟の感情力を溜ためて、〝不イン可ビジ視ブルの・掌握タツチ〟を充じゆう分ぶんに使えるようにすること。

　感情力を溜めるには、自分が〝嫉妬〟の感情を抱いだく必要があるが、今行ったことはそれに相反する行こう為いだと言えた。なぜなら、今、自分は晴れやかな気持ちで、〝嫉妬〟の感情なんて、少しも抱けていないからだ。

　──でも、これでいい。

　今までは、自分が〝嫉妬〟することで、感情力を溜めようとしていた。

　でも、これからは違う。

　相手を〝嫉妬〟させて、感情力を溜める。

　それくらい自分が、相手にとって魅み力りよく的に思える存在になれば良いのだ。

　その考えは、無む謀ぼうで、浅はかと言ってもいいだろう。大した魅力のない自分が相手を〝嫉妬〟させるなんてことは到とう底てい無理な話で、うまくいくはずもない。

　それでも美愛は変わろうと決心した。

　もともと、シンボルを持たずに戦おうとすること自体が無謀なのである。

　美愛は皇座バトル争奪戦スローネに参加して煌こう帝ていになるために戦おうとしているのではなかった。

　あくまで、過去の自分と決別するために、戦うことを選んだのである。

　勝敗ではなく、これからの生き方、自分の在り方が重要なのだ。

　少し迷ってから、一度は解いたリボンを、再び髪に結ゆわえ直した。

　短い髪に必要なくても、女の子なのだから可愛かわいさは必要だ。

「……そんなに可愛くはなれないけれど」

　思わずクスっと笑ってから、美愛は美容院を出た。

　そして、顔を引き締しめると、周囲の気配を探さぐる。〝憤ふん怒ど〟の気配は辺り一帯に色いろ濃こく充じゆう満まんしているが、漆しつ黒こくのイラ自身はまだ離はなれた場所にいるようだ。

　一方、目当ての〝傲ごう慢まん〟の気配は判然とせず、微かすかに感じる程度だ。

　漆黒のイラの〝破デイエス壊・イラ〟の直ちよく撃げきを受けたのだから、さすがのスペルヴィオも無傷ではないだろう。気配を隠かくしながら、何処どこかに身を潜ひそめているのかもしれない。

　──ガラスに映った動く影かげを視界に捉とらえ、美愛は反射的に横に飛び退のいた。

　美容院の玄げん関かんガラスが派手な音をたてて砕くだけ散る。いつのまにか近寄ってきていた屈くつ強きような男が、美愛に向かって柄えの長い金かな槌づちを振るったのである。

　美愛は着地と同時に黒いローブを召しよう喚かんして瞬しゆん時じに身に纏まとう。胸むな元もとに蛇へびを象かたどった大きなブローチがついている、美愛の戦せん闘とう服だった。

　そして、美愛は大きな金槌を持った男から〝色しき欲よく〟の気配を感じ取った。どうやら〝憤怒〟の気配に紛まぎれてしまっていて、接近に気が付かなかったようだ。

　銃じゆう声せい。

　弾だん丸がんが美愛の足元に着ちやく弾だんした。




「決意は固まったか？　〝嫉妬〟の小こ娘むすめ」




　身体からだのラインがよく出た白い開かい襟きんシャツに黒い革かわのヒールロングブーツ。〝色欲〟のルクスリアが、こちらにリボルバーの銃じゆう口こうを向けていた。

「仲間に引き入れようというのに、随ずい分ぶんなご挨あい拶さつね」

　ルクスリアの周りには、金槌を持った男を含ふくめて五人の男がいた。

　駅前で遭そう遇ぐうした時に、操あやつられていた普ふ通つうの男たちではなく、見るからに身体を鍛きたえていて屈強そうな若い男たちばかりだ。その誰だれもが釘くぎバットやら鋸のこぎりやら、凶きよう悪あくそうな武器を携たずさえている。

　──さっきの鋏、持ってくればよかった。

　持っていた鞄かばんや傘かさも来る途と中ちゆうに、駅のロッカーに放り込んできた。

　今、美愛は武器と言えるような物を全く持っていない。〝嫉妬〟のシンボルを持たない今の自分は、普通の人間よりも少し運動能力が優すぐれている程度の力しかないというのに。

「この程度の攻こう撃げきも避よけられなければ、戦力にはならない」

　ルクスリアは冷たい視線を美愛に送る。

「イリトがどうしてもと言うから、仕方なく誘さそっている。私はお前をたいして評価していない。ここで排はい除じよしてしまってもいいくらいに考えている」

〝嫉妬〟の海種は、戦闘能力で他の種族に劣おとっている。それが幻想ギル世界テイアの常識だ。ルクスリアがそう思うのもおかしくはないだろう。

「だが、あのイラ・エンペルト・ドラゴニカを倒たおすには、種族王が一いつ致ち団結して戦わねばならない。〝破デイエス壊・イラ〟の力は凄すさまじい。それはお前も理解しただろう？」

「ねえ、聞きたいんだけど」

　美愛は辺りの様子を注意深く、気付かれないように探る。

　今戦っても、勝負にすらならない。何とか逃にげ道を探さなくてはならなかった。

「もし、私が貴方あなたたちと手を組んで、一いつ緒しよにあのイラを倒したとするわ。その後はどうなるの？　そのまま、シンボルの奪うばい合いが始まるんじゃないかしら？」

「無論、そうだ」

　ルクスリアは当然のように頷うなずく。

「イラを倒すまでは仲間。そこから先は敵。一時的な協力関係に過ぎない。それが皇座バトル争奪スローというものだ」

　美愛はあえて挑ちよう発はつ的な態度で、問いかける。

「貴方はそこで最後まで生き残れる自信があるの？」

　ルクスリアはそれをフッと鼻で笑った。

「このリボルバーは種族王にも、致ち命めい傷しようを与あたえる事ができる」

　彼女の持つ銃じゆうはこちらの世界の銃とは違ちがった形をしていた。

　長方形の銃じゆう身しんには凝こった装そう飾しよくが描えがかれ、銃身がやけに分厚く長い。そして何より、リボルバータイプの弾だん倉そうがあるにもかかわらず、一度も弾たま込ごめをしている素そ振ぶりがない。弾込めの必要がないような特とく殊しゆな銃なのだろう。

「私の能力〝愛シツクのス・プリ虜ズナー〟は、この銃で撃うった者を操る能力だ。ただし、操れるのは男だけ。私に女は操れない」

　ルクスリアは不敵な笑えみを浮うかべる。

「種族王が女であれば撃ち殺し、男であれば撃って操る。私が煌帝になることなど、造作も無い事だ」

　煌帝の座を狙ねらう気は満々のようだ。

「残念だけど、それ、撃っても私には当たらないわよ。幾いくらでも銃口を逸そらせるもの。忘れたのかしら、駅前でのこと」

　──ハッタリである。

　今は〝嫉妬〟のシンボルを持っていないので、そんなことは不可能だ。でも、うまく行けば牽けん制せいすることくらいは出来るかもしれない。

「噓うそだな」

　しかし、容た易やすく見み抜ぬかれてしまった。

「お前は〝嫉妬〟のシンボルを持っていない」

　美愛はその言葉を不ふ審しんに思う。

　なぜ、そう言い切れるのか。

　ルクスリアも〝嫉妬〟のシンボルが奪われたあの場所に、いたということだろうか。

「あら、どうしてかしら？　シンボルの気配を隠しているだけかもしれないわよ」

　ルクスリアは不敵な笑みを湛たたえたまま、何も言わない。

　その様子から、美愛がシンボルを持っていないという確信があるように思えた。




「さあ、選べ。我らと来るか、ここで死ぬか」




　張り詰つめた空気の中、美愛は思考を巡めぐらせる。

　漆黒のイラは、〝強ごう欲よく〟と取引をして、イラを捕とらえたと言った。

　ということは、〝強欲〟と漆黒のイラが、一時的にせよ協力関係にあることは間ま違ちがいない。

　しかし、その一方で〝強欲〟は、皇座バトル争奪戦スローネに同意した一人でもある。零れい司じから聞いた話では、皇座バトル争奪戦スローネに同意したのは、〝怠たい惰だ〟〝色欲〟〝強欲〟〝傲慢〟の四人。

　この四人が手を組んだということではなかったのだろうか？

「ねえ、その前に、〝我ら〟っていうのが、誰だれ々だれを指すのか教えてくれないかしら？　そうじゃないと決められないわ」

　──もしや、ルクスリアは漆黒のイラと、繫つながっているのではないか。

　ここにきて美愛はその疑念を抱く。

　それならば、自分が〝嫉妬〟のシンボルを持っていないことを知っていて当然だ。

　種族王が協力しあって、漆黒のイラを倒すという企たくらみを隠れ蓑みのに、何か他ほかの目もく論ろ見みがあるような気がしてならない。仲間になるつもりなど毛頭ないが、相手の手の内を知っておくにこしたことはないだろう。

「我らとは、〝色欲〟〝怠惰〟〝強欲〟の三人だ。〝傲慢〟は誘いに乗らず、〝暴食〟はすでにシンボルを失ってリタイアした」

〝傲慢〟のスペルヴィオは、皇座バトル争奪戦スローネに同意はしたものの、手を組んだのではない？

　そこで、美愛はようやく気づいた。

　なぜ、今、ルクスリアが自分の所にやってきたのかを。

〝嫉しつ妬と〟のシンボルを持たない美愛は、〝暴食〟と同じリタイア扱あつかいでいいはずだ。敵に値あたいせず、仲間にしたところで、戦力の足しにもならないのだから。

〝嫉妬〟の気配が辿たどれない自分を、わざわざ捜さがし出した理由。

　それは──。

「色々と喋しやべってくれて、ありがとう、ルクスリア。でも、元から頭が働く方じゃないんだから、あまり喋らない方がいいわよ」

　──さて、どうするか。

　美愛は立ち位置を少しずらして、逃げ道を視し認にんする。

「貴方なりに考えがあるのかもしれないけれど──そうね。今回の皇座バトル争奪戦スローネを企んだ人。きっと、その人に貴方の考えなんて筒つつ抜ぬけだと思うわ。誰か知らないけれど、貴方、手のひらの上で都合よく利用されているんじゃないかしら」

　ここにルクスリアが来たのは、美愛を仲間にするためなどではない。

「だって、貴方ってすごく、単純だもの」

　考えてみれば、初めからそうだった。

　有う無むを言わさず襲おそってきたし、自じ慢まんの能力で従えた屈強な手下を連れて来てもいる。

「私、気づいたんだけど」

　美愛はアゴに人差し指を当てて、




「私の返答がどうであれ、貴方、ここで私を殺すつもりでしょ？」




　ニッコリと微笑ほほえんでみせた。

　あまり感情を表に出さないルクスリアが、

「……フフフ」

　堪こらえ切れずといった風に、声に出して笑う。

　美愛はさり気なく胸元のブローチに手を持っていく。

「貴方は〝傲慢〟のスペルヴィオを仲間にいれるのに失敗したから、私に会いに来たのね。スペルヴィオと私が組んで、貴方たちに敵対しないように。今、スペルヴィオの手にある〝嫉妬〟のシンボルが再び、私の手に戻もどると厄やつ介かいだから」

　何か計画があるのならば、不確定要素は出来るだけ排除しておいた方が良い。

〝嫉妬〟のシンボルを持った美愛は、障害になりうると判断したのだろう。

　美愛が仲間になると言えば、無防備になった背後から仕留める。もし、仲間になることを拒きよ否ひしても、ここで確実に殺しておく。

　それがルクスリアの目的だ。

「その通りだ。エンヴィア。私は喋るのが苦手だ。でも、私は君に選ばせてやりたかった」

　敵意を露あらわにしたルクスリアが告げる。




「大人しく殺されるか、足あ搔がいてなぶり殺しにされるか。そのどちらかをな」




　美愛は留め金になっているブローチを外して、黒いローブごとルクスリアに向けて、投げつけた。黒いローブがルクスリアの眼前で大きく広がる。

　少しは目め眩くらましになるはずだ。

　美愛は踵きびすを返して、駆かけ出した。

　──とにかく、〝嫉妬〟のシンボルを手に入れなければ、話にならない。

　視界から消えることができれば、〝嫉妬〟の気配を察知されることはない。上手く逃げきる自信はあった。

　狭せまい路地裏へと──。




　銃じゆう声せい。

　それと同時に、美愛の左ひだり肩かたを何かが貫かん通つうした。

　その衝しよう撃げきによろめくが、何とか踏ふん張って、美愛は走り続けた。

　激痛に顔を顰しかめる。

　──噓でしょう!?

　ルクスリアの射しや撃げきの腕うでに驚きよう嘆たんする。

　黒いローブ程度では目眩ましにもならなかったらしい。

　撃たれた肩を右手で強く押さえる。それでも溢あふれだした血が左腕を伝って、地面に滴したたり落ちた。これでは、血の跡あとが辿られてしまう。

　──最悪だ。左腕が上手く動かせない。

　逃にげ切れない。

　──これから、これからなのに！

　奇き跡せき的に〝嫉妬〟のシンボルを手に入れられたとしても、手負いの状態では戦えない。

　こんな状態で勝ち目など万に一つもなかった。

「私の囚しゆう人じんたち、あの小こ娘むすめを殺しなさい！」

　ルクスリアの声に、男たちの上げる雄お叫たけびが重なる。

　男たちが武器を振ふり上げて、こちらに向かってくるようだ。

　美愛は死に物もの狂ぐるいで、狭い路地裏を走る。

　武器もない。〝嫉妬〟の能力も無い。逃げ切れそうにもない。でも、死にたくない。

　──いや、ダメだ。

　美愛は悲観的な思考を振り払はらう。

　──無いものを数えてたら、ダメなんだ。

　いつしか零司に言われた言葉を思い出す。

　──自分が胸を張って、これだけは有ると言えるものを数えるんだ。

　そうだ。自分に有るものを数えよう。

　そう考えて、美愛は思わず自じ嘲ちよう的に笑ってしまった。

　今の自分に有るものなんて、一つだけだ。

　たった一つだけなのだ。

　──変わりたいという思い。それだけだ。

　今までの自分が嫌きらいだった。他人に憧あこがれて、羨うらやむだけの自分が嫌いだった。

　私は変わりたい。

　──そう、あの、イラ・エンペルト・ドラゴニカのように。

　偽にせ者ものだろうがそんなことは関係ない。

　私はあのイラに憧れ、あのイラのようになりたいのだ。

　私は──。




　躓つまずいた。

　何に躓いたのかはわからない。

　勢いづいて、足がもつれて、前に倒たおれ込んだ。

　倒れている余よ裕ゆうなどない。

　走り続けなければ逃げ切れない。

　荒あら々あらしい男たちの声がすぐそばまで迫せまってきている。

　逃げなければ、今は、逃げなければ──。

　左肩から流れ出す血が、身体からだから力を奪うばっていく。

　一度崩くずれた体勢を立て直すのには、ひどく体力を使う。

　美愛は這はいつくばってでも進もうとする。

　こんな所では死ねないのだ。

　こんな所で──。




　倒れこんだ美愛が振り返ると、凶きよう悪あくな釘くぎバットを振りかぶった男が、「イヒヒ」と変な声を上げて、奇き妙みように引きつった笑いを浮うかべて──。




　──イヤだ！

　ここで死ぬなんて、まだ、私には──。




　釘バットが振り下ろされる。




　そして、美愛が脳のう裏りに思い描えがいたのは、

　──結ゆう城きくん、助けて。

　結城零司の姿だったが、その姿が現れることはなかった。




　　　　※




「有あり瀬せ比ひ奈な。〝怠たい惰だ〟の野や獣じゆう種の種族王、アセディナだよ」




　猫ねこ耳みみフードのパーカーを着た少女はそう名乗った。




　──またか。

　ズキン、と頭痛がする。

　──一体何だっていうんだ。




「驚おどろくと思ったんだけど、意外に驚かないんだね」

　比奈はがっかりした様子で呟つぶやいた。

「驚くも何も……」

　僕は小さく頭を振ると、

「記き憶おくがあやふやで──いろんなことを忘れているみたいで、君が何者なのかも分からないんだ」

　ため息混じりに答える。

　比奈は「ふぅん」とジロジロこちらを見て、「あ、そうか。〝憤ふん怒ど〟のシンボルを奪われちゃったせいか」と合が点てんがいったような顔をした。

　美愛もそのような事を言っていた覚えがある。

「あーもう。こりゃやばいな。どうしよう」

　比奈は急にしゃがみこんで、近くに落ちていた小枝を拾うと、地面に何やらグリグリと押し付け始めた。

「あかーん。本気をだすのが遅おそすぎたー」

　萌もえ花かはいつの間にか泣き止やんでいて、比奈の行動をキョトンとした顔で見ている。

　僕は恐おそる恐る、

「あの、有瀬さん──」

「比奈でいいよ。もしくは、アセディナで」

　口を尖とがらせた比奈に言葉を遮さえぎられた。

「比奈さん、そのフンドのシンボルって、何なのか教えて欲しいんだけど」

　ずっと感じ続けている喪そう失しつ感かん。それは、僕がそのフンドのシンボルを失ったせいではないだろうか。

「比奈でいいってば」

　膨ふくれっ面つらをしながらも、比奈はパーカーのポケットから、

「こんなの、見覚えないよね？」

　羽の生えた妖よう精せいの形をした白い駒こまを取り出した。

「これは〝暴食〟のシンボルだけど、君の身体の中には、これによく似た〝憤怒〟のシンボルが埋うめ込まれていたのさ」

　ズキン、と頭痛がする。

「見覚えは──ない」

　──あるような気がした。

　僕は急に不安を覚える。

　頭痛は、思い出すなという警けい鐘しようではないのか。

　だから、思わず噓うそをついてしまった。

　心臓の鼓こ動どうが速まっていく。

「君が何も憶おぼえていないのは、〝憤怒〟のシンボルを奪われたせいで、強力な暗示に対する抵てい抗こう力を失ってしまったからだよ。皇座バトル争奪戦スローネの始まりを告げるあの鐘かねか、或あるいは、誰だれかに〝刷インりプリン込テイみングの鈴・ベル〟を使われたか。どちらにせよ。もうオシマイさ」

　小枝がベキッとへし折れて、比奈はそれを投げ捨てた。

「〝虚きよ飾しよく〟のアイツが上う手まくやったんだろうなー。〝憤怒〟のシンボルが身体の中にあった影えい響きようで、一いつ般ぱん人よりは抵抗力があったはずなんだ。君が忘れたくないって強く思えば、すぐ思い出せるくらいには抵抗できたはずだよ。でも、たぶん、精神的に追い込んで、忘れたいって思わせたんだな」

　──虚飾。

　その言葉を聞いて、また、頭痛がする。ズキズキと頭が痛む。

　僕はその痛みを堪こらえながら、

「……何とか思い出せないか？　その、忘れてしまったことを」

「無理だよ。君はもう忘れてしまったんだ」

　比奈は肩をがっくりと落として、ため息をつく。




「とても大事なことなのに、忘れたんだ。思い出せるはずがない」




　──やはり、思い出せないのか。

　いつもなら、そう聞けば僕は安あん堵どしたに違ちがいなかった。

　思い出せないなら仕方ないと、僕は諦あきらめただろう。

　しかし、今は違っていた。

　僕は何も考えられなくなるくらいひどく落らく胆たんし、深い後こう悔かいの念を覚えている。

　忘れてはいても、大切なものを失ったという事実を、心が理解しているからだ。

「ねえ、レイジくん、忘れちゃったの？」

　萌花がこっちを見ていることに気付く。泣いたせいか、目の縁ふちが赤く腫はれていた。

「イラちゃんのことも？」




　──イラ？




　記憶の奥底から、何かが浮かんできそうになる。




　──余はお主を必要としておる。




　胸が急に苦しくなる。僕は思わずシャツの胸むな元もとをギュッと強く握にぎる。

　電気が走ったみたいに身体が震ふるえた。

　とてつもない喪失感のせいで、まるで身体の中心に穴が空いたみたいに思えた。

　知っている気がする。

　何かがこみ上げてきそうになる。

　──それでも、ダメだ。思い出せない。

　──どうしても思い出せない！




「コラー！　可愛かわいさ九十五点、銀ぎん髪ぱつさらさらヘアーの見み目め麗うるわしき余を忘れるとは、ふざけるでなーい！　ああ、情けない！　つまんない！　余はおもしろくなーい！　一度見たからには心の奥底に焼きつけよ！　二度と忘れぬように刻みこむが良かろ！　余を誰だと思っておるのだ？　〝憤怒〟の竜りゆう姫ひめ、イラ・エンペルト・ドラゴニカである！」

　赤いマントを翻ひるがえし、両手を振ふり上げて、萌花が憤ふん慨がいした。




　そして、萌花は僕の胸を拳こぶしで叩たたく。

「イラちゃんがね、レイジくんに助けて欲しいって言ったんだ！　レイジくんが必要だって言ったんだ！　今もどこかでイラちゃんが、レイジくんのことを待っているのに！　どうして、忘れるの！　なんで、忘れちゃうの！　忘れちゃだめじゃない！　いろんな事があったんだよ！　三人で一いつ緒しよにご飯だって食べたんだよ！　学校にだって一緒に行ったんだ！　レイジくんのばかっ！　そんな大事なこと、絶対に、忘れちゃダメだよ！」

　泣きながら、何度も、何度も胸を叩いた。
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　萌花が拳を振るう度たびに、記憶を遮しや断だんしていた壁かべが一つずつ壊こわれていく気がした。

　その悲痛な言葉が、記憶の蓋ふたを無理やりこじ開ける。そして、出口を探し求めて荒あれ狂くるっていた思いが、洪こう水ずいのようにそこから溢あふれ出してくる。

　熱い何かがこみ上げてきて、気づくと僕は、ボロボロと涙なみだを流していた。

「……ごめん」

　僕は──。

「ありがとう、萌花」

　萌花はいつも僕に──。

「アセディナ。〝憤怒〟の気配は辿たどれる？」

　比奈は虚きよを衝つかれた様子で、「う？　分かるけど」と猫ねこ耳みみを揺ゆらして首を傾かしげた。

「他ほかにもアセディナには色々聞きたいことがある。〝怠惰〟のシンボルのことや、学校で何があったのかも教えて欲しい」

「……ああ。うん、いいとも」

　合点がいった様子で、嬉うれしそうに比奈は快かい諾だくした。

　僕は萌花の肩かたをしっかりと摑つかむ。

「萌花は、家で晩ご飯の用意を頼たのむ。カレーでいいや。とびきり辛からいやつで」

　服の袖そででゴシゴシと涙を拭ぬぐいながら萌花は、

「……分かった」

　と俯うつむいて答えた。

「晩ご飯までには、イラを連れて必ず帰るから」

「……うん」

　顔をあげた萌花は赤いマントを外すと、

「これ、イラちゃんに返してきて」

　僕はそれを受け取る。

「じゃあ、イラを助けに行ってくる」

　萌花はようやくそこで、

「私は、腕うでによりをかけて、美味おいしい晩ご飯作って待ってるからね」

　柔やわらかく微笑ほほえんだ。

　その笑え顔がおに何度救われた事かしれない。




　萌花はいつも僕に大切なことを思い出させてくれる。




　　　　※




「立て！」

　力を失いかけた身体からだが無む理り矢や理りに起こされる。

「前に進め！」

　無意識に足が動く。踏ふみ込んだ一歩は力強く、次の足で前へと駆かけ出す。

　釘くぎバットが背後で空を切る音がする。

「ここまで来い！　エンヴィア！」

　暗い路地裏を駆ける。前方から光が射さし込んでいる。

　光のある方へ──。

　駆け抜ぬけた。




「忘れ物だ。〝嫉しつ妬と〟のエンヴィア・ニース・サーペンティア」




　蛇へびを模した青色の駒が放ほうり投げられる。

　園城美愛は、荒あらい息をつきながら、それを右手で摑みとる。

「せっかくの皇座バトル争奪戦スローネ、戦う前に死ぬなんてつまらんだろう。それで少しは戦えるようになる。戦って死ぬことこそ、戦士の誉ほまれだ」

　路地を抜けた大通り。

　そこにいたのは〝傲ごう慢まん〟の、スペルヴィオ。

　だが──。

「……助かったわ。ありがとう。でも、貴方あなたは大だい丈じよう夫ぶなの？」

　スペルヴィオの有様は酷ひどかった。爆ばく風ふうに焼かれたのか、左半身が煤すすけて酷ひどい火傷やけどを負っている事がわかる。鎧よろいも何とか形をとどめている程度に損そん壊かいしていた。立っているのもやっとといった様子だ。どこか出血もしているらしく、点々と血の道が続いている。

「……まぁ、少し、休きゆう憩けいが必要だな」

　いつ何時でもその勇ゆう猛もうさ、傲慢さプライドが取り柄えだったスペルヴィオが、弱音を吐はくくらいなのだから、相当なダメージと考えていい。

　かくいう美愛も、失血による体力の消しよう耗もうが激しかった。

　左ひだり肩かたからは止まることなく血が溢れだしている。

　種族王にも致ち命めい傷しようを与あたえられると、ルクスリアが豪ごう語ごするだけはあった。

「貴様もひどい怪け我がだな。何なら、俺が〝色しき欲よく〟を倒たおしてやろうか？　元々そのつもりでここまで来たからな」

　今にも倒れそうな身体で、よくそんな口を利きけるものだと、美愛は感心する。

「いいえ。あれは私の敵……邪じや魔まをするなら、貴方から倒すわ」

　強がった美愛の言葉に、スペルヴィオは、口を歪ゆがませて、

「了りよう承しようでもしていたら、〝嫉妬〟のシンボルを奪うばって殺していた所だ」

　クックッと愉ゆ快かいそうに笑った。

　その時──。

「イヒヒヒヒ！」

　追いついてきた釘バットの男が、襲おそい掛かかってきた。

　振り返りながら、美愛は〝不イン可ビジ視ブルの・掌握タツチ〟を使おうとするが、感情力が溜たまっていないことに気づき、唇くちびるを嚙かむ。それに、彼は操あやつられているだけだ。怪我をさせるわけにもいかない。どうしたものかと、逡しゆん巡じゆんする。

「〝愚者はトラスト従う・ミー〟」

　スペルヴィオの獅し子しを模した〝傲慢〟のシンボルが光を灯ともした。

「止まれ！」

　その声が届いた美愛と、釘バットの男が動きを止める。

　スペルヴィオは一歩踏み込んで、渾こん身しんの右ストレートを釘バットの男の顔面に叩き込んだ。釘バットの男は吹ふっ飛んで地面を転がり、壁に身体を打ちつけて、動かなくなる。

「躊躇ためらうな。襲ってくる者に容よう赦しやなどいらん」

　そんなスペルヴィオの足元には、今の行動だけで、血が滴したたって小さな血溜まりが出来ている。やはり、強がっていても、まだ戦える状態ではないようだ。

「言ったはずよ、これは私の戦い。手を出さないで欲しいわ」

　スペルヴィオの自尊心を傷つけないように、美愛はやんわりと言った。

〝嫉妬〟の感情力が溜ためられていない美愛にとって、加勢は感謝すべきものだったが、このままではスペルヴィオを巻き込んで共とも倒だおれになってしまう。

　何とかルクスリアは自分が引き受けて、スペルヴィオだけでも逃のがさなくてはならない。

　──でも、どうすれば？

　そこへ、路地からワラワラと男たちが出てくる。

　さらに、

「お前は〝傲慢〟のスペルヴィオか。獅子王ともあろうものが、半死半生の様だな。我らへの協力を拒こばむからそんなことになるのだ」

〝色欲〟のルクスリアが現れた。

「見苦しい姿だ。私がトドメを刺さしてやろう」

　リボルバーの銃じゆう口こうがスペルヴィオに向けられる。

「やってみせろ！　貴様ごときがこの俺を倒せるものか！」

　怒ど鳴なるスペルヴィオだったが、勝算は低いように思えた。

　確かに〝愚者はトラスト従う・ミー〟なら、向けられた銃口を逸そらすこともできるし、ルクスリアに撃うてなくさせることも出来る。ただし、それらは一いつ瞬しゆんの行動制限に過ぎなかった。

　そう何度も連続して〝愚者はトラスト従う・ミー〟は使えない。

　──ダメだ。せめて私が身代わりに！




「美愛！」




　ルクスリアの注意がその声に向けられる。

　そこにいたのは、赤いマントを手に駆けてくる結城零司である。

　距きよ離りにして数十メートル。大通りの向こうから、こちらに向かってこようとしていた。

　その姿を見た瞬しゆん間かん、

「結城くん、邪魔よ！　何しに来たの！」

　思わず悲鳴に近い声を上げてしまう。

　零司は全すべてを忘れ、平へい穏おんな生活へと戻もどったはずだった。〝憤ふん怒ど〟のシンボルも持たない零司が来た所で、状じよう況きようは何も変わらず、ただ被ひ害がいが増えるだけだ。

　──なぜ、戻ってきたの！

　当然、零司を助けている余よ裕ゆうなど、美愛にはない。




「全部思い出した！　僕がイラを助ける！」




　零司が叫さけんだ。

　信じられない言葉だった。美愛はそれが意味することに衝しよう撃げきを受ける。

　様々な思いが、美愛の胸の中でグルグルと交こう錯さくした。

　ルクスリアは「馬ば鹿かめ」と侮ぶ蔑べつの言葉を吐いて、銃口を零司に向ける。

　──同意する。零司はバカだ。大バカ者だ。でも。

　銃じゆう声せい。

　零司を狙ねらった弾だん丸がんは──。

〝嫉妬〟のシンボルが光を灯している。

〝不イン可ビジ視ブルの・掌握タツチ〟と呟つぶやいた美愛の、見えざる腕によって、弾丸は零司から逸れた。

　怪け訝げんそうに眉まゆを顰ひそめるルクスリア。それもそのはずで、彼女のリボルバーの銃じゆう身しんは今しっかりと、見えない手によって摑まれている。

　──そう簡単には、新しい自分に変われないらしい。

　零司が記き憶おくを取り戻した理由に、美愛は気付いてしまった。彼が抱いだいた〝刷インりプリン込テイみングの鈴・ベル〟の効果を打ち消すほどまでの強い思いは、美愛に対してのものではない。

　その口ぶりからすると、やはり、

　──イラ・エンペルト・ドラゴニカ。

　彼女の存在が、零司にとって、美愛よりも大きい事に他ならない。

　イラへの嫉妬、それは美愛の成長過程において、常に付きまとってきた影かげだ。美愛はずっと、あのイラに嫉妬してきたのだ。

　──一体、あの女は何なのだ。

　美愛は自分が思っている以上に、嫉しつ妬と深ぶかい。

　零司がここへ来た時に、美愛は一瞬、自分を助けに来たのではないかと思った。

　ピンチにかけつけるヒーローみたいに来てくれた、なんて淡あわい幻げん想そうを抱いてしまった。

　──バカは自分だ。

　美愛は、今、激しく嫉妬していた。

「スペルヴィオ。行きなさい」

　美愛の言葉に、

「……いいのか？」

　スペルヴィオはわずかに眉を寄せる。

「貴方の敵は、あのイラでしょう？　彼女はここにはいない。急いだ方がいいわ。結城くんに先をこされたくなければね」

　スペルヴィオは破顔すると、

「フン。それは不愉快だな。あのイラは俺が倒すべき相手だ」

　そう答えて〝憤怒〟の気配がする方向に走り始めた。

　走る事が出来るなんて、この短い間にどれだけ回復したのか。

　恐おそるべき体力。さすが筋肉のお化けである。

「結城くんは、スペルヴィオの後を追って！」

　零司は見たところ一人だ。種族王でもないため、〝憤怒〟の気配を辿たどる事はできない。だから、スペルヴィオがいいナビゲーションになるだろう。実に便利だ。

「でも──」

　零司は心配そうな顔をしている。

「イラを助けたいなら、私を信じて！」

　ルクスリアが力任せに、見えざる腕うでを振ふり払はらう。身体からだを持っていかれそうになって、美愛はその銃身を摑つかむ手を離はなした。

「……わかった」

　零司は美愛から視線を外して、スペルヴィオの後を追う。

　再び、銃声。

　それでも、零司はもう振り返らなかった。

　美愛は地面に膝ひざをつく。ルクスリアの放った銃じゆう弾だんが右の太ももを貫かん通つうして、立っていられなくなったせいだ。

「私の囚しゆう人じんたち、エンヴィアを殺せ！」

　武器を持った男たちが、雄お叫たけびを上げて向かってくる。

「無様に殴なぐり殺されろ！　エンヴィア、この世界に女は私だけでいい！」

　ルクスリアの勝利に酔よった高笑い。

　──バカじゃないの？

　美愛は拍ひよう子し抜ぬけする。〝色欲〟のルクスリアが、ハーレム化計画とやらを企たくらんでいると、風の噂うわさに聞いていたが、もしかして、そんな単純なものだったのだろうか。

　この世界に女は私だけでいい？

　──このヘンタイが。

　そして、なぜ、すぐにでも撃ち殺せばいいものを、わざわざ足を撃って、男に殺させようとしたのか。

　──そんなことで動けなくなるとでも思ったのだろうか？

　美愛はこの数すう瞬しゆんで、近くの街路灯に見えざる腕を伸のばしていた。

　そして、街路灯を強く摑むと、自分の体を思い切り引き寄せる。向かってくる男たちを尻しり目めに、美愛は空へと高く飛ひ翔しようした。

　いつか、〝嫉しつ妬との怪かい物ぶつ〟が、自分の能力をこんな風に使っていた。

〝不イン可ビジ視ブルの・掌握タツチ〟は、遠くの物を動かすだけの力ではない。

　使い方によっては、自由に空だって駆かけることができる。

　空の高みで、美愛はクスリと笑う。

　あれほど嫌けん悪おしていた〝嫉妬の怪物〟を真似まねることがあるとは思ってもいなかった。ああはなりたくないものだと考えてもいた。

　でも、今の自分はまさしく、あの時の〝嫉妬の怪物〟に違ちがいなかった。

　──零司に思われるイラをこんなにも嫉妬しているのだから。

　武器を持った男たちは為なす術すべなく空を見上げ、ルクスリアは銃じゆうを乱射する。

　──だが、もう遅おそい。

　銃弾が頰ほおをかすめて、血が飛び散る。

　美愛は見えざる腕を使って、ルクスリアの背後にある建物の一部を摑む。そして、思い切り引き寄せた。今度はルクスリアに向かって、美愛の身体は瞬しゆん時じに加速する。

　まっすぐに、さながら弾丸のように。

　同時に、見えざる腕を引く。もう一本の自分の腕として、殴りかかる前の腕のように強く後ろに引く。

「エンヴィアアアアアアアアア！」

　ルクスリアが咆ほう哮こうし、狂くるったように銃を撃っている。でも、当たるはずがない。弾丸に弾丸は当てられないのだから。

〝不イン可ビジ視ブルの・掌握タツチ〟は、遠くの物を動かすだけの力ではない。

　使い方によっては──。

　鋭するどく尖とがらせ、伸ばされた見えざる腕が、加速した一本の矢となって、ルクスリアの腹部を貫つらぬいた。

　ルクスリアの瞳ひとみが驚きよう愕がくに見開かれ、

「──が、馬鹿……な！」

　美愛はそのままルクスリアに身体ごとぶつかって、地面を転がる。

　ルクスリアの左手から、〝色しき欲よく〟のシンボルが転げ落ち、武器を持った男たちが意識を失って次々に倒たおれた。




　美愛は身体をゆっくりと起こして、〝色欲〟のシンボルを拾い上げる。

「……私、結構、強いじゃない」

　血の気を失った口元を綻ほころばせて、微び笑しようを浮うかべた。

「……でも」

　──女の子がこれだけバッサリと髪かみの毛を切ったのに。

　それなのに、全く気付かないとはどういうことだ。

「……何か一言あるよね。普ふ通つう」

　状況がそんな場合じゃないことは分かっている。

　──分かってはいるが、

「……それでも、何か言って欲しかったな」

　今はまだ自分が〝嫉妬〟する事しかできなくても、いつかは零司が放っておけないくらい魅み力りよく的に──。




「……なりたかったなあ」




　美愛は崩くずれ落ちるように、倒れた。

〝色欲〟と〝嫉妬〟のシンボルが地面に転がる。




　そこに影が一つ現れて、その二つのシンボルを拾い上げた。







　第七章　暴食　Gula







「ねえ、何してんの？」

　壁かべにもたれて体育座りをしていた有あり瀬せ比ひ奈なが顔を上げると、いつの間にか、ゴスロリ服で金きん髪ぱつツインテールの少女がこちらを見ていた。警けい戒かいしているのか、こちらから距きよ離りをとっている。

「ああ、やっときたね。君なら間ま違ちがいなく来ると思っていたよ」

　比奈は立ち上がって、ショートパンツの汚よごれを手で払った。

「そりゃ、こんなに〝暴食〟の気配がしてたら、来ないわけにはいかないじゃん。おちおちケーキも食べてらんないよ。あたしに何か用があるんでしょ？」

「うん。ボクはこれを君に返そうと思って」

　パーカーのポケットから取り出したのは、妖よう精せいを模した白い──〝暴食〟のシンボルだった。

「は？　なんで？　意味わかんない。何か企んでんの？」

「何も企んでないよ」

「絶対、企んでるし。気味悪い。正体隠かくして裏でコソコソやっててさ。あたしはあんたが〝怠たい惰だ〟の種族王だって、知ってんだかんね！」

　比奈は大げさに肩かたを竦すくめてみせた。

「そうだよ。ボクが〝怠惰〟のアセディナさ。生憎あいにくと〝怠惰〟のシンボルはすでに奪うばわれてしまったけれども」

「なんだあたしと一いつ緒しよのドロップアウト組じゃん。どうせ、寝ねてて盗ぬすまれたんでしょ。ダサーい！」

　そんな挑ちよう発はつを意にも介かいさずに比奈は続ける。

「ボクも君に〝暴食〟のシンボルを渡わたすのは、危険だと思ってる。できれば、返したくない。種族王の中でも、君は一番、何をしでかすかわからない人物だ。良くない結果を招くことになりそうだ。だからこそ、竜りゆう姫ひめイラは君を最初に倒そうとしたんだからね」

「へえ、わかってんじゃん。なのに、返すんだ？」

　ツインテールの金髪少女、〝暴食〟のグーラは冷れい笑しようする。

「これが、結ゆう城き零れい司じの判断だからだよ」

　比奈は鋭い視線でグーラを睨にらみつけた。

「竜姫イラから、如月きさらぎ萌もえ花かに託たくされた〝暴食〟のシンボルは、ボクの手の中で気配を隠されて、無事に結城零司のもとに届けられた。そして、今度は結城零司から君へ届けるようにボクに託されたんだ」

「あーそうなんだ？　レイジがあたしに返してくれるって？」

　まるで幼い少女のような屈くつ託たくのない笑えみを浮かべて、グーラは喜んだ。

「ただし、条件が一つある」

「条件なんて、あたしが守るとでも思ってんの？」

　そんなグーラの言葉を無視して、

「無関係な人間の血を吸わないこと」

「イヤよ！　血を吸わないと、あたしが能力使えないじゃん！」

「それは問題ない」

　比奈はパーカーのフードを脱ぬぐと、襟えり元もとをずり下げて自分の首筋を露あらわにした。ショートカットの柔やわらかな髪が風に揺ゆれる。

「ボクの血を吸っていい」

　予想外の言葉だったらしく、グーラは一いつ瞬しゆん言葉を失ったようだった。

「〝怠惰〟のシンボルを奪われたとはいえ、ボクは種族王だ。充じゆう分ぶんに戦えるだけの力は得られるはずだよ」

「それ意味分かってんの？　あたしが血を吸ったら、あんたはもうシンボルを取り戻もどしても戦えなくなるくらい弱るんだ。さすがに意識は失わないと思うけど」

「分かってる。ボクがやろうとしてることは、戦うことじゃない。少し身体からだが動かせればそれでいい」

「それにさ、あんたの血を吸って、さらに他ほかの人間の血も吸うかもしんない。あたしと約束したって、何の保証もないんだ」

　比奈は小さく首を横に振ふった。

「変わったね。グーラ」

「……は？　意味分かんない」

「以前の君だったら、そんなこと聞かずに、〝暴食〟のシンボルを奪って、ボクの血を吸い、他の人間にも手をかけていただろう」

　グーラはなにか言いたげに小さく唸うなって、しかし、黙だまった。

「ボクが〝怠惰〟のシンボルさえ奪われなければ、こんなことにはならなかったんだ。その責任を取らなくちゃならない」

　比奈は愛あい嬌きようたっぷりに、

「最終決戦なのに、誰だれとも戦わないって、〝怠惰〟の種族王っぽいしね」

　ニヒッと笑う。

　グーラはそんな比奈を、信じられないものを見るような目つきで見ていたが、

「わかった。人間の血は吸わない。だから、〝暴食〟のシンボルを返して。他に条件はないんでしょ？」

　小さな手を差し出した。

「もちろんだよ。その条件だけ守ってくれれば、君は好きに戦ってくれていい」

　比奈はその手に、〝暴食〟のシンボルを載のせる。

「ふうん。まぁ、あたしは戦えればそれでいいや。煌こう帝ていになれるチャンスなんて、聞いただけでヨダレもんだし」

〝暴食〟のシンボルが再び自分の手に戻ってきたのが嬉うれしいのか、グーラはそれに頰ずりしたあと、ペロッと舐なめた。

「……やっぱ甘いね♪」

「それ、ずっとボクが握にぎっていたんだけど……」

　比奈は思わず苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔になった。

「さて、それじゃあ……〝怠惰〟の種族王、アセディナの血はどうかな？」

　グーラは妖よう艶えんな仕草で唇を指でなぞると、




「赤くて甘い血を舐めさせてね」




　比奈に飛びつき、その白い首筋にカプリ、と嚙み付いた。




　　　　※




　アセディナは、こちらの世界にやって来る前に、〝怠惰〟のシンボルを奪われたのだという。その話で、パズルのピースが全すべて揃そろった気がした。

　──イラと萌花を襲おそった〝強ごう欲よく〟のアヴァリィ。

　彼によってイラは囚とらわれの身となった。

　──僕の前に現れたのは〝色欲〟のルクスリアと、〝怠惰〟のイリト。

　イリトは僕に取引を持ちかけ、ルクスリアは僕を襲った。二人の目的は共に〝憤ふん怒ど〟のシンボルを手に入れることだった。

　──漆しつ黒こくのドレスを身に纏まとった〝憤怒〟のイラ・エンペルト・ドラゴニカ。

　僕の知るイラを〝虚きよ飾しよく〟の種族王と言い、自身が〝虚飾〟ではなく、〝憤怒〟であることを、〝破デイエス壊・イラ〟の力を使うことで証明してみせた。

　そして、僕は〝憤怒〟のシンボルを、イリトに奪われてしまった。




　誰が何を企たくらみ、何を為なそうとしたか。

　──誰が本物で、誰が偽にせ者ものか。

　誰かの手のひらの上で操あやつられているような感覚は、間違いではなかった。

　綿密に仕組まれた相手の策通りに僕は動いていただけだ。

　戦う力は、僕にはない。でも、戦う意志ならある。

　このままでは終われない。

　騙だまされたままで、全てを忘れるわけにはいかなかった。




「隠れておったと思えば、己おのれから姿を現したか。余に命いのち乞ごいでもしにきたか？」




　Ａ区の中心。大きなスクランブル交差点。

　乗り捨てられた車たちが、物言わぬ顔で止まっている。

　漆黒のイラは現れた時と寸すん分ぶん違たがわぬ姿で、黒い傘かさを手に悠ゆう然ぜんと歩み寄ってきた。彼女の頭上では、僕の知るイラを閉じ込めた巨きよ大だいな結けつ晶しようが浮ふ遊ゆうしている。

　それに対たい峙じするのは〝傲ごう慢まん〟のスペルヴィオ。

　手負いの彼は精せい彩さいに欠け、肩で荒あらく息をついている。

「……命乞いをするのは貴様だ。〝憤怒〟の竜姫イラ。最初のターンは貴様にくれてやった。だが、次は俺のターンだ。そして、二度と貴様のターンはやってこない。この俺が貴様を叩たたきのめすからだ！」

　威い勢せいよく声を張り上げるスペルヴィオの背後から、やや遅おくれて僕が追いつく。

　ずっと走り続けてきた僕は完全に息が上がっていた。

　汗あせがとめどなく溢あふれ、黒いアスファルトに滴したたり落ちる。

「……待て、スペルヴィオ」

　僕はそれでも声を絞しぼり出す。

「……そいつは、〝憤怒〟のイラじゃない！」

　何から何まで辻つじ褄つまが合っているようで、本当は合っていなかった。

　辻褄が合うように、見せかけられただけだった。

　七人しかいないはずの種族王、しかし、現れた八人目、〝虚飾〟の種族王。

　誰がこの〝虚飾〟であるかによって、話は大きく様相を変える。

「美み愛あは賭かけに勝っていたんだ」

　僕の知るイラを〝虚飾〟に仕立て上げる。それこそが、八人目の計略の全てだった。

「お前は偽者のイラ。そして、その結晶に閉じ込められているのが、本物の〝憤怒〟のイラ・エンペルト・ドラゴニカだ」

　漆黒のイラはさも可笑おかしそうに、

「下らぬ。余が〝虚飾〟ではないことは証明してみせた。〝憤怒〟の種族王たる証あかしの〝破デイエ壊ス・イラ〟の力も使ってみせた。何をもってお主は、そのような戯たわ言ごとを抜ぬかすのだ。憐あわれ、ただ真実から目を背そむけたいだけであろ？」

　僕の言葉を一いつ蹴しゆうする。

　しかし、僕には確信があった。

「それなら、〝憤怒〟のシンボルを見せてみろよ。〝破デイエス壊・イラ〟の力を使った時には、持っていなかったよな。シンボルを使う条件は、手に持って、定められた言葉を言うことだって自分で言ったじゃないか。なぜ、シンボルなしに〝破デイエス壊・イラ〟の力が使えた？」

　漆黒のイラは黙る。

　シンボルを取り出そうともせず、険しい顔つきでじっとこちらを見つめるばかりだ。

　そこにさきほどまでの余よ裕ゆうは微み塵じんも感じられない。

　そして、その沈ちん黙もくこそが、僕の仮説を裏付ける証しよう拠こだった。

　もし、今、〝憤怒〟のシンボルを見せられていたら、僕の仮説は全て崩くずれ去っていた。

「見せられないんだ。なぜなら、お前は〝破デイエス壊・イラ〟の力が使えないから。〝憤怒〟のシンボルを持っていても意味が無い。だって、お前は〝虚飾〟の種族王ではなくて──」

　こう考えれば、筋道が通る。




「〝強欲〟のアヴァリィだからだ」




〝破デイエス壊・イラ〟の力を使ったということ、それから、ここに〝憤怒〟の気配がしていること。

　それらから、〝虚飾〟が他の種族王のシンボルを手にすることで、その能力が使えるということは事実だろう。

　ただし、それは他人の姿に変わる能力ではない。

　他人の姿になれるのは、おそらく、〝強欲〟の能力だ。

　なぜ、〝強欲〟のアヴァリィがイラと萌花を襲ったか。

　主な目的は、イラの言葉を封ふうじることにあったのだと思う。

　イラを結晶に閉じ込めることで、完全に口を封じる。そして、イラそっくりの姿になって、本物の〝憤怒〟の種族王であることに真実味をもたせた。

　全てはイラを〝虚飾〟に仕立て上げるためだ。

　勿もち論ろん、〝虚飾〟が〝強欲〟のシンボルを持てば、姿を変えることも出来る。

　しかし、向こうにはもう一つの目もく論ろ見みがあった。

　それは、言葉の駆かけ引きだけで、戦わずして〝嫉しつ妬と〟のシンボルを手に入れること。

　イラと漆黒のイラ、どちらが〝虚飾〟であるかに、〝嫉妬〟のシンボルを賭けさせる。

　真実という言葉をちらつかせ、本物か偽者かで揺ゆれる僕たちの心を巧たくみに操って、偽者が〝虚飾〟であると思い込ませたのだ。そもそも、両方〝虚飾〟ではないため、賭けにさえ乗ってくれば、勝利は確定している。

　このために、漆黒のイラは〝虚飾〟ではなく、〝強欲〟が演じる必要があった。

　彼らの作戦は完かん璧ぺきで、僕と美愛はまんまと罠わなにかかってしまった。

　しかし、用よう意い周しゆう到とうに仕組まれた彼らの企みも、〝傲慢〟のスペルヴィオの登場によって、歯車が狂くるい始める。

　彼らはどうしてこのようなまどろっこしい策を弄ろうしたか。

　それについても、スペルヴィオの行動で推測できる部分がある。

　──彼らは戦いたくなかった。

〝破デイエス壊・イラ〟の威い力りよくは圧あつ倒とう的だった。それを使えば、〝傲慢〟のスペルヴィオや、〝嫉妬〟のエンヴィア、そして、〝破壊とレイジ・消イレ去イザー〟が使える僕とも、対等に、むしろ有利に戦えただろう。

〝破デイエス壊・イラ〟が使えるならば、策を弄する必要など、どこにもない。

　そう、無尽蔵に〝破デイエス壊・イラ〟が使えるならば、である。

　おそらく、〝破デイエス壊・イラ〟は、僕の〝破壊とレイジ・消イレ去イザー〟と同じで、そう何度も使える力ではない。

　スペルヴィオに戦せん闘とうを仕し掛かけられ、仕方なく〝破デイエス壊・イラ〟を使ったのだ。

　──誰が？

「いるんだろ？」

　今回の皇座バトル争奪戦スローネを企んだ者。

「〝憤怒〟の気配をさせるためには、アヴァリィの近くに、〝憤怒〟のシンボルを持った君がいなければならない」

　アヴァリィ自身は〝強欲〟の気配を隠かくす必要がある。

　変身してしまえば、〝強欲〟の気配がしなくなるのか、或あるいは、美愛が怖おじ気けづくほどの〝憤怒〟の気配に、〝強欲〟の気配を紛まぎれ込ませたのか、気配を感じ取れない僕には定さだかではない。

「エンジンがかかったままなのは、乗り捨てられたからだと思ってた」

　周囲にある鏡面加工のビルは、夏の厳しい陽光を反射している。

「その車の中って、さぞかし涼すずしいんだろうね。でも、高みの見物はもう終わりだ」

　僕は額に流れる汗を拭ぬぐう。暑さのせいで、余計に苛いら立だつ。

　漆黒のイラ──アヴァリィの近くに止まっていた、高級車の後部座席のドアが開いた。

　そして、中から、現れたのは──。




「君が〝虚飾〟の種族王なんだろ？　イリト」




　灰色の学ランに、色白で色素の薄うすい顔。

「零司君、どうして、帰ってきたんだい」

　それでも、彼は柔にゆう和わそうな眼差しをこちらに向けている。

「全てを忘れて、元の生活に戻もどることこそが、君の幸せだと僕は思っていたんだ」

　イリトは優やさしげな微笑ほほえみを浮うかべた。

「わざわざ、死にに戻らなくても良かったろうに」

　かつて、〝良い子〟を演じていた僕は、そのような微笑みを顔に貼はり付けて生きていた。

　その微笑みの意味を知る者にとっては、恐おそろしく不気味で、さぞかし気持ち悪かっただろう。本心を偽いつわり、表面を〝虚飾〟で彩いろどる。噓うそ、偽り、で固められた、能面のような笑え顔がお。萌花も僕を見る度たびにこのような思いをしていたのかもしれない。

　僕はかつての自分をイリトに見み出いだし、過去の自分がどうだったかを思い知った。

　今の僕は、それを激しく嫌けん悪おする。

「僕が〝虚飾〟だったら、なんだって言うんだ。勝敗は既すでに決している。僕の最大の敵は〝破壊とレイジ・消イレ去イザー〟を使う者だった。それを排はい除じよするための策だったといっても過言じゃない。かつては君がそう。そして、今は──」

　イリトがポケットから取り出したのは、竜りゆうを模した赤い〝憤ふん怒ど〟のシンボル。そして、全く同じ形をした金色の〝憤怒〟のシンボル──煌こう帝ていのシンボルだ。

「僕がそうだ」

　相変わらずの余よ裕ゆう綽しやく々しやくとした態度で続ける。

「戦う力を失った君が、今いま更さら、何をしようって言うんだい」

　余裕を取り戻した〝強ごう欲よく〟のアヴァリィはイラによく似た姿のまま、不敵な態度でこちらを見ている。

〝傲慢〟のスペルヴィオは、やはり、相当な深手を負っているのだろう、一いつ切さい口を挟はさむことなく苦く悶もんの表情を浮かべながら、荒い息をつくばかりだ。よく見るとその顔色は蒼そう白はくで、足元には血ち溜だまりが出来ていた。

　イリトとアヴァリィとルクスリア。それぞれ何かしらの思おも惑わくがあったにせよ、皇座バトル争奪スロー戦ネは、その三人の協力によって画策されたものだった。

　そして、彼らの企たくらみは成功し、イリトの言う通り、僕は戦う力を失った。

　──為なす術すべがない。

　僕の手にあるのはイラの赤いマントだけ。イラが自じ慢まんするほどの物だろうが、さすがに〝破デイエス壊・イラ〟は防げないだろう。

「スペルヴィオ」

　僕の言葉にスペルヴィオは、

「あ？」

　面めん倒どうくさそうにこちらを一いち瞥べつする。

「イリトから、〝憤怒〟のシンボルを取り返そうと思う」

「……それしかないだろうな。何か策はあるのか？」

「策など、力を持たぬ弱者が必要とするもの、だよ」

　かつて、最強を自負していた〝傲慢〟の種族王がそう口にしたのだ。

　スペルヴィオは一いつ瞬しゆん、思案気な顔になったが、

「ああ、その通りだ。今の貴様に策などいらん」

　こちらに目もくれず力強く答えた。

　勝ち目なんて一つもないけれど、僕は逃にげない。

　元々、僕には〝破壊とレイジ・消イレ去イザー〟なんて力はなかったのだ。

「〝身体フイジ能力カル・のアド向バン上ス〟」

　オマジナイみたいにそう口にする。

　勿論、左胸がドクン、なんて疼うずいたりはしない。

　出来るか出来ないかじゃなくて、やるかやらないか、だ。

　自分の力を信じる、なんて聞こえはいいけど、これはただの自殺行こう為い。

　でも──。

「ちょっとはマシな面つらになってるよな」

「ああ、少しはな」

　──僕は駆け出した。

　無策で無む謀ぼうで、それでも、まっすぐイリトに向かって。

「〝破デイエス壊・イラ〟」

　イリトがそう口にすると、金色の〝憤怒〟のシンボルが光を灯ともす。




　空から光の柱が落ちてきて、僕はその光に──。




　　　　※




「ばーか！」




　馬ば鹿かはあたしだ。

　黙だまって見てるつもりだったのにさ。

　煌帝の座を虎こ視し眈たん々たんと狙ねらうつもりだったのにさ。

　せっかく取り戻したシンボルなのにさ。

　あたしは何のために煌帝になりたかった？

〝暴食〟の種族が、全すべての種族の上に立つためだっけ？

　何をしてもいいし、踏ふみつけても殺しても食べても、誰だれからも文句を言われない、あたしが自由にできる世界を創つくるためだっけ？

　なんか今考えるとどうでもいいな、それ。全然、甘くない。

　一いち陣じんの金色の風が飛来する。

「〝血ブラツ化デイ粧ドレス〟！　馬鹿をセイブ守る盾ザフール！」

〝暴食〟のシンボルから血が吹ふき出して、盾の形になる。

　空から落ちてくる光をその盾で遮さえぎろうとするが、一瞬にして、蒸発してしまった。

　──あ。激ヤバだね、これは。死ぬね、間ま違ちがいなく。

　なんかね、胸がザワザワすんの。

　胸が苦しくて、すっきりしなくて、気に入らないの。

　──全ての生命を貪むさぼり食くらって、己おのれが一人だけ存在しても、世界は成り立たん。他者あっての自分であることを、心得よ。

　誰だよ、偉えらそうに。何だよ、勝手に。知らないよ、そんなの。

　何、思い出してんだ。

　ばーか。

　光の奔ほん流りゆうに両手を広げて身を投げ出す。小さな体で精せい一いつ杯ぱいに受け止める。

　あたしだって、一人はヤだよ。

　そんなことわかってたんだ。でも、気付かなかっただけなんだ。

　それを、気付かせてくれたんでしょ？

　こっちの世界にきて、一番美味おいしかったのは、あのクレープだったかもしんない。

　一いつ緒しよのベンチに腰こし掛かけてさ。なんか、友だちみたいだったじゃん？

　あれ以上に、甘いの探したけど、なかったんだよね。

　ただ、それだけだと思うんだ。理由としたらその程度の理由なんだ。

　あたしがこんなことすんの、意味分かんないし。

　こいつ馬鹿だし。あたしも馬鹿だけど。

　あいつが煌帝になるのは何か許せんのだ。

　光が消え、あたしは地面に落ちる。堅かたいアスファルトに叩たたきつけられる。

「〝血ブラツ化デイ粧ドレス〟！　とにかくステやたらイ長い棒ツク！」

　がむしゃらに身を起こして、あたしは手を伸のばした。〝暴食〟のシンボルから吹き出した血は、長く、長く伸びて、イリトの手を払はらう。

　ばーか。余よ裕ゆうぶってんじゃねーよ。

　赤い〝憤怒〟のシンボルが、クルクルと宙を舞まった。

　そしてそれは、呆ぼう然ぜんと佇たたずむ少年の手の中に──。

　何か〝暴食〟のシンボルから出る血が多いなって思ったら、これ、あたしの血だ！

　うわぁ、無理無理無理無理無理無理。死ぬー。死んじゃうー。

　あ。レイジ。何、あたし抱だいてんだよ。さっさと、竜りゆう姫ひめ助けてやんなよ。

　そのために、あたしが犠ぎ牲せいになってんだろ。

　あれ、泣いてんの？　馬鹿じゃない？

　あたしはしたいようにしてるだけだから、キニスンナ。

　さっさと行けよ。もういいよ。あたしはここまでだよ。

　──でも、でも、でも、なんだか、嬉うれしいよ。




「だから──まオ・ルたヴオねワール、レイジ」




　また一緒に──なんてね。

　あはは。







　第八章　傲慢　Superbia







　泣いている暇ひまなんてなかった。




「……俺が力を貸してやる！」

　スペルヴィオは〝愚者はトラスト従う・ミー〟で、

「種族王は、動くな！」

　イリトとアヴァリィの動きを封ふうじる。

　僕は車のボンネットから屋根を踏み越こえて、跳ちよう躍やくした。

　手に持ったイラの赤いマントが、風に大きくなびく。




「〝破壊とレイジ・消イレ去イザー〟」

〝憤ふん怒ど〟のシンボルが光を灯す。

　ドクン、ドクンと左胸が鼓こ動どうする。

　──良かった、使えた。

　シンボルが奪うばわれても、僕とイラの繫つながりは失われていなかったようだ。

　青く透とう明めいなクリスタルに手を伸ばし、

「結けつ晶しようを破壊する！」

　その指先が触ふれた瞬しゆん間かん、クリスタルは粉々に砕くだけ散った。




　金色の瞳ひとみがパチリと見開かれる。




　僕たちは空中で入れ違ちがいに交差して、それぞれが地面に着地した。

　僕が振ふり向き様に、赤いマントを放ほうり投げると、少女はそれを片手で受け取り、そのままクルリと回転して、マントを身に纏まとった。

　長い銀ぎん髪ぱつがフワリと弧こを描えがく。

　細かなクリスタルの破は片へんが、陽光を乱反射させ、地面に降り注いでいる。

　キラキラときらびやかなそれはまるで、少女の復活を祝福しているようにも見えた。

　翼つばさのような赤いマントに、長い銀髪、金色の瞳。

　少女は赤いマントの両りよう端はしを指でつまんで広げ、優ゆう雅がに会え釈しやくすると、




「余は〝憤怒〟の種族王、イラ・エンペルト・ドラゴニカ。幻想ギル世界テイアを統治する最強無比の竜りゆう種しゆ。二度と真しん偽ぎを違たがわぬよう、死して朽くち果てるその時まで、この声、この姿、心に焼き付けておくが良かろう」




　上うわ目め遣づかいで、ニッと笑った。

　イリトも、アヴァリィも動かなかった。

　いや、動けなかったのだろう。

　それは、彼らの計画が水すい泡ほうに帰した瞬間だったからだ。

　イリトは空いた己の手を見つめ、アヴァリィは失態を演じた彼を忌いま々いましげに見る。

　僕の無策で無謀な突とつ進しんに、イリトが〝破デイエス壊・イラ〟で迎げい撃げきしたことに関しては、正しい判断だった。そこに油断はなく、妥だ当とうで最善手と言えた。

　──窮きゆう鼠そ猫ねこを嚙かむ。

　その言葉通りに、追い詰つめられた僕は、ただ一嚙みするためだけに、届きもしない歯で嚙み付こうとしただけだ。対するイリトは猫というよりも、言わば、圧あつ倒とう的な力を持った巨きよ人じんで、鼠ねずみの如ごとくか弱い僕をその巨きよ大だいな足で踏み潰つぶせば事足りた。
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　成功する見込みなど万に一つもない。

　むしろ警けい戒かいすべきは僕ではなく、手負いでありながらも、今だ〝愚者はトラスト従う・ミー〟の能力を保持した〝傲慢〟のスペルヴィオである。しかし、彼は一歩も動かず、能力を使う素そ振ぶりも見せなかったのだから、イリトたちの勝利は確定的だった。

　現状を考えれば、イリトたちの勝利を覆くつがえす要素は何一つなかったと言える。

　事実、僕の試みは成功することなく、失敗した。

　──その約束された勝利を覆したのは、一人の少女のあり得ない行動だった。

　少女の人ひと柄がらを知る者にとって、いや、少女自身にさえ、その行動が理解出来なかったに違いなかった。

〝暴食〟とは、貪どん欲よくに食い漁あさる欲よく望ぼうであり、必要以上に求め、使い捨てる行こう為い。力を追い求めるがゆえに、他者の犠牲を顧かえりみない。

　よりにもよって、〝暴食〟のグーラが、己の身を犠牲にし、一命を賭としてまで、誰かのために行動することなど、あり得ない事だった。

　何が彼女を変え、そのような行動に至らせたのか、それはわからない。

　まるで叩き落とされた黒いアゲハチョウのように──無残な姿で地面に倒たおれている一人の少女。〝暴食〟のグーラの、たった一つの意外な行動が、イリトたちの計画を打ち砕き、勝利を覆したのだ。

　今すぐにでもグーラに駆かけ寄って安否を確かめたい思いを、僕は必死に堪こらえる。

　何のために、彼女がその生命を投げ出したか。その思いを無む駄だには出来ない。

　その代わりに、僕は固く拳こぶしを握にぎり締しめた。




　こうして、竜姫イラ・エンペルト・ドラゴニカは復活した。




「ふざけた結晶に閉じ込められても、お主たちの声は届いておったぞ」

　イラは銀髪を搔かきあげて後ろに払うと、

「〝虚きよ飾しよく〟のイリト。全すべてはお主の奸かん計けいであるな。余を本気で怒おこらせたこと、後こう悔かいしても遅おそい。それなりの覚かく悟ごは出来ておるのだろうな？」

　鋭するどい視線をイリトに投げかける。

　初めてイリトから余裕が消え、忌々しげなものを見るような表情に変わった。

　向こうから何か仕し掛かけてくる気配はない。

　戦力が拮きつ抗こうしているとまでは言えないが、向こうの優位が崩くずれたことで、こちらに手を出しあぐねているようだ。打開策を頭の中で考えているのかもしれない。

「そして、余の偽にせ者ものとなって、皆みなを惑まどわしたのは──」

　イラはちらりと、アヴァリィに視線をやると、

「……む、むむ、ムムム！」

　なぜか、鼻息荒あらく、頰ほおをプクッと膨ふくらませた。

　そして、つかつかと僕の方にやってくると、アヴァリィを指さし、

「コラー！　全然、似ておらんだろうが！　お主の目は節穴か!?　余が一度たりともあんな街頭でビラ配りをしているメイドみたいな格好をしたことがあったか？　余をしかと見よ！　気品があろう？　王者たる風格があろう？　何より、あんな奴やつよりもっと可愛かわいいであろ？　異性をただの外見だけで判断して、見た目良ければそれで良し、などと思うでなーい！」

　と、両手を上げて憤ふん慨がいした。

「思ってないよ！」

　手を振って否定しようとした僕は、自分の手に〝憤怒〟のシンボルが握られている事を思い出した。

「……イラ、これ」

　僕はその〝憤怒〟のシンボルをイラに手て渡わたそうとする。

　これがあれば、イラは本来の力を存分に発揮出来る。皇位継けい承しよう戦争でも、最有力候補と目された最強の種族王に戻もどる事が出来るのだ。

　僕が持っているより、イラが持つべきもの。

　それで彼女自身が戦え、その手で勝利をつかむ事が出来る。

「……それは、お主が持っておれ」

　イラは僕の手を押しのけて、

「今まで共に戦ってきたのだ。最後まで一いつ緒しよにいてくれてもよかろ？」

　なぜか顔を真っ赤にして、ぷいと横に向けた。

「本当にいいのか？」

「良いと言っておろう。二度も言わすでないわ」

　イラは照れ隠かくしみたいに赤いマントを翻ひるがえして、イリトたちの方に向き直る。

「しかし、レイジよ。勿もち論ろん、〝憤怒〟の感情力は溜ためられるのであろうな？」

　僕は〝憤怒〟のシンボルを握り締める。

「……うん。それは──」

　美み愛あのこと、グーラのこと、そして、萌もえ花かのこと。

　かつてイラは僕のことを、自分のためではなく、誰だれかのために怒ってやれる人間だ、と言った。自分が傷つけられることは許せても、誰かが傷つくことは許せないのだ、と。

　確かにその通りかもしれない。僕はそれが偽ぎ善ぜん的に思えて、ずっと自分を嫌けん悪おして生きてきた。

　でも、今は違う。

　今回のことで傷つけられた多くの人たちがいる。そのことを思うと、僕は胸が締め付けられる思いがする。しかし、この胸の中で渦うず巻まく、ドロドロと煮にえたぎるような思いは、そんな人たちのために抱いだいているのではない。

　僕はきっと、僕自身の感情として、今、怒っている。

「任せてくれ」

　道どう化け師しのような笑えみを浮うかべて、塗ぬり固めた噓うそで人を弄もてあそんだイリトだけは許せない。

「では、反はん撃げきと参ろうか」

　イラは手をまっすぐに突つき出して、




「さあ、少年よ。憤怒するがよい！」

　と、高らかに声を上げた。




「君はスペルヴィオを倒してくれ」

　イリトは端たん的てきにそう言った。

「僕が囮おとりになって竜りゆう姫ひめを引き付けよう」

　それに対して〝強ごう欲よく〟のアヴァリィは不服そうな顔をする。

「まさか、この俺を捨て駒ごまにしようってんじゃないだろうね」

「安心しなよ。煌こう帝ていのシンボルが奪われたわけじゃない。こうなった時のことも考えて保険をかけておいた」

「信じられないな。アンタの考えた計画は尽ことごとく失敗してる。当てになるもんか」

　イラによく似た姿だったが、声は少年のそれに戻っていた。

　その言葉が気に障さわったのか、イリトは少し眉まゆを顰ひそめると、

「スペルヴィオの肉体は〝破デイエス壊・イラ〟によってすでに破壊されている。少しは動けたようだが、さすがにもう限界だろう。竜姫を相手にするより、死にかけの〝傲ごう慢まん〟の方が楽だと思うよ」

　威い圧あつ的にアヴァリィを見る。

「約束通り、煌帝の地位は、〝強欲〟に譲ゆずる。〝傲慢〟を倒すだけでそれが叶かなうんだ。この僕に従った方がいい。それとも、今ここで僕を敵に回すとでも？」

　しばらく視線を交差させた後、アヴァリィはチッと舌打ちをした。

「アンタは一体なんのために戦ってんだ？　煌帝になるつもりがないなら、皇位継承戦争を始めなくても良かっただろ？　〝強欲〟である俺は〝虚飾〟のアンタが、何を欲ほつしているのか知りたいね。どうせ噓をつくんだろうけど」

　イリトは何も答えなかった。




〝虚飾〟のイリトが、こちらに背を向けて走りだした。

「レイジ！　追うぞ！」

　イラが赤いマントを翻して駆け出し、僕もそれに続く。

　その一方で、〝強欲〟のアヴァリィが手に持った何かをスペルヴィオへと投げつけた。その姿を視界に捉とらえた僕は、思わず足を止める。

「スペルヴィオ！」

　その声に反応して、スペルヴィオは顔の前で両手を交差させて防ぼう御ぎよした。その逞たくましい腕うでに黒いダーツのような物が突き刺ささる。

　スペルヴィオは瞳ひとみを閉じたまま、苦く悶もんの表情を浮かべていた。

　どうもスペルヴィオの様子がおかしい。先ほどからずっと無言で、戦せん闘とうが始まろうというのに、心ここにあらずといった様子だ。

　助けに行くべきだろうか？

　そんな僕の逡しゆん巡じゆんに、

「何をしておる！　レイジ、逃にがしてしまうぞ！」

　イラが焦じれったそうに振ふり返った。

　──どうする？

　ここでイリトを逃のがしたら、後々厄やつ介かいなことになる。

　しかし、スペルヴィオを見捨てることもできなかった。

「……結ゆう城き零れい司じ！」

　スペルヴィオは、カッと双そう眸ぼうを見開くと、

「全ての種族王を倒したら、最後は貴様だ！　それまでは俺は絶対に負けん！」

　力を振り絞しぼって叫さけぶ。




「この俺を信じろ！」




　スペルヴィオは強い。それは誰よりも僕が一番よく知っていた。

　肉体だけではなく、誰よりも強い精神を持っている。

　己おのれの力を信じることが〝傲慢〟の力の根源であり、僕の手助けは彼の望むものではない。

　崇すう高こうなる彼の傲慢さプライドを傷つけるだけだ。




　僕はイラの後を追うことにした。




　　　　※




「さて、何を奪うばわせてもらおうか」




　アヴァリィはその手に、〝強欲〟のシンボルを持っている。

「俺に傷つけられた者は何かを奪われる。一つ傷を負わされるごとに一つ。命だけは奪えないけどね。竜姫イラの姿を盗ぬすんだのもこの能力さ」

　やけに鋭するどい犬歯を見せて笑う。

　その姿はもはや、竜姫イラとは似ても似つかない、あどけない少年の顔だった。

　髪かみが短くなり、身長までもいつのまにか低くなっている。まだ成長途と中ちゆうの中性的な少年の顔に、黒いゴシックドレスは、奇き妙みような違い和わ感かんを見るものに与あたえた。

「〝詐トリ欺ツク師スターの・仕ワー事クス〟」

〝強欲〟のシンボルが光を灯ともす。

「まずは、〝声〟をもらう。アンタに能力を使われるのは困るからね」

　黒いドレスを引きずってアヴァリィは歩み寄ってくる。

「どうだい？　声を奪われた気持ちは」

　その手には一本のダーツ。それを思い切りスペルヴィオに投げつけた。

　太ももに突き刺さるが、声をすでに奪われたスペルヴィオは苦痛の呻うめき声さえ上げられない。

「あはっ。次は〝視覚〟をもらうよ……これでアンタは何も見えなくなった」

　アヴァリィは愉ゆ悦えつに満ちた表情を浮かべるが、スペルヴィオの瞳にそれが映ることはなかった。

「一つ、一つ、奪っていってやる。でも、安心しなよ。アンタの傲慢さプライドだけは奪わないからさ。俺は力を奪われて、へし折れるアンタの傲慢さプライドの音が聞きたいんだ」

　──どうしてだ？

　スペルヴィオは自問する。

　時間が経たてば経つほどに、身体からだの自由が利きかなくなっていく。

　ひび割れたグラスから水が漏もれるように、どんどん力が抜ぬける。このままでは、いずれ立つことすらままならない状態に陥おちいるだろう。とてもじゃないが、戦闘が出来るコンディションにまではもっていけそうにない。

　あの〝破デイエス壊・イラ〟の影えい響きようなのかもしれなかった。

　あれ以来どうも身体がおかしい。

　力を込めれば金属の刃はも通さない鋼の肉体に、このような玩おも具ちやが刺さること自体が、それを証明している。毒が身体の内部を蝕むしばんでいくように、スペルヴィオの肉体が、段々と脆もろく、弱く崩くずれてきているのだ。

「俺は相手が最も大事にしているものが欲しいんだ。ただ欲しいだけじゃないよ。それを奪うことに、この上ない快感を覚えるのさ」

　アヴァリィは握にぎったダーツをスペルヴィオの肩かたに、突き刺した。

「次は〝足の力〟を奪う」

　スペルヴィオは前のめりに倒たおれて、大地に膝ひざをつく。

「ほら、跪ひざまずけ。命いのち乞ごいをしろよ。ん……聞こえないな。声がでないのかなあ」

　ケラケラと笑う。

　──いや、この器うつわ自体が脆いのだ。

　スペルヴィオには別の姿がある。人間とは似ても似つかない異形の姿だ。

　幻想ギル世界テイアの住人は、皆みな、この正体を隠かくして生きている。己の正体は隠しておくべきものという通念があるからである。人前で正体を現すのは恥はじであるとさえされていた。

　だから、普ふ段だんは人間の姿が八割、残りの二割で各種族の特とく徴ちようが表面的に現れるような姿でいることが多い。

　しかし、幻想ギル世界テイアからこちらの世界にやってくる時、種族王は完全に人間の器に身体を封ふうじ込め、脆ぜい弱じやくな人間そのものにならなくてはいけない。

　──それはなぜか？

　もし、普段通りの姿で来れば、こちらの世界の濃のう密みつな欲よく望ぼうの感情に、身体が過か剰じよう反応してしまい、暴走してしまうからだ。

　力が制せい御ぎよできなくなり、理性を失ってしまう。そんなことでは、まともな皇位継けい承しよう戦争が行えない。それゆえに、能力をシンボルに封じ込め、本来の姿を限りなく人間に近い姿へと変える。そうすることでようやく理性を保つ事ができるのだ。

　現在のスペルヴィオの肉体は、人間を超ちよう越えつするほど頑がん強きようなものではあるが、本来の姿に比べれば、脆弱で貧弱だった。

　──俺はもっと強いはずだ。

「煌帝の座もそうさ。皆が必死で欲しがっているから欲しい。それだけなんだ」

　スペルヴィオの手から、〝傲慢〟のシンボルが零れ落ちる。

「シンボルを手放したね。気付いたかい？　今、アンタは──アンタの心は、自分の負けを認めたんだ。傲慢さプライドを手放したんだ」

　アヴァリィの手に、銀色の太い杭くいが現れる。

「俺は突つき刺すって行こう為いが好きなんだ。とどめを刺すって言うだろ？　終わらせる時には、こうでなくっちゃ」

　そして彼は勢いよく、それをスペルヴィオの左胸に突き刺した。

　ゴフッとスペルヴィオは身体を折り曲げて吐と血けつする。

「皇位継承戦争であれば、種族王の命までは奪わない。でも、これは皇座バトル争奪戦スローネ。だから、仕方ないよね。そんなルールは無用の勝負なんだから」

　──ああ。皇座バトル争奪戦スローネ。そうだった。俺も確かにそれに同意した。

　アヴァリィはスペルヴィオの上半身を蹴けり倒した。

　重い音を立てて、スペルヴィオが力なく倒れる。

　黒いアスファルトに、胸から溢れる血がじわりと広がっていく。

「これで、俺が次の煌こう帝ていさ」

　アヴァリィは思い切り、銀色の杭を踏ふみつけた。

　それでも、スペルヴィオは動かない。

「あはっ」

　やけに鋭い犬歯が口元から覗のぞいた。




　スペルヴィオの意識が薄うすれていく。

〝傲ごう慢まん〟の幻げん獣じゆう種たる俺の姿は、このような姿ではない。

　俺は何と呼ばれ、どんな風に畏い怖ふされていたか。

　──幻獣。

　自然には存在しない生物の総そう称しようだ。

　異形の中でも更さらに異形な生物たちの総称だ。

　それゆえに、疎うとまれ忌いみ嫌きらわれる生物たちの総称だ。

　俺はそんな幻獣種の王。声を奪われ、能力を奪われ、たとえ、命を奪われたとしても、俺から奪えないものがある。

　それさえあればいい。

　ならば、理性などいらぬ。

　──ルール無用だからな。




　背を向けた──アヴァリィは背を向けてしまった。

　戦闘中であるにもかかわらず、彼は〝傲慢〟の王に背を向けた。

　──身体が変へん貌ぼうする。

　燐りんと赤い瞳が燃える。

　彼は見えない目の代わりに、鼻を利きかせる。

　静かに翼つばさを広げ、雄お々おしい鬣たてがみを震ふるわせ、尻しつ尾ぽをくねらせる。そして、鋭い牙きばを剝むきだして、背後からアヴァリィに襲おそい掛かり、その頸けい部ぶに嚙かみ付いた。

「……っ」

　驚きよう愕がくに見開かれた目のアヴァリィには、たったの一言も許されなかった。鋭い爪つめが食い込み、太い牙が身体の奥深くまで抉えぐりこまれていたからだ。

　痙けい攣れんするアヴァリィの手から〝強ごう欲よく〟のシンボルが落ちる。

　たったの一いち撃げき。アヴァリィは戦せん闘とう不能に陥った。




　──獅し子し王は、ただ勝つのみ。




　スペルヴィオはアヴァリィを紙くず同然に投げ捨てると、声にならぬ咆ほう哮こうを上げる。

　そして、一歩を踏み出そうとして──そのまま地面に崩れ落ちた。




　そこに影かげが一つ現れて、その場にあった〝暴食〟と〝強欲〟と〝傲慢〟のシンボルを拾い上げた。







　第九章　虚飾　Irritum







　周囲を背の高いビルに囲まれ、街から八角形に切り取られた空間がある。

　そこは透すき通ったガラス屋根の手広いホールで、区民からは〝ガラス広場〟と呼ばれていた。フリーマーケットやら、様々な催もよおし事で頻ひん繁ぱんに使われ、僕も何度か訪おとずれたことがある。〝虚飾〟のイリトはそこに逃にげ込んだ。

　罠わなを警けい戒かいしながら、イラと僕が足を踏み入れると、イリトはホールの中央で大きく両手を広げてこちらを待ち構えていた。装そう飾しよくガラスがはめ込まれた天てん井じようから陽ひが射し込んで、ホールの床ゆかに青い幾き何か学がく模様を描えがき出している。




「話し合いで解決できないだろうか？」




　イリトは薄く微笑ほほえみを湛たたえながら、そう言った。

　言葉の内容は平和的解決を望んだものだったが、口にした本人もそんな事がまかり通るとは思っていないだろう。

「この期ごに及およんで何を言うのだ。お主は余の父の仇かたき、そして、此こ度たびの皇位継承戦争を引き起こした首しゆ謀ぼう者しや。ごめんなさいで済むはずなかろうが」

　イラが当然とばかりに一いつ蹴しゆうする。

「君たちは僕のことを何も知らない。戦う前に話くらい聞いてくれてもいいだろう？」

「ふざけるでないわ！」

　いつにもましてイラは厳しい声をあげた。

「零れい司じ君なら、分かるだろ？　僕は初めから話し合いで解決しようと考えていた。この状じよう況きようは僕としてもとても不本意なものだよ。だからこそ、回りくどい手を使って、今まで戦いを避さける方法をとってきたんだから」

　イリトが戦いを避けようとしていたのは事実だろう。

〝破デイエス壊・イラ〟は凄すさまじい力を秘ひめている。もっと暴力的な手段を取ることも出来たはずだ。

　しかし、それは決して平和的解決を望んで、戦いを避けようとしたのではない。

　煌帝を殺して皇位継承戦争を始めたのは、他ほかならぬイリトなのだ。戦いを避けようとしたのは、何か他の自分勝手な思おも惑わくがあってのことに違ちがいなかった。

　全すべてが噓うそ、というのではなく、イリトの言葉は本質を上う手まく隠した、〝虚飾〟に飾かざられた言葉に思える。ゆえに、イリトの言葉は信用出来なかった。

　イリトはまるで舞ぶ台たい俳優のように大きく声を張り上げる。

「僕は知っている。君たちは話し合いたいと言っている相手に、襲い掛かかってくるような事はしないってね」

　悔くやしいが、イリトの言う通りだ。

　僕とイラは今まで、相手の申し込んできた方法で戦うという手をとってきた。煌帝になるためには、正々堂々と戦うことが大事だと考えていたからだ。

　何でもありの皇座バトル争奪戦スローネとはいえ、ここでその信念を曲げてしまったら、元も子もない。イラも同じように考えているのだろう、不満そうな表情ながらも、何も言えずにいる。

　こちらが行動しあぐねているのを見て取ると、イリトは満足気に頷うなずいた。

「零司君、君は〝虚飾〟のヒト種について何か知っているかい？」

〝虚飾〟のヒト種については、人間であること以外何もしらない。

　しかし、僕はイリトの言葉に乗せられないように、何も答えなかった。

「僕が教えてあげよう。〝虚飾〟のヒト種というのは、人間のことだ。こちらの世界の人間と全く何も変わらない。僕や君のような人間のことをそう呼ぶ。だけど──」

　イリトはイラを指さして、

「そこにいる竜りゆう姫ひめは人間じゃない」

「そんなことは関係ない」

　僕はその言葉をすぐに否定する。それには黙だまっていられなかった。

「イラはイラだ！」

　イリトの話が何を目的にしているのか分からない。

　この話の先に、お互たがいに妥だ協きようできる解決点があるのか。

　それとも、ただの時間稼かせぎなのか。

　追い詰つめられているはずなのに、どこか余よ裕ゆうのあるイリトの態度には、得体のしれない不気味さを感じる。

「なぜ、幻想ギル世界テイアには七つの種族しかいないのか。そこから人間が外された理由を君は知っておくべきだ」

　イリトは僕の反応を気にすることなく、言葉を続けた。

「幻想ギル世界テイアの歴史は、人間と異形の生物との戦いで始まる。竜りゆう種しゆ、幻獣種、昆こん虫ちゆう種、海種、有角種、鳥ちよう獣じゆう種、野や獣じゆう種。全て人間ではない。怪物の種別だ」

　イリトは小さく頭を振ふって、

「幻想ギル世界テイアとは人間と怪物が争ってきた世界なんだ」

　挑いどむような視線を僕に投げかけた。

「〝刷インりプリン込テイみングの鈴・ベル〟に〝シンボル〟。怪物どもが魔法のマジツク道具アイテムと呼んでいる物は、全て人間が怪物と戦うために創つくりだした道具であり、武器さ。本来、幻想ギル世界テイアに住んでいたのは人間だけだった。しかし、ある日突とつ然ぜん、異形の生物が現れて襲ってきたんだ。人間たちは自分たちの技術で、それに抗あらがい、持てる力を結集して戦った。戦争の始まりさ。君たちだってそうするだろう？」

　まるでイラなんてこの場にはいないように、ただ僕へと問いかける。

「でも、結局負けてしまった。圧あつ倒とう的な力を持った怪物たちには敵かなわなかったんだ。そして、怪物どもは、人間を〝虚飾〟のヒト種と称しようして、根絶やしにしようとした」

　イラが何も口を挟はさまないところを見ると、全くの作り話というわけではないようだ。

「それでも人間は駆く逐ちくされなかったんだ。わずかに生き残った人間たちは、幻想ギル世界テイアの住人に交ざり、身を潜ひそめ、長い間、自分たちの種を再び繁はん栄えいさせるためだけを願って、泥どろ水みずをすすって生きてきた」

　そこでイリトは、優やさしげに和なごやかに微笑んだ。

「〝虚飾〟の種族王だなんてお笑い種ぐささ。滅めつ亡ぼうしかけの種族に、王も何もないだろ」

　なぜ、彼は微笑むのか。

「僕は人間であることを隠かくし、感情を殺し、見つかることを恐おそれて誰だれとも深く関かかわりあわずに、一人で生きてきた。それでいいと思っていたし、それが普ふ通つうだとも考えていた。だって、僕たち人間はそうしなければ生きることさえ出来なかったんだ」

　──ああ、そうか。

「君が僕に向かってきた時、僕は〝破デイエス壊・イラ〟を使うのを躊ちゆう躇ちよした。使うべきと分かっていながら、少し躊躇したんだ。それが結局命取りになってしまった。〝憤ふん怒ど〟のシンボルを奪うばわれて啞あ然ぜんとしたよ。なぜか分かるかい？」

　──僕とイリトは、

「圧倒的な力を前にしても、君は立ち向かってきた。戦う力が相手に及ばなくても、君は戦うことを選んだんだ。それが人間なんだって思った。今の僕も同じさ。僕は追い詰められた人間として、一いつ矢し報むくいたかっただけだよ。そう、僕たちは──」

　──似ているのかもしれない。

「とても良く似ているんだ」

　僕がイリトだったら、同じように微笑んでいたかもしれない。悲しい時や、怒いかりを感じた時、僕はそれを表に出さないため、見せないために、微笑みを浮うかべていたのだから。

「幻想ギル世界テイアの住人が、自由にこちらの世界に来られる。その意味することが君にはわからないか？　〝傲ごう慢まん〟や〝強欲〟の種族王が煌こう帝ていになって、こちらの世界を征せい服ふくしようと企くわだてたらどうする？」

　イリトは小さくため息をつく。




「僕はそれを防ぐために、煌帝になろうとしてるんだ」




「そうか。ならば、良い解決策がある」

　今まで黙って聞いていたイラが、

「余が煌帝になれば、こちらの世界を征服せん。〝虚飾〟も種の一つと認めてやるし、迫はく害がいすることも禁じよう。お主はその結果をもって、胸を張って帰れば良かろう。〝憤怒〟のシンボルを取り戻もどした今の余に、敗北はない。余が煌帝になってやろうではないか。ほれ、余にシンボルを渡わたせ」

　白く小さな手のひらを差し出す。

　しかし、イリトはシンボルを渡そうとはしなかった。

「どうしたのだ？　余は噓をつかぬ。〝憤怒〟の竜種の誇ほこりにかけて約束は違たがわぬ。それで、お主が煌帝になる理由もなくなるのであろ？」

　イリトはそれでも顔に微笑みを貼はり付かせたまま、微び動どうだにしない。

　金色の瞳ひとみを鋭するどく細めたイラは、フンと鼻息を漏もらす。

「渡さんであろ？　お主の見え透いた噓に騙だまされる余ではないわ。そもそも、お主は他人のために何かをするような人間ではない。何が、僕たちはとても良く似ている、だ！」

　そして、イリトをビシっと指さすと、

「お主のような正しよう真しん正しよう銘めいの噓つきと、余のレイジを一いつ緒しよにするでない！」

　と、憤ふん慨がいした。




「〝虚飾〟相手に噓も何も、ってボクは思うけどね」




　ピリピリと張り詰める空気の中、飄ひよう々ひようと現れたのは、猫ねこ耳みみフードのパーカーを着た少女、〝怠たい惰だ〟のアセディナだった。

　ポケットに両手を突っこんでイリトに歩み寄っていく。

「遅おそかったじゃないか、アセディナ。そっちから持ちかけてきた取引だろ？　遅おくれるなよ。余計な時間稼ぎをしなくてはならなかったじゃないか。省エネが君のモットーだろう？」

　ふう、とイリトは安あん堵どの吐と息いきを漏らす。

「ボクだって色々忙いそがしかったのさ。〝暴食〟のグーラに血を吸われたから、満足に動けなかったしね。今はもう大だい丈じよう夫ぶだけど」

　そんな二人の親しげな会話に僕は驚おどろき、信じられない思いで見ていた。

　──まさか、アセディナもイリトの仲間だったのだろうか？

「お主は何者だ？」

　イラは初めて見るアセディナを、かなり警けい戒かいしている。

　アセディナはそんなイラをちらりと見やると、

「ボクは〝怠惰〟のアセディナだよ、竜姫イラ。出来ればじっとしてて。余計な被ひ害がいは出したくない」

「ほう、お主が、あの〝眠ねむり姫ひめ〟アセディナか」

「その〝ねぼすけ〟アセディナさ」

　イリトのすぐ側そばまで近寄ったアセディナは、両手をポケットから出して、イリトに突つきつける。

「これが残り全部。これとボクの〝怠惰〟のシンボルと交こう換かんしよう」

　その両手にあったのは、五つのシンボル。

　すなわち、〝傲慢〟〝嫉しつ妬と〟〝強ごう欲よく〟〝色しき欲よく〟〝暴食〟のシンボルだった。

「ああ、いいとも。それだけあれば充じゆう分ぶんだ」

　僕は目を疑う。あり得ない。

　どうやって全てのシンボルを集めたのか。

　しかも、アセディナはそれをイリトに渡そうとしている。

　──このまま黙って見てていいのか？

　思わず動こうとした僕を、「……待て」とイラが制した。

「〝怠惰〟の種族王は、己おのれの利のみでは動かぬ」

　何かしらの意を察したらしいイラの言葉に、僕は逸はやる気持ちを抑おさえて頷いた。

　イリトは学ランのポケットから、〝怠惰〟のシンボルを取り出す。

「しかし、今いま更さら〝怠惰〟のシンボルなんて、取り戻してどうするんだ。これだけのシンボルを揃そろえた僕に勝ち目などないんじゃないか？」

　アセディナは肩かたを竦すくめる。

「皇位継けい承しよう戦争の前にシンボルを奪われちゃったボクの戦いは、それを取り返して、ようやく始まるんだってば」

　アセディナとイリトのシンボルの交換が行われる。

　イリトは満足気にシンボルを一つずつ腰こしのベルトに差し込んでいく。それに対して、アセディナは取り戻した〝怠惰〟のシンボルを、下した唇くちびるを嚙かみながら見つめていた。

「一つ聞いていいかい？」

　イリトの言葉にアセディナは顔をあげる。

「シンボルを持っていた奴やつらはどうなったんだ？」

　アセディナはさも当然とばかりに、




「死んだ」




　と、端たん的てきに答えた。

　その言葉に僕は衝しよう撃げきを受け、頭の中が真っ白になる。

　──美み愛あとスペルヴィオが死んだ？

　僕は動どう揺ようし、そして、深く後こう悔かいする。

　あの時、やはり、二人を置いて来るべきではなかったのだ。

　二人を殺したのは──。

「結ゆう城き零司。ごめんよ」

　アセディナがこちらを見つめている。気け怠だるそうな瞳だったが、しかし、そこには強い意志が秘ひめられているように思えた。

「でも、ボクは君を信じる事にした。ボクはボクの戦いを。君は君の戦いをしてくれ」

　それだけ言うと、アセディナは素す早ばやく走りだして、

「待てよ。アセディナ」

　イリトの制止に耳をかすこともなく、広場から出て行った。

　アセディナの行動は理解不能だったが、少なくとも、イリトの味方というわけではないらしい。

「いやいや、待たせたね。君たちの人の好さには呆あきれるばかりだよ。さて、始めようか」

　イリトはこちらを向くと、底知れない悪意のこもった微び笑しようを浮かべた。




「次の煌帝を決める最終決戦をね」




　　　　※




　イリトが腰のベルトから一つシンボルを取り出す。

「〝不イン可ビジ視ブルの・掌握タツチ〟」

〝嫉妬〟のシンボルが光を灯ともす。その瞬しゆん間かん、僕は顔面を何かに思い切り殴なぐりつけられて、後ろに吹ふっ飛んだ。園だん城じよう美愛の能力、見えない腕うでを使った攻こう撃げきだ。

「レイジ！……うぐ！」

　イラもその見えない腕に摑つかまれて、容た易やすく持ち上げられてしまう。イラは今、〝憤怒〟のシンボルを持っていない。本来の力は発揮できない状態だ。

「まずは、君たちの仲間の力を味わわせてあげるよ」

　僕は〝身体フイジ能力カル・のアド向バン上ス〟を使って、すぐに立ち上がると、イリトに向かって駆かけた。

〝憤怒〟のシンボルは左手にしっかりと握にぎっている。たとえ、見えない腕に摑まれても、〝破壊とレイジ・消イレ去イザー〟で消すことが出来るはずだ。

　イラは振ふり回されて、勢いよく地面に叩たたきつけられ、苦く悶もんの声をあげている。

「破壊とレイジ・しょイレ──！」

　能力を発動する前に、右の脇わき腹ばらに攻撃を受けた。重い空気の塊かたまりのようなものがぶつかってきて、僕は簡単に弾はじき飛ばされる。

　いくら〝身体フイジ能力カル・のアド向バン上ス〟で超ちよう人じん的な動きが出来るといっても、見えない攻撃は躱かわせない。空中でうまく反転して着地した僕は、脇腹の激痛に呻うめく。

「レイジよ！　人間にシンボルが使えても、余とお主のような繫つながりがなければ、感情力は溜ためられん！　だから、使い切れば二度と使えぬ！　力を使い切らせるのだ！」

「黙だまれよ」

　再び、イラが攻撃を受けて、床ゆかに転がる。

　──このまま攻撃を受け続ければ、いつかは感情力が切れるというのか。

　イリトが戦いを避さける理由は、限られた煌帝の〝破デイエス壊・イラ〟の力を出来るだけ使わないようにするためだったのかもしれない。

　しかし、だからといって、イラがやられ続けるのを黙って見てられない。

　せめて、僕に攻撃を集中させられれば──。

「〝嫉妬〟の種族王、エンヴィア。下らない女だった」

　イリトは〝嫉妬〟のシンボルを手で弄もてあそびながら言う。

「他人を羨うらやみ、妬ねたんで、嫉妬する。そんな劣れつ等とう感の塊が、煌帝の座についてどうする」

　──違ちがう！

　僕は立ち上がって、再びイリトに向かっていく。

「〝愚者はトラスト従う・ミー〟」

　イリトの言葉に呼応して〝傲慢〟のシンボルが光を灯す。

「破壊レイジと・イ──」

「〝言うな〟」

　声が出ない。スペルヴィオの能力は、一いつ瞬しゆんだけ相手を言葉通りに従わせる。

「〝動くな〟」

　さらに、動きを止められた僕の腹部に、見えない拳こぶしが叩きこまれた。僕は呼吸ができなくなり、その場に倒たおれ込む。

「〝傲ごう慢まん〟の種族王、スペルヴィオ。こいつはただのバカだ」

　イリトは〝嫉妬〟と〝傲慢〟のシンボルを片手で、指の間に挟はさんで持っている。

「傲ごう岸がん不ふ遜そんなナルシスト。根こん拠きよのない自信に支えられ、考えることも反省することもない愚ぐ劣れつな怪かい物ぶつ。こんなバカが煌こう帝ていになったら、幻想ギル世界テイアの終わりだ」

　──違う！

　僕は何とか身体を起こす。イリトとの距きよ離りは数十メートル。まだまだ遠い。

　風が唸うなる音が聞こえて、左顔面を殴りつけられた。口の中に血の味が広がる。

　──ああ、なんだ。聞こえるじゃないか。

　僕は強い意志を持ってその場に踏ふみとどまった。

「〝破壊とレイジ・消イレ去イザー〟」

　そして、その場で能力を発動させる。

　ドクンドクンと左胸の刻印が鼓こ動どうした。赤い光がそこから漏れ出る。

　それは完全な〝憤ふん怒ど〟たる竜りゆうの紋もん章しようとなっていた。

「そんな遠くで発動させても、僕に手が届かないんじゃないのかい？」

　イリトは片かた眉まゆを上げて、不敵に笑う。

「……違うよ。僕の手は届く。君の攻撃が、もう僕には届かないだけだ」

　──イリトは今、〝傲慢〟と〝嫉妬〟のシンボルしか手に持っていない。

　イリトは何も知らないのだ。そう、何も知らないし、分かってもいない。

　上辺だけを見て分かった気になっているだけだ。美愛やスペルヴィオの事を、何にも分かっていないイリトより、僕の方がその何倍も彼らを理解している自信がある。

「面おも白しろい事を言うね、零司君。いつまでそんな風に強がっていられるかな」

　──僕は二人と戦い、そして、その両方の能力には、既すでに苦しめられた。

　彼らの能力がどんなものかは、僕には分かっている。

　走らなければ、聞こえていたのだ。〝身体フイジ能力カル・のアド向バン上ス〟は、五感の全すべてを高める。

　人並み以上の聴ちよう力りよくをもってすれば──。

　見えなくても、存在することに変わりはない。

　見えない腕が切り裂さく空気の音が聞こえる。

「〝不イン可ビジ視ブルの・掌握タツチ〟を破壊！」

　僕は右拳で、見えない腕を殴りつけた。

　イラを見ると、僕の行動に察しがついたのか小さく頷うなずいた。

　当然イラも分かっている。僕がどうやって勝ったのか。

「〝破壊とレイジ・消イレ去イザー〟」

　手を自分の身体に当ててから、イリトに向かって走った。

　かつての僕は暴力を嫌けん悪おしていた。でも、今は力を奮うことに躊躇ためらいはない。

　僕は戦うためにここにいて、傷つくことも、傷つけることも覚かく悟ごしている。それを背負って僕は、自分の意志を貫つらぬきたい。

「何にも分かってない君が！」

　僕は吠ほえる。

「知った風な口をきくなッ!!」

　イリトの手にある〝傲慢〟のシンボルが光を灯して、その発動を知らせるが、

「──！」

　先ほど身体に手を当てることで〝破壊とレイジ・消イレ去イザー〟を発動させ、一時的に聴力を消去した僕には、イリトの言葉など聞こえもしない。

　僕の右拳がイリトの顔面を捉とらえ、そして、タイミングを見計らって走って来ていたイラが、シンボルを持つその手を思い切り蹴けりあげた。

　二つのシンボルが宙を舞まう。

　僕とイラはその場に倒れるイリトを放置して、それぞれに飛んでいったシンボルを追いかけた。そして、床に落ちるよりも先に、キャッチする。

　イラもきっと僕と同じ気持ちだったのだろう。

　スペルヴィオと美愛のシンボルだけは、イリトの手からどうしても取り返したかった。

「……クソッ！　なぜだ！」

　聴力が元に戻もどり、イリトが毒づく声が聞こえる。

　かつて全く同じ方法でスペルヴィオの〝愚者はトラスト従う・ミー〟を突とつ破ぱした。ただそれを再現しただけである。

　イリトは腰こしのベルトに手をやって、別のシンボルを取り出す。

「こんなことでいい気になるなよ。たかが二つ奪うばわれただけだ。〝愛シツクのス・プリ虜ズナー〟！」

　そう言葉にすると、〝色しき欲よく〟のシンボルが光を灯して、彼の手に異形な造形のリボルバーが現れる。見み紛まごうことなく、ルクスリアの使っていた銃じゆうだった。ただの銃ではなく、撃うった者を操あやつる事が出来る銃だ。あれに撃たれるわけにはいかない。

　銃という武器を前に、緊きん張ちようした面おも持もちのイラが僕に向かって、

「シンボルが人間のために創つくられたものなのであれば、お主にも使えよう」

　持っていたシンボルを投げて寄よ越こす。

　──僕にもシンボルが使える？

　その意味を理解する間もなく、イリトに銃じゆう口こうを向けられた僕は、咄とつ嗟さに体勢を低くして、それでも、イリトに向かって走る。

　──園城美愛。彼女は暗く沈しずんだ瞳ひとみをした少女だった。

　自信がなく、周りを羨んで妬んでばかりの自分を嫌きらっていた。でも、こちらの世界に来て、僕たちは出会い、イラや萌もえ花かと共に過ごして、彼女は変わっていった。少しだけ自信を持って、前向きに生きられるようになった。

　──その力を借りる。

「〝不イン可ビジ視ブルの・掌握タツチ〟」

　僕が左手に握った〝嫉しつ妬と〟のシンボルが淡あわい光を灯す。

　僕の見えない腕が、イリトの持つリボルバーの銃じゆう身しんに触ふれる。

　美愛がかつてそうやって、助けてくれたように。

　──連続する銃じゆう声せい。

　一発、二発、三発。

　イリトが撃った弾だん丸がんは、どれ一つとして僕には当たらない。

「……なぜ当たらない！　当たれぇ！」

　焦あせり、動どう揺ようするイリト。

　──ここに美愛がいて、

「そんなものがッ！　当たるかよッ！」

　イリトの腹部に拳を叩きこむ。

　屈かがみこんだイリトを見えない腕うでで摑んで持ち上げると、そのまま地面に叩きつけた。

　そこで〝嫉妬〟のシンボルがフッと光を失う。どうやら、残っていた感情力が尽つきてしまったようだ。まるで美愛がいなくなってしまったように感じられて、一瞬、僕はどうしようもない悲しみに襲おそわれた。

「クソォォォ！」

　その隙すきに、仰あお向むけになったイリトが自分の左腕に銃口を押し付けて撃った。彼の左腕から赤い血が飛び散る。

「……まだだ！　僕にはまだ武器がある！　こんな物っ！」

　イリトは苦痛に顔を顰しかめながらも、持っていた〝色欲〟のシンボルを投げ捨てた。

「〝血ブラツ化デイ粧ドレス〟！　血ソ塗れのー剣ド！」

　血ち塗まみれの手で取り出した〝暴食〟のシンボルが淡い光を灯ともす。溢あふれ出ている血が左腕を覆おおって鋭するどい刃はの形に固まる。イリトは倒れたまま、その刃を僕に向かって振るった。

　僕は後ろに飛び退のいてそれを回かい避ひする。

　身体からだを起こしたイリトの右手には、ルクスリアの銃、左手に〝暴食〟の剣がある。

　イリトから余よ裕ゆうの表情は完全に消え、僕に向けられた露ろ骨こつな憎ぞう悪おがそこに窺うかがえた。

「ハハハ！　これはいい！　これで僕にはもう近づけないな」

　使い勝手を確かめるように、赤い刃をビュンビュンと振ふる。

「これで切り刻んでやるよ！」

　すでに行き当たりばったりの行動にしか思えなかった。イリトは追い詰つめられ、どんどんその本ほん性しようを現していく。饒じよう舌ぜつで知的だった雰ふん囲い気きは微み塵じんも感じられなくなっていた。

「……お主ほどの下衆は、久しく見なかったな」

　イラが投げ捨てられた〝色欲〟のシンボルを拾い上げる。

「シンボルとは種族の威い信しん。己おのれの尊厳。お主ごときが、次々に使い捨ててよいものではない」

　その金色の瞳が真しん紅くに変わっていく。銀ぎん髪ぱつがまるで静電気でも流れているかのように、パリパリと雷気を迸ほとばしらせる。その姿はまるで逆げき鱗りんに触れられた時のイラのようだった。

　しかし、今までと違うのは、その力強さだ。

　逆鱗に触れられる事が弱点だった今までとは違い、凄すさまじいエネルギーがイラに満ちているのが分かる。僕ですら怖おじ気けづいてしまうような気き迫はくをイラは纏まとっていた。

「虎とらの威いを借る狐きつねとはまさにお主のこと。どのような力を得た所で、所しよ詮せんは狐、虎にはなれぬ。他人の力を借りねば、何も出来ぬクズめ」

　怒ど髪はつ天を衝つくとは、このことだろう。

　イリトはイラを本気で怒おこらせたのかもしれない。

　僕は手に持っている〝憤怒〟のシンボルに温かな熱を感じる。

　身体からシンボルを取り出したことで、周囲の〝憤怒〟の感情力を取り込む事が出来るようになったせいだろう。イラの怒いかりが僕の身体に感情力として流れこんできている。

　それは不思議と心ここ地ちよく、不快ではなく、熱く漲みなぎる確かな力だった。

　左胸の刻印が、再び、完全な竜の紋章の形になって赤く力強く輝かがやく。

「うるさい！　黙だまれ！」

　逆上したイリトは、今度はイラに向けて銃を撃ち始める。

　しかし、イラは難なくそれを躱かわす。元々身体能力が高い上に、今は〝身体フイジ能力カル・のアド向バン上ス〟を使っている。イラは造作もなく銃じゆう弾だんを避よけながら、イリトに近づいていった。

「くるな！　くるなぁッ！」

　怯おびえを見せて血で出来た剣を振るイリト。しかし、イラには当たらない。

　破れかぶれなイリトの剣をいとも容た易やすく躱して、その懐ふところに飛び込んだイラは、感情力を集めて輝く手を押し当てる。

　爆ばく発はつが起きて、イリトが後ろに吹ふっ飛んだ。

「もう諦あきらめよ。お主のような信念も誇ほこりもない弱い者にこれ以上、付き合ってられぬ。終わりにしようではないか」

　今になってイリトが戦いを避けていた理由が分かる気がした。平和的な解決を望んだのでもなく、煌こう帝ていの力の消費を抑おさえようとしたのでもない。

　──彼にはただ、戦う意志がなかったのだろう。

　イリトはかつての僕のような臆おく病びようで卑ひ怯きような人間であり、上っ面つらの良さと言葉だけでその場を凌しのごうと考える人間である。

　だから──。

「イリト、君は今まで戦ってきた誰だれよりも弱いんだ」

[image: ]

　僕は言う。




「たとえ、この先、どんな能力を君が得たとしても、僕やイラ、他ほかの種族王の誰にも勝てないと思う。それは君自身の力で戦ってないから。誰かの力を頼たよっているだけだからだよ」




　戦うことを恐おそれる者が、勝つことなんてない。

「……竜りゆう姫ひめだ。竜姫さえ」

　ぶつぶつと呟つぶやきながら、イリトは立ち上がる。そして、ルクスリアの銃と、〝暴食〟のシンボルを投げ捨てる。固形化していた血が溶けて地面に落ちて、ビシャッと音をたてた。

「竜姫、お前さえ、いなければ、僕が勝っていたんだ！　お前が間ま違ちがいだ。ここにお前がいることが間違いなんだ！」

　その血塗れの手に握にぎられているのは、前煌帝の〝憤ふん怒ど〟のシンボル。

「死ねよ、竜姫！　もう勝ち負けなんてどうでもいい。煌帝の座もいらない！　でも、お前の存在だけは認めない！　お前を破は壊かいしてやる！」

　僕は持っていた〝憤怒〟のシンボルをイラへと放ほうり投げると、

「イラ！　煌帝のシンボルを破壊しろ！」

　二人から離はなれた場所へと駆かけ出した。

　イラの〝破壊レイジ光線・レイザー〟なら、遠えん距きよ離りからシンボルを破壊できる。

　もっと早くにそうすべきだったと後こう悔かいしても遅おそい。もしかしたら、イリトが改心するかもしれないという甘さを見せたせいでもある。

　僕がその責任を取らなければならない。

　血走った目で、狂きよう気きに満ちた表情で、イリトは叫さけぶ。




「〝破デイエス壊・イラ〟！」




　──〝傲ごう慢まん〟のスペルヴィオには、戦うことを教えられた。

　自分の力を信じることを教えられた。

　鋼のような肉体に、鋼のような精神を宿した彼に僕は憧あこがれていたように思う。

　──〝暴食〟のグーラは、最さい期ご、どんな気持ちだったのだろうか。

　今の僕にはその気持ちが分かる気がする。

〝傲慢〟のシンボルを強く握りしめ、僕は──。




「〝愚者はトラスト従う・ミー〟！　僕を狙え！」




　幾き何か学がく模様のガラス屋根が破壊され、空から光が落ちてくる。

　スローモーションみたいに降るガラスの破は片へんと、一いつ瞬しゆんの光。

　全すべての思考を焼きつくすような、真っ白な光に僕は包まれる。

　僕は──。




　　　　※




　イラは右みぎ腕うでを高く掲かかげる。

「刮かつ目もくせよ！　全てを破壊し、無に帰す、憤怒の光を！」

　そして、宙に刻印を描えがくと、竜りゆうの紋もん章しようが光を放って浮うかび上がった。

「〝破壊レイジ光線・レイザー〟！」

　宙に浮かんだ竜の紋章から、純白の光線が発射される。

「消え去れ！　そこにある全てのシンボルよ！」

　白光する極ごく太ぶとのレーザーがイリトを飲み込んだ。




　　　　※




　そして、皇座バトル争奪戦スローネの終わりを告げる鐘かねが鳴った。




　その日、Ａ区で何が起きたか？

　局地的な自然現象が起きて街が破壊されたと認にん識しきした人がいる。

　色んな事故が重なって街の機能が破壊されたと認識した人がいる。

　地中に埋うまっていた不ふ発はつ弾だんが爆発して街が破壊されたと認識した人もいる。




　その日、Ａ区で何が起きたかを正しく説明できる人はいない。

　しかし、噂うわさ好きな彼ら、或あるいは、彼女らは、あることないことを言い合いながらも、日々の生活を取り戻もどしていくのだった。







　エピローグ　Epilogue




　──声が聞こえた気がした。

　自分の大好きなあの可愛かわいい少女の声だ。

　ぐつぐつと煮にえるカレーをかき混ぜていた如月きさらぎ萌もえ花かは火を止める。

　エプロンの紐ひもを解ほどいて、テトテトと小走りで玄げん関かんに向かった。

　大だい丈じよう夫ぶ──彼女がいるなら、きっと何でもない顔で、いつもの笑え顔がおで、彼もそこにいる気がする。だって、必ず帰ると約束したのだから。

　萌花が玄関のドアを開けると、そこから、夏を感じさせる熱気がするりと滑すべり込んできた。




　　　　※




「俺は死んでも戦うぞ。煌帝とは戦い続けた先にある。たとえ、シンボルが無くてもだ！」

　精せい悍かんな顔立ちをした青年が、ガツガツと豪ごう快かいにカレーライスを口に運ぶ。

「私は、そうね……煌帝なんかより、アイドルを目指そうかしら。女の子だもの、可愛くありたいわ」

　肩かたまでの髪かみにリボンを結ゆわえた、涼すずしげな瞳ひとみの美少女が、慎つつましくカレーライスを口に運ぶ。

「フン、浅はかな夢だな。世界に女は私一人でいい」

　ぶっきらぼうな口調で、パーマがかった長い髪の少女が、恐る恐るカレーライスを口に運ぶ。

「いやー、このカレーっていうの？　美味おいしいね！　お姉ちゃん俺の専属シェフにならないかなー。でも、断られた方がいいな。奪うばいがいがあるし」

　屈くつ託たくのない笑顔で少年が、やけに鋭するどい犬歯を見せてカレーライスを口に運ぶ。

「なにこれ、めっちゃ甘いじゃん！　こんなに甘いものがあったなんて、信じらんない！　ケーキより甘くない？」

　金きん髪ぱつツインテールのゴスロリ少女が、スプーンを舐なめている。

「やれやれ」

　そんな彼らから離れた場所で、猫ねこ耳みみフードのパーカーを着たショートカットの少女が、ぐったりとソファに寝ねそべっている。

「ちょっと本気を出したらこれだよ」

　気け怠だるそうな瞳で、でも、少し嬉うれしそうに言った。




〝天国デツドへリー・のスリー誘いピング〟は、全く戦いには適していないが、死んでさえいなければ、あらゆる怪け我がを癒いやすことができる能力である。




　シンボルを失った彼らは毒気を抜ぬかれたように吞のん気きな様子だった。自分がどれだけ必死になって助けようとしたのか、ちっとも伝わってない気がする。

　結ゆう城き零れい司じを怒おこらせるために「死んだ」と言ったが、彼はちゃんと怒れたのだろうか。

　まさか、こんな風に和気あいあいとして彼の帰りを待っているなんて、想像もしていないだろう。

　彼の驚おどろく顔が実に楽しみだ。




　しかし、〝怠たい惰だ〟の感情力無しに、無理やり使ったシンボルは──。

　テーブルの上で見るも無残な姿になって壊こわれていた。




「うーん、次の煌こう帝ていは決まりかね」




　アセディナは両手を伸のばして背せ伸のびをしてから、ふわぁと、あくびをした。




　　　　※




「コラー！　集めなくてはならないシンボルを破壊してしまったらどうすればよいのだ！　これから皇位継けい承しよう戦争はどうする！　余がした事だと？　仕方なかったであろ！　一つでも残しておいたら、あやつが何をしでかすかわからんからの！　イリト？　知らん知らん！　いつの間にかいなくなっておったわ！　余はそれどころではなかったのだー！」

　金色の勝ち気な瞳、長い銀ぎん髪ぱつの少女は両手をあげて憤ふん慨がいする。

「そもそも、お主が油断するからいかんのだ！　何が〝君は弱いよ、イリトくん〟だ！　弱っちぃのはお主ではないか！　ふざけるでなーい！」

　彼女の怒いかりはとどまることをしらない。

「そう何度も何度も、余の目の前で気持ちの悪い笑みを浮かべながら、死のうとするでないわ！　あまりに見苦しくて、せっかく取り戻した〝憤ふん怒ど〟のシンボルを、またお主の身体からだの中にいれてしまったではないか！」

　地じ団だん駄だを踏ふみながら、それでもなお、怒りはおさまらない。

「コラー！　余を助け出した囚とらわれのお姫ひめ様を見るみたいな目で見るでなーい！」

　イラ・エンペルト・ドラゴニカは顔を真っ赤にして怒っている。




　　　　※




　──玄関のドアが開いた。




「おかえりなさいっ！」




　その向こうから、笑顔の萌花が飛び出してきて、僕に抱だきついた。




「さて、これも新しい皇位継承戦争のため。余のため。世界のため」

　異世界からやってきた、長い銀髪で金色の瞳をした、太陽みたいなお姫様は、今日も僕のそばで微笑ほほえんでいる。

「少年よ！　憤怒せよ！」




　たまには、怒ることも、生きるのには必要だ。


おわり









　あとがき




「コラー！　美び麗れいな口絵を堪たん能のうしてから、パラパラとページを捲めくって挿さし絵えをチェックし、あとがきを読んだら満足して、本文を一切読まずに枕まくら元もとに積んで放置し続けるでなーい！　可愛かわいい余の活かつ躍やくを読まずして、何が面おも白しろいのだ！　此こ処こから先は読み終えた者だけが立ち入れる聖地！　そうでない者は、さっさと一ページ目に戻もどるのだ──！」

　──と、イラみたいな格好をして、両手を上げて怒いかる作者。

　フフフ、想像してがっかりしましたか？　しましたね。イラなんてここにいませんよ。

　ここにいるのは、中指で縁ふちを押し上げて眼鏡を光らせたライトノベル作家だけですぜ。

　というわけで、あとがきです。

　本書をもって『煌こう帝ていのバトルスローネ！』は完結となります。ここまでお付き合い頂いた読者の皆みな様さま、本当に有あり難がとうございました。

　作者としては残念な気持ちがある一方、この作品は本書をもって終わるのがベストだったのではないか、とも思います。それというのも、この三巻の執しつ筆ぴつに際して、続ける形のプロットと終わる形のプロットの両方を作成しましたが、比べてみると、終わる形のプロットの方が面白いというのが、一いち目もく瞭りよう然ぜんだったからです。

　読者様に楽しんでもらうのが一番なので、作者が面白いと思える方を執筆するという判断は当たり前だと思いますし、間ま違ちがいではないでしょう。それゆえに、本書執筆にあたっては全力を尽つくしました。書くべきことは書ききったので、悔くいはありません。

　でも、自分としてはようやくキャラクターたちに愛着が湧わいてきたところだったので、彼、もしくは、彼女たちを、いつか何らかの形でどこかの物語に登場させられればいいな、とは考えています。〝井いの上うえ悠ゆ宇う〟の世界で、彼らはこれからも存在し続けるということを心の片かた隅すみにでも留めておいて下さい。

　新人であり、受賞作でもない本作を手にとって頂き、有難うございました。『煌帝のバトルスローネ！』はこれにて完結しますが、新作の構想はすでにありますし、出来るだけ近いうちにまた新たな物語をお見せしたいと思います。本作をお楽しみ頂けたのなら、次作もきっと楽しんで頂けることでしょう。

　ご期待に添そえるよう努力致いたしますので、書店で新作を見かけた際には、是ぜ非ひともお手にとってもらえれば幸いです。

　最後にぎん太た郎ろうさん。多くの方から、〝イラが可愛い〟という評価を頂けたのはひとえにぎん太郎さんのお陰かげです。拙せつ作さくに素敵なイラストをどうも有難うございました。

　それでは、またお会いできることを祈いのって。


井いの上うえ　悠ゆ宇う　　


















カバー・口絵・本文イラスト／ぎん太郎

カバー・口絵・本文デザイン／濵﨑正隆（NARTI;S）
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